


[image: ]







[image: ]







[image: ]





	
		[image: ]

	




[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。














　CONTENTS





序　章　最後……になるかもしれない……メール

第一章　西日の当たる部室で

第二章　薔薇の棘

第三章　天空のアイを捜して

第四章　横浜の夜

第五章　何があっても泣かない子

第六章　新しいメール

第七章　野辺山へ

第八章　おとめ座の方向に

終　章　初めてのメール

あとがき









[image: ]













『はあい、アイちゃんです。




　今日は、ちょびっと悲しいお知らせ。アイちゃんがこのホームページの談話室にメールを出すのは、これが最後になるかもしれません。だから、今日は、言いたいこと、みんな言っちゃいますね。そんなわけで、ちょこっと長いメールになっちゃうかもしれません。ごめんなさい。




　はじめに、やっぱり、このホームページをインターネット上に開設、運営してくださってる皆様に、お礼を言いますね。ありがとうございました。

　このホームページって、高校のＩＴ研究部がやってるだけあって、談話室に来るメールも若い人ばっかりで、すっごく楽しいです。

　掲示板や壁かべ新しん聞ぶんも、いつも見てます。去年の夏の合宿の写真、楽しそうでしたね。アイちゃんも行きたかったなあって、思っちゃいました。

　ゲームの部屋を覗のぞいてみたこともあります。あれって、みんな、部員の人たちが自分で作ったゲームなんですよね。すっごいですよねえ。高校生なのに、ちゃんと動くコンピュータゲームを作れちゃうなんて。もしかして、ＩＴ研究部って、天才の集団？？？

　そういえば、今度始まる冒険の部屋って、なんだかすっごく、おもしろそう。みんなで参加して冒険物語を作っていくんでしょ」重要な場面じゃ、主人公たちがどういう行動を取るか、みんなの投票で決めるんですよね？　アイちゃんも参加したかったなあ。物語が始まる前にお別れしちゃうのが、ちょびっと残念。しくしく。




　ブラックナイトさん




　バイクの免許の話、すっごくおもしろかったです。春休みを利用して教習を一気にこなす強行スケジュール。大変でしたね。筆記試し験けんを一発で通ったのは、さすがですね。確か、ブラックナイトさんはＩＴ研究部の人ですよね？　やっぱり天才なのかなあ。でも、だいじょうぶだったんですか？　学校をエスケープして試験場に行ったことなんて、インターネット上で公表しちゃって。あ、もちろん、アイちゃんは学校にチクったりしませんよ。

　なんでも訊ききたがるアイちゃんに、ブラックナイトさんは、なんでも丁てい寧ねいに答えてくれました。きっと、すっごく優やさしい人なんですね。「ブラックナイト」って、チェスの駒こまの「黒の騎き士し」のことでしたよね。はじめは「黒い夜」なんて名乗る人なんだから怖い人なのかなって思ったんだけど、メールを読むうちに、そうじゃないことがわかりました。合宿の写真を見ながら「どの人がブラックナイトさんなのかな？」って考えちゃいました。いまだにわかんないのが心残りだけど、でも、いいです。ブラックナイトさんからは、たくさんメールをもらいましたから。アイちゃんの心の中にいるブラックナイトさんは、強くて、かっこ良くて、優しい、黒の騎士。それでいいです。

　早くバイトでお金を貯ためて自分のバイクを買えるといいですね。

　ありがとうございました。




　十六夜いざよいさん




　十六夜さんのメールは、いっつも恋れん愛あい論ろん。楽しかったです。ＩＴ研究部って、恋の研究もしてるんですか？

　高校二年でまだ彼がいないからって、十六夜さんに魅み力りよくがないなんてことは、ぜんっぜん、ないと思いますよ。きっと、そのうち、十六夜さんの前にすてきな彼が現れると思います。いつも十六夜さんが言ってるような、身長一七五センチ以上、優しい目とクールな笑顔と熱いハートの持ち主で、サッカーか陸上競技の選手で、すっごく頭が良くて、将来はジャーナリストを目指していて、十六夜さんにだけ優しい人が。

　その日は近いと思います。たぶん。

　ありがとうございました。




　末すえ摘つむ花はなさん




　彼とは、うまくいってますか？　アイちゃんは、ちょびっと妬やいてます。

　初めてのキスがお昼ご飯のカレーライスの匂においでも、それはそれで、楽しい思い出になるんでしょうね。アイちゃんも恋をしてみたかったなあ。燃えるような恋でなくてもいいから。

　もっと色々教えてほしかったです。

　ありがとうございました。




　乱らんさん




　天然茶髪って、苦労するんですね。

　髪が黒いのが普通なのって、世界の中の限られた部分だけですよね。きっと、黒くなきやいけないなんて言う人は、頭の中身が鎖さ国こくしていた江え戸ど時代のままなんですよ。

　周囲の人と違ってるからいけないなんてのも、変な理屈ですよね。人はみんな違うものなのに。

　いつか、きっと、そんなこと、誰だれも気にしない世の中になると思います。近い将来に。

　がんばってくださいね。

　ありがとうございました。




　ウルトラザウルスさん




　ウルトラザウルスさんのメールって、必ず最後にオチが付くんですよね。ひょっとして、大おお阪さか人じんだったりして？？？

　ウルトラザウルスさんのメールは、ぜーんぶ読みました。アイちゃん以外の人に宛あてたのも含めて。だって、おもしろいんだもん。

　もう読めなくなると思うと、残念です。

　ありがとうございました。




　安やす川かわ麻ま呂ろさん




　手術が成功したって読んだときには、自分のことみたいに嬉うれしかったです。良かったですね。

　病気だってことがわかったときのことから、手術まで。安川麻呂さんのお話は、すっごく勉強になりました。勇気づけられました。学年が一年遅れたって、へっちゃらですよ。だって、安川麻呂さんは、そんなすごい経験をしたんだもん。

　まだ痛みますか？

　早く退院できるといいですね。

　ありがとうございました。




　スピカさん




　談話室に初登場いらい、皆かい勤きん賞しようですね。

　スピカさんのメールって、なんだか楽しい。メールを出すのが楽しくってしかたがないって感じが伝わってきます。

　今年入学して、先日、ＩＴ研究部に入部したばかりなんだそうですね。会えたとたんに別れが来るなんて、なんだか悲しい。

　もっといっぱい、おしゃべりしたかったな。

　ありがとうございました。




　薔ば薇らの棘とげさん




　はっきり言っちゃいます。これが最後の機会かもしれないから。アイちゃんは、薔薇の棘さんに、憧あこがれています。

　なんでもスパッと斬きって捨てる薔薇の棘さんって、すっごくかっこいい。

　恋に悩む女の子には、「そんなやつ、さっさとやめちゃいなさい」。

　ダイエットできなくて困ってる女の子には、「太ってたって、いいじゃない」。

　受験で迷っている男の子には、「どの大学だって、似たようなものよ」。

　人はなんのために生まれてくるんだろうという問いかけには、「あんた、バッカじゃないの？」

　きっと、薔薇の棘さんって、すっごく自由に生きてる人なんでしょうね。ことばの調子から、それが感じられます。自分のことは自分で決める。それが、薔薇の棘さんの生き方なんですよね。いいなあ。うらやましいなあ。

　女の子から告白のメールをもらったことがあるそうですね。アイちゃんは、その女の子の気持ち、なんとなくわかるような気がします。薔薇の棘さんといっしょなら、自分も、もっと自由に生きられるんじゃないかって、そんな気がするんです。それを恋れん愛あい感情と呼べるかどうかは、わかんないけど。

　アイちゃんも、もっと自由に生きたかったなあ。

　薔薇の棘さんみたいに。

　ありがとうございました。




　もう、こんなに長いメールになっちゃいました。この辺で終わりにしますね。あんまり長いと、談話室に載っけてもらえなくなるかもしれないから。

　名前を挙げてお礼を言えなかった皆さん、ごめんなさい。アイちゃんは、たくさんの人から、いっぱいメールをもらいました。

　ありがとうございました。




　最後に……ほんとは、こんなこと、言いたくないんだけど、今言わないと言えなくなっちゃうかもしれないから、言っときますね。




　さようなら。





天てん空くうのアイ』
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　視界の端で何かが動いた。廃はい墟きよの建物の中に何かがいる。

　俺おれはすばやく振り返ると同時に銃を向ける。相手の正体がわかりしだいトリガを引けるように指を添えながら。




　…………体の向きを変えるには、キーボードの矢印キー…………

　…………銃の照準を合わせるには、マウスの移動…………

　…………銃のトリガを引くには、マウスの左ボタン…………




「おっと。危ねえ！」

　心に思ったことが、つい、俺の口から声になって出てしまった。

「やっべえ！」

　背後から藤ふじ島しまの声が聞こえた。

「もうちょっとで、一般市民を撃うっちまうとこだったぜ」

　土ど居いさんの声が聞こえた。




　建物の窓に見えた人影は、水着姿の女の子。一般市民だ。危うく撃ってしまうところだった。まったく、紛まぎらわしいったらありゃしない。

　俺おれの使命は、この町に巣くうモンスターをすべて倒すこと。俺の標的はモンスター。間違って一般市民を撃うってしまったら、大変なことにになってしまう。




「やっべえよなあ」

　土ど居いさんの声だ。

「もう、ふたりも、殺やっちまってるんだぜ。今度一般市民を撃ったら、お終しまいなんだからな」

　藤ふじ島しまの声。

「気をつけてくれよな。もうちょっとなんだから」

　土居さんの声。




「くそ！」

　俺は心の中で毒づいた。言われるまでもないことだ。前方に向き直り、慎重に前進する。




　…………体の向きを変えるには、キーボードの矢印キー…………

　…………前進するには、スペースキー。ひと押しで一歩…………




　俺は油断なく左右の建物に目を走らせる。次の交差点まで、あと十数メートル。その間に、確実に三匹のモンスターと遭遇するはずだ。右手の廃はい墟きよ、四階建てのビルが、なんとなく怪しい。俺は、窓のひとつひとつに、すばやく目を走らせる。

　出た。

　モンスターだ。緑色の皮ひ膚ふに赤い目。間違いない。

　俺は体の向きを変えながら照準を合わせる




　…………体の向きを変えるには、キーボードの矢印キー…………

　…………銃の照準を合わせるには、マウスの移動…………




　ポインタがピタリと標的に重なった。俺は躊ちゆう躇ちよなくトリガを引く。モンスターが出現してから一秒以内に撃たなければ、こっちが殺られてしまうのだ。




　…………銃のトリガを引くには、マウスの左ボタン…………




　やった。

　モンスターがばったり倒れる。しかし、これで終わりではない。こんなときには、必ず反対側の建物にもモンスターがいるのだ。俺の経けい験けんが、それを教えてくれている。俺はすばやく体を反転させる。




　…………体の向きを変えるには、キーボードの矢印キー…………




　やっぱりだ。左のビルの屋上に何かがいる。急がなければならない。そいつは、すでに出現してから〇・五秒くらい経たっているかもしれないのだ。俺おれは銃を向け、トリガを引く。




　…………銃の照準を合わせるには、マウスの移動…………

　…………銃のトリガを引くには、マウスの左ボタン…………




「キャ───」

　甲高い悲鳴が四八ポイントの文字列となって画面の右から左に流れる。しまった。モンスターと間違って、一般市民を撃うってしまった。ビルの屋上で水着姿の女の子がばったり倒れる。これで三人目だ。

「あーあ」

　土ど居いさんがため息をつく。

「やっちゃった」

　藤ふじ島しまが落胆する。

「キャッハハハハ。黒くろ崎さきさんって、へタッピー」

　振り返ると、松まつ島しまが笑いながら手を叩いている。ちくしょう。一年生の女の子にまでバカにされてしまった。

　画面に、ＣＧで描かれた「ＧＡＭＥ ＯＶＥＲ」の文字が浮かび上がる。

「ふえええ」

　俺はキーボードの上に力なく倒れ伏せた。これで、本日四回目のゲームオーバー。




　コツン。

　俺の頭を土居さんが小突いた。

「選手交代だ。おーい、横よこ山やま」

　土居さんの声に応じて、隣となりのコンピュータの画面を覗のぞきこんでいた一年生が振り返る。

「ふああい、なんですかあ？」

「おまえ、やってみろ」

「またですかあ？」

「なんだ？　いやなのか？」

「そんなことないですけどね、難しすぎるんですよ、そのゲーム。まだ、誰だれもクリアしてないじゃないですか」

「ぐずぐず言ってないで、やれ」

「はーい」

　標準体重を一五キロばかりオーバーしている横よこ山やまが、のっそり歩いてくる。俺おれはしぶしぶ席を立ってコンピュータの前を離れる。

「ねえねえ、先せん輩ぱい」

　松まつ島しまが、土ど居いさんのシャツの袖そでをつまんで引っ張った。土居さんが振り向く。

「なんだ？」

「先輩たちって、いっつもエッチなゲームをやってますよねえ？」

「エッチって……どこがエッチなんだよ？」

「だあって、出てくる一般市民が、みーんな水着の女の人じゃないですかあ」

「それは、リソースに……ああ、つまり、材料に……使ったＣＧが、アイドルの写真集からスキャナで拾ったものだからだよ」

「部室でゲームは禁止だったんじゃないんですかあ？」

　土居さんがニヤリと笑った。

「俺たちは、ゲームをやって遊んでるんじゃない。これはデバッグだよ」

「デバッグ？」

　松島が首を傾かしげる。そんなところは、なんとなく愛あい嬌きようがあってかわいらしい。もう少し、出るところが出て、引っ込むところが引っ込んで、目がパッチリしていれば、ベターなんだが。

「デバッグって、なんですかあ？」

「へ？」

　土居さんの口がポカンと開いた。

「おまえ、知らないの？」

　土居さんの目が藤ふじ島しまに向けられる。

「まだ教えてないのか？」

　藤島が腕組みしながら答える。

「そうですねえ。松島は、入部してまだ半月だし、それに、こいつは、インターネットの方ばっかりやってて、プログラムの方には興きよう味みがないみたいだし」

「しょうがねえなあ。教えてやれ」

「はーい」

　藤島が歩き出しながら松島を手招きした。

「おいで、松島ちゃん。おべんきょしよう」

「はあい」

　松島がトコトコとあとを追う。俺は、少しだけ、藤島をうらやましく思った。確かに、藤島は二年生の中ではプログラムに詳しい方だ。でも、デバッグの説明くらいなら、俺おれだってできるのだ。

　部室の隅の机に腰かけて、藤ふじ島しまは説明を始めた。

「いいか？　コンピュータはプログラムで動く。プログラムがなきゃ、コンピュータは何もできない。コンピュータは、プログラムに書かれていることを、ただ、忠実に実行するだけだ。それは、わかるよね？」

　松まつ島しまがコクコクと頷うなずく。藤島は本棚からクリアブックを取り出して、適当なページを開き、松島に見せる。

「これが、プログラムだ。具体的に言うと、これは、俺が作った簡単なゲームの実行ファイルの中身なんだ」

「ぐへええええ」

　松島がのけぞる。

「先せん輩ぱい、こんなの作ったんですかあ？」

「ああ。そうだよ」

「だって、これって、ただ数字が並んでるだけで、何がなんだか、ぜんっぜん、わかりませんよう」

「そうだろうな」

　藤島がニヤリと笑う。これをやると、たいていの新入部員は度ど肝ぎもを抜かれ、少しは先輩を尊敬するようになるのだ。

「俺だって、こんなのを見て、何が書いてあるのか、わかるわけじゃない」

「でも、それって先輩が作ったんでしょう？」

「そうだよ。でも、直接こういうものを作ったわけじゃないんだ。これは、言ってみればコンピュータのことばだ。コンピュータは、人間とは全然違うことばを使う。コンピュータのことばを人間が直接読み書きするっていうのは、全然できないってことじゃないけど、かなりつらいものがある。ここまでは、わかったね？」

　松島がコクンと頷く。さっきよりは力がない。どうやら、もうすでに、頭の中が混乱してきているようだ。

「そこで、人間のことばで書いたプログラムをコンピュータのことばに翻ほん訳やくするソフトが作られた。そういうのを、コンパイラという。コンパイラのおかげで、俺たちはプログラムを人間のことばで書くことができる」

「ああ、それだったら、簡単ですよね」

　松島は少しだけ安心したようだ。

　藤島がチッチッチと、顔の前で指を振る。

「ただし、だ。俺たちが普通にしゃべってるようなことばをコンピュータのことばに変換するような優秀なコンパイラは、まだない。変換できるのは、プログラム言語という、特別なことばで書かれたプログラムだけなんだ。プログラム言語はいくつもある。Ｃ言語、パスカル、フォートラン、ベーシック。俺おれたちが使ってるのは、Ｃ言語だ」

　藤ふじ島しまはクリアブックをパラパラとめくって、別のページを開く。

「こっちが、実際に俺が書いたＣ言語のプログラムだ。このとおり、Ｃ言語ってのは、だいたい、英語と数学の記号で成り立ってる」

「あのう……」

　松まつ島しまがおずおずと右手を上げた。「先生、質問」という具合に。

「ん？　なんだ？」

「あのう、あたし、英語も数学も苦手なんですけど……」

　藤島がガックリうなだれた。

「わっ！」

「ぎゃっ！」

　間の抜けた悲鳴がふたつ聞こえた。振り向くと、横よこ山やまが一般市民の頭を撃うち抜いていた。

　ゴツン。

　土ど居いさんが横山の脳天にパンチを打ち下ろす。

「おまえさあ、まだ難度一の第一ステージなんだよ。一般市民を撃つなよ」

「だって、俺、こういうのは苦手なんですよう。ロール・プレイング・ゲームなら得意だけど」

　ブッと、俺は噴ふき出した。確かに、こいつは運動神経は鈍にぶそうだ。

「ああ、わかった。おまえ、もういい。誰だれか他ほかのやつにやらせよう。えっと…………誰がいいかな………」

　土居さんが部室を見回す。つられて、俺も部室を見回す。




　ここは、俺たちが通う高校のＩＴ研究部の部室。普通の教室の半分ほどの広さの部屋に七台のコンピュータと一八人の部員がいる。部員の数よりコンピュータの数の方が少ないので、一台のコンピュータに二〜三人の部員が取り付いている。

　ＩＴ研究部は、学校が奨励していることもあって、部員が五〇人ほどいる。ただし、幽ゆう霊れい部員も多くて、いつも来るのは、これくらいだ。もっとも、全員が一度に来たら、部室にはいりきれないだろう。一八人もいる上、窓から西日が差し込むので、かなり暑苦しい。

　隣となりのコンピュータでは、画面の中央に開いたウィンドウの中で二センチくらいの大きさの女の子がちょこちょこ歩いている。操作しているのは二年生の山やま根ねと田た中なか。どうやら、今度作るゲームでは、この女の子が画面の中を歩き回るようだ。このふたりの得意技からいって、たぶんパズル・ゲームなのだろうが、その中で、この女の子はどういう役割をするのだろうか。あとで聞いてみよう。

　その隣となりでは、画面いっぱいにインターネット・エクスプローラーが開いている。ここは、いつもそうだ。操作しているのは二年生の千ち葉ばと吉よし野の。ここは、このふたりの定席みたいになっている。女ふたりなので、雰囲気が明るい。男ばかりのこっち側二台とは大違いだ。

　ＩＴ研究部では、インターネットにホームページを持っていて、もっぱら、その面倒を見ているのが、このふたりだ。最近では、一年生の松まつ島しまも、これに加わっている。おかげで、ホームページは全体的にピンクに彩られていて、マスコットは子猫ちゃんのＣＧ。談話室に来るメールにはフェミニン系のものもかなり多く、俺おれなんか、読んでいて恥ずかしくなってしまうこともある。




「おーい、佐さ藤とう」

　土ど居いさんが呼んだ。部屋の反対側で一年生が振り向きながら立ち上がる。

「おまえ、暇だろ。こっち来てゲームやれ」

　佐藤は頭を掻かきながらにっこり笑う。

「いいんですかあ？」

「おお。おまえ、こういうのは得意だろう。ガンガンやって、最終ステージまで行ってくれよな」

「はーい」

　佐藤が嬉き々きとしてやってくる。

　土居さんは、話し方はちょっときついけど、人じん望ぼうがある。普通、三年生になると受じゆ験けんがあるので、部室にはあまり来なくなるのだが、この人だけはしょっちゅう来る。プログラムの腕は抜群だし、俺も含めて、後こう輩はいたちからかなり尊敬されている。特に、俺の場合は、バイクをときどき借りているという義理もある。

　学校には内ない緒しよだが、土居さんは四〇〇ccのバイクで通学している。

　俺は、今年の春、普通二輪の免許を取った。筆記試験を一発で通ったのは、我ながら上出来だと思う。そう何回も学校をエスケープして試験場に行くわけにはいかないだろうから。

　そんなわけで、免許はあるのだが、悲しいことにバイクがない。親にオネダリしてみたのだが、母からは「危ないからダメ」と、父からは「欲しけりゃ、自分で買え」と、一いつ蹴しゆうされてしまった。「ようし、自分で買ってやるぞ」ということで、夏休みはバイトに励むつもりだ。

　で、ときどき土居さんのバイクを借りて練習しているというわけだ。自分でバイクを手に入れ、ツーリングに出かける日に備えて。

　土居さんは、転倒してバイクに傷を付けても、笑って許してくれる。ま、土居さんのバイクは、ひとつやふたつ傷が増えてもどうってことがないくらい傷だらけなのだが。




　佐さ藤とうがコンピュータの前に座った。横よこ山やまよりは、だいぶ手つきがいい。

「おーい、藤ふじ島しま。説明はまだ終わんねえのか？」

　土ど居いさんが声をかけると、藤島が振り向いた。

「今、やっとコンパイルとリンクの説明が終わったとこですよ」

「早めに終わらせろよ。今度は佐藤だから、きっといい線まで行くぜ」

「ああ、わっかりました。でも、この子、なんにも知らないみたいで、一から全部教えなきゃいけないんですよ」

　ふと、俺おれと藤島の目が合った。

「代わってやろうか？」

　俺が声をかけると、意外なことに、藤島は、かわいらしい後こう輩はいと特別に親密になるチャンスを簡単に放棄した。

「頼んでいいか？」

　どうも藤島の好みは「イケてる女」らしいから、もしかすると、ポッチャリ系は苦手なのかもしれない。

「ああ」

　俺が答えると、藤島は机からヒョイと飛び降りた。

「それじゃ、松まつ島しまちゃん、あとのことは、黒くろ崎さき先生から聞いてくれたまえ」

「はあい」

　松島が答えると、藤島はスタスタと歩いてきた。俺とすれ違いざま、互いに右手を出す。

　パンッと手を合わせて、選手交代。ＯＵＴ藤島翔しよう。ＩＮ黒崎雄ゆう一いち。




「さて、どこまで習ったんだ？」

　俺が尋ねると、かわいらしい新入部員は、人差し指を立て、視線を宙に走らせながら答えた。

「えっとお、Ｃ言語で書いたソースプログラムを、コンパイルして、リンクしたら、コンピュータで動くソフトになるってとこまででぇす」

「はい、よくできました。えっと、どうするかな。実際にやってるところを見ると、わかりやすいんだけど………」

　俺がそう言うと、思わぬところから女の声がかかった。

「見せたげようか？」

　二年生の吉よし田だの声だ。振り向くと、俺たちの方を見てニコニコ笑っている。

　丸顔で、ちょっとタレ目。「とろけるような優やさしい笑顔」というのがピッタリな顔だ。男たちの間では「ペコちゃん」というあだ名がある。もちろん、それは、本人の前では、けっして言ってはならない。

　ついでに言うと、この女は「胸の大きな女は頭が悪い」という俗説が間違っていることを示す明快な証拠でもある。この女は、ゴージャスな胸の持ち主であるにもかかわらず、数学では、ぶっちぎりの学年トップなのだ。現在のＩＴ研究部の部長でもある。

「いいのか？」

　俺おれが尋ねると、ペコちゃんの笑顔がコクンと頷うなずいた。

「うん。ちょうど今、ソースプログラムを書き換えて、これからビルドするところなの。見においで」

「行こうか」

　俺はさりげなく松まつ島しまの腕を取る。思ったとおり、ふにっと柔らかくてつるんと滑らかな腕。




「これは、なんのプログラムなんですかあ？」

　松島が尋ねると、吉よし田だは簡かん潔けつ明めい瞭りように答えた。

「ドランクン・ウォークよ」

　松島が首を傾かしげる。

「それって、どんなゲームなんですかあ？」

「ゲームじゃないのよ。数学の問題なの」

「数学？」

　数学と聞いただけで、松島の腰が心なしか引けた。

「そ。数学の問題よ。日本語に訳したら『酔っぱらいの歩き方』って意味ね」

「それが数学の問題なんですかあ？」

「そうよ。こういう問題なの。ここに、ひとりの酔っぱらいがいます。この酔っぱらいは、ベロンベロンに酔っていて、右も左もわかりません。どこかに歩いて行こうとしているのですが、一歩ごとに、まるでデタラメな方向になってしまいます。たとえば、一歩こっちの方に行ったから、次もだいたいそっちの方に行くだろうなんて考えると大間違いで、元来た方にもどってみたり、あるいは、偶然、同じ方向にもう一歩進んでみたり。さて、そこで、問題です。この酔っぱらいが一〇歩進んだときには、どこにいるでしょうか？」

「そんなの、わかんないんじゃないんですか？」

「そ。わかんないのよね。でもね、全然見当も付かないかっていうと、そうでもないのよ」

「はあ」

「たとえば、この酔っぱらいは一歩で一メートル進むとすれば、一〇歩だから一〇メートル。つまり、この酔っぱらいは、半径一〇メートルの円の中にいるってことになるわよね？」

「え、ええ、たぶん……」

「たぶんじゃなくて、確実に、なのよ。でもね、こっからは、そう、『たぶん』の話になるの。半径一〇メートルの円の中にいるのは確実だけど、じゃあ、円の中のどのへんにいるだろうかってことを考えるの」

「それは……」

「円の縁ふち近くにいる可能性は低いわよね。だって、それは、たまたまその方向に進むという偶然が一〇回重なったときにしか起きないことなんだから」

「あ、あの……」

「つまり、これは、確率を計算する問題なの」

「あの……あたし……全然わかんないんですけど……」

　吉よし田だが俺おれに視線を向けた。俺は、吉田のお肉たっぷりな肩を叩たたいてなぐさめる。

「しょうがないよ。一年生じゃ、まだ、確率がどういうものかってことすら習ってないんだから」

　吉田は新入部員に視線をもどし、口元に笑みを浮かべる。

「そうか。そうよね。安心しなさい、松まつ島しまさん。こんな問題は、中間テストにも期末テストにも出ないから」

「そうなんですかあ？」

「そうよ。この問題ってね、むっちゃくちゃ難しいの。そこで、それをシミュレーションで解いちゃおうってのが、このプログラムなの」

「数学の問題がシミュレーション・ゲームになるんですかあ？」

「え？」

　再び、吉田が俺に視線を向ける。

「う────ん」

　俺がうなった。

「ま、いいんじゃねえの？　そういう理解で」

「そっか。そうよね。間違いじゃ……ない……よね」

「で、そのプログラムが完成したのか？」

「基本的なプログラムは、もうとっくにできてるし、ちゃんと動いたの。今は、そこに、いろんな条件を付け加えられるように、少しずつ改良してるのよ。ソースプログラムでいうと……」

　吉田が画面上のプログラムを指で示す。

「こっからここまで、五行付け加えたとこなの」

「ふうん。で、これから、それをコンパイルするわけだ」

「そういうこと。よーく見ててね、松島さん。この程度の変更なら、コンパイルは一いつ瞬しゆんで終わっちゃうから」

　俺と松島が画面に注目する。

　吉田は画面上のビルドボタンにマウスポインタを合わせ、左ボタンをクリックする。

　画面の下の方にメッセージが現れる。

『コンパイル中』

　吉よし田だが言ったとおりコンパイルは一いつ瞬しゆんにして終わ…………らなかった。コンパイルは途中で中断され、エラーメッセージがダダダダダダッと出て、最後にこんなメッセージが出た。

『エラー　４６　　警けい告こく　　０』

　吉田の口があんぐり開いた。

「なああによう、これええ？」

　俺おれは、笑い声を上げるのはなんとかこらえたが、顔が笑ってしまうのは止められなかった。

　吉田がクルリと振り返る。

「たった五行よ。たった五行書き加えただけで、エラーが四六個も出る？」

「わっはっはっはっは」

　無ぶ遠えん慮りよな笑い声が聞こえた。土ど居いさんがこっちを見ている。

「惜しかったねえ、吉田君。あとひとつで赤穂あこう浪ろう士しの討ち入りだったのに」

「もう、他人事だと思って」

「よくあることだよ、吉田君。きっと括かつ弧この数が合ってないんだろう」

　吉田は天を仰いで大げさなため息をつく。

「そうでしょうね。あれをやると、そのあとの行が全部エラーになっちゃうもんね」

「括弧の数を数えてみることだ、吉田君。開き括弧をプラス１、閉じ括弧をマイナス１として数えて、行の終わりでプラマイゼロになったら正解だ」

「言われなくったって、やりますよ───だ」

　吉田は気を取り直してコンピュータに向き直り、指差しながら、括弧の数を数え始める。

「一個、二個、三個、四個、三個、二個、三個、四個…………」

　俺は松まつ島しまの腕を引いて、その場をそっと離はなれた。




「こんな風に……」

　俺は歩きながら説明する。

「プログラムにはミスがつきものだ。ミスを修正しないと、プログラムは完成しない」

「大変なんですねえ」

　松島は少しばかり感心したようだ。

「いや、今のは簡単な方だったんだよ。ミスがあるってことをコンパイラが教えてくれたからね。ほんとにやっかいなのは、コンパイラを通り抜けてしまうミスなんだ。そうなると、そのミスを見つけ出すのは、やっかいなことになる。プログラムの中に潜ひそんだミスは、プログラムを狂わせ、ひどい場合にはコンピュータの動作そのものまで狂わせてしまう。そういうのを、業界用語でバグと言うんだ」

「エルメスの？」

　一いつ瞬しゆん、俺おれは、何を言われたのか、わからなかった。振り向くと松まつ島しまが笑っていたので、ギャグを言われたのだとわかった。

「ああ、ええっと、温度の低いボケは要いらない。それはバッグだ。俺の言うのは、バグだ」

　気を取り直して説明を続ける。

「バグってのは、英語で南ナン京キン虫むしのことだよ。プログラムの中に巣くう南京虫、それがバグだ。バグは、全部見つけ出して退治しなくちゃいけない。その作業をデバッグと言うんだ」

「どうやって見つけるんですか？　そんなの？」

「プログラムを実際に動かしてみるんだ。バグがあったら、変な動作をする。変な動作を見つけたら、その原因を調べる。原因がわかったら、ソースプログラムを修正する。デバッグってのは、動かしてみる、バグを見つける、ソースプログラムを修正する、コンパイルする、また動かしてみる、この繰くり返しなんだよ」

「へえええ。で、土ど居いさんたちは、今、それをやってるってことなんですか？」

「そういうことだよ」

　俺たちは、土居さんと藤ふじ島しまのコンピュータの所にもどってきた。

「このプログラム、土居さんと藤島が協力して作った『モンスターハンターIII』は、デバッグの最終段階、つまり、実際にゲームとして遊んでみて、具合の悪いことが起きないかどうかを調べる段階なんだ」

「どう見ても、ただ遊んでるだけみたいですけど……」

「そうじゃないさ。デバッグなんだよ。だから、作った本人の土居さんと藤島は、ゲームをしない。ただ、後ろで見てるだけだ。なぜかっていうと、作った本人は設計上想定した動かし方しかしないけど、他ほかの人がやると、作った人が想像もしなかったような操作をすることがある。そんなときに、バグが見つかることがあるんだよ」

「へえええ。そうなんですかあ」

「それから、すべてのバグを見つけるためには、すべての場合をやってみなきやいけない。第一ステージでゲームオーバーになった場合、第二ステージでゲームオーバーになった場合、最終ステージまで行ってクリアした場合」

「ところがだよ」

　土居さんがクルリと振り返って、俺の説明のあとを続けた。

「半月ほど前から始めたんだけど、いまだに誰だれも、このゲームをクリアできないんだ。あまりにも高度なゲームなんでね。最高で第八ステージまで進んでゲームオーバーだ。誰かがクリアしてくれないと、このプログラムのデバッグは終わらない。だから、今日も、こうやってデバッグに励んでるってわけだ。わかったかね、新入部員君？」

「あのう、それって……」

　松島と土居さんの目が合った。

「もしかして、ゲームバランスが悪いってことなんじゃないんですかあ？」

「ありゃりゃ」

　土ど居いさんがずっこけた。

　隣となりで、藤ふじ島しまもずっこけた。

　俺おれも、心の中で、ずっこけた。

　この子は、変なところで業界用語を知っている。「ゲームバランスが悪い」というのは、「難しすぎたり簡単すぎたりして、ゲームがつまらないものになってしまっている」という意味だ。

「まあ、いいだろう」

　土居さんが立ち直った。

「これで、君もコンピュータソフトの作り方を知ったわけだ。新入部員君、君も、何かゲームでも作ってみるか？」

「あ、いえ、あたしはいいです」

　松まつ島しまは、顔の前で両手をフルフルと振って遮さえぎる。

「あたし、プログラムなんて、ぜんっぜん、興きよう味みないんです。あたしは、あのう、インターネットがしたくて入部しただけですから」

「ありゃりゃりゃりゃりゃりゃ」

　土居さんが、再び、ずっこけた。




　ＩＴ研究部には二種類の部員がいる。コンピュータが好きな部員と、インターネットが好きな部員。土居さんや藤島や吉よし田だは典型的な前者、千ち葉ばや吉よし野のや松島は典型的な後者なのだ。俺は、両方とも手を出すけど、どっちかというと、後者に属する。




「黒くろ崎さき君」

　俺の名が呼ばれた。ふたつ隣のコンピュータの方に目を向けると、吉野がこっちを見ていた。相棒の千葉は腕組みをして考え込んでいるようだ。

「見てほしいものがあるのよ。談話室に、変なメールが来てんの」

「変なメール？」

　とりあえず、俺はそっちの方に行く。松島がトコトコついてくる。

「何か、俺に関係があるのか？」

「天てん空くうのアイからよ。メールの中に、あんたの名前も出てきてる」

（ああ）

　俺は納得した。「天空のアイ」は、部のホームページの談話室にメールを送ってくる常連のひとりだ。俺もときどき相手をしてメールのやり取りをしている。

　俺はふたりの肩越しにコンピュータの画面を見た。それは、かなり長いメールのようだ。自分で読むより、ふたりに訊きいた方が手っ取り早いだろう。

「で、どこが変なのさ？」

「それがさ、千ち葉ばさんがね……」

　吉よし野のは千葉に視線を向ける。俺おれもそちらに視線を向ける。千葉は腕組みを解いて、メガネをひょいと押し上げた。

「わたしね、この『天てん空くうのアイ』って子、自殺する気なんじゃないかって気がするの」

「自殺？」

　俺の声は部室じゅうに聞こえたらしい。賑にぎやかだった部室が一いつ瞬しゆんにして静かになった。ただ、ハードディスクが立てるカチャカチャという音だけが聞こえる。




「自殺？」

　沈ちん黙もくを破ったのは土ど居いさんだった。

「どういうことなの？」

　今度は吉よし田だ。

　隣となりの席から田た中なかが身を乗り出してこちらの画面を覗のぞき込む。松まつ島しまが俺の肩に手をかけて身を乗り出す。部員たちがどやどやと俺たちの周囲に集まってきた。

「ああ……それがね…………」

　千葉が説明する。

「はっきり書いてあるわけじゃないのよ。ただ、読んでみて、なんとなくそんな感じがするの。この子は自殺しようとしてるんじゃないかって。このメールは、わたしたちに宛あてた遺い書しよなんじゃないかって」

　俺の肩に何本もの手がかけられた。みんな、コンピュータの画面を見ようと、身を乗り出してくる。重い。暑い。これじゃ、天空のアイのメールを読めない。

「誰だれか、声に出して読んでみてくれない？」

　吉田の声が聞こえた。答えたのは吉野。

「わかった。あたしが読むね」

　吉野が天空のアイからのメールを読み始めた。

「はあい、アイちゃんです。今日は、ちょびっと悲しいお知らせ。アイちゃんがこのホームページの談話室にメールを出すのは、これが最後になるかもしれません。だから…………」




　西の街並みの下に間もなく姿を消そうとしている太陽が、最後の強烈な光と熱を部室に送り込んでくる。俺たち、吉野を除く一七人のＩＴ研究部員は、誰もひとことも発することなく、天空のアイのメールを読み上げる吉野の声に耳を澄すませた。

　吉野の朗読が最後の部分にさしかかった。

「ほんとは、こんなこと、言いたくないんだけど、今言わないと言えなくなっちゃうかもしれないから、言っときますね。さようなら。天てん空くうのアイ」

　吉よし野のの朗読が終わった。重い沈ちん黙もくが部室を支配した。

　ふいに、吉野の視線が俺おれに向けられた。

「どう思う？　黒くろ崎さき君」

　そんなことを訊きかれても、困ってしまう。

「なんで、俺に訊くのさ？」

「だって、天空のアイとは、あんたがいちばん頻ひん繁ぱんにメールのやり取りをしてたじゃない。天空のアイがどんな子なのか、自殺するような原因があるのか、あんたがいちばんよくわかるんじゃないの？」

「うーん、そうだなあ」

　俺は頭の中に天空のアイの人物像を思い浮かべようとしたが、できなかった。言われて初めて気づいたことだが、俺は天空のアイのことは、ほとんど何も知らなかったのだ。

　初めての相手とメールのやり取りをするときには互いに自己紹介することもあるが、天空のアイとは、そういうことはなかった。今回のメールにも「なんでも訊きたがるアイちゃん」と書かれているが、まったくそのとおりで、天空のアイは、他人のことは根掘り葉掘り訊きたがるくせに、自分のことはほとんど何も言わない子だったのだ。

　俺は首を横に振った。

「ダメだな。わかんねえ。俺だって、天空のアイのことを、それほどよく知ってるわけじゃねえんだよ」

「そう……」

　吉野の声は、半分ため息だった。

「じゃ、お手上げね」

「あの……」

　部室の隅の方から控えめな声が上がった。一年生の武たけ田だだ。

「自殺とはかぎらないんじゃないんですか？」

　吉野が問い返す。

「っていうと？」

「その……たとえば、受じゆ験けん勉強で忙しくなったから、当分、メール遊びをやめるとか……」

「でもさ……」

　別の方向から反論が返ってきた。一年生の酒さか井い。

「それだったら『当分お休みします』とか書くんじゃない？　『最後かもしれない』なんて書き方はしないんじゃないの？」

　あちこちから声が上がり始めた。

「確かに、『かもしれない』は変よねえ。自分のことなのに」

「もしかしたらさ、これから難しい手術を受けるのかもしんねえぞ。もしかしたら死んじゃうかもしれないってことで……」

「それはないと思うなあ。手術ってなあ、死ぬためにするもんじゃねえ。生きるためにするもんだよ。これから手術する患者だったら、生きる希望を持ってるもんじゃねえのかなあ」

「じゃ、さ、オヤジがリストラくらって家が貧乏になったもんだから、メールができなくなるとか……」

「げげっ。それって深刻」

「あのさ、天てん空くうのアイって、ほんとにいる人間なの？」

「どういうこと？　誰だれかのイタズラだってこと？」

「そこまで言わなくてもさあ、たとえばバーチャルアイドルみたいな……」

　バーチャルアイドルというのは、実在しない人物をでっちあげてアイドルにすることだ。ネット上には、有名なバーチャルアイドルが何人もいる。ただし、そういうのは、実在しないことをみんなが承知の上で楽しむ一種の遊びなのだが、なにしろメールというのは互いに姿が見えないから、誰かが個人的に作ったバーチャルアイドルが実在の人物の振りをしてネット上を歩き回っていても不ふ思し議ぎはない。

「その可能性は、あるよな」

「自分のことをちゃん付けで呼んでるあたり、怪しいっちゃ怪しいわよねえ」

「でもさ、天空のアイって、ずっと前からメールが来てるんじゃないの？　イタズラって、そんなに長く続くもんなの？」

「ずっと前からつて、どれくらい前からなんですかあ？」

　千ち葉ばと吉よし野のが顔を見合わせた。

「確か、あたしたちが入学して部にはいったときには……」

「もう、天空のアイは談話室の常連だったよねえ」

　ふたりの視線が、この中で唯一の三年生である土ど居いさんに向けられた。

　土居さんは顔をぶんぶん横に振る。

「俺おれに訊きいたってダメだぞ。俺は、談話室なんて、ほとんど見てねえからな」

　ふと、俺の頭に浮かんだことがあった。

「あのさ……」

　全員の視線が俺に向けられる。

「古いメールを調べてみたら、どうかな？」

　吉野が眉まゆをひそめる。

「古いメール？」

「そう。天空のアイが、いちばん最初に談話室に来たときだったら、自己紹介なんかしてるんじゃねえかと思うんだ。どういう人物かってことがわかったら、ほんとに自殺しそうなのかってことも、わかるんじゃねえかなあ」

　再び、千ち葉ばと吉よし野のが顔を見合わせる。

「どうする？」

「やってみる？」

「大変よ。それって、きっと」

　土ど居いさんの声がかかった。

「どうせやるなら、徹てつ底てい的てきにやってみちゃどうだ？　今までに天てん空くうのアイから来たメールを全部読み返して、ちょっとでも手がかりになりそうなことを全部洗い出すんだ」

　吉野が言い返す。

「全部なんていったら、きっとすっごい数になるわよ」

「みんなで手分けしてやるのさ。どう思う？　部長さん」

「そうね」

　吉よし田だが頬ほお杖づえをつく。

「あたしね、この問題をこのまま放っておいたら、あたし、今夜、眠れなくなるんじゃないかって思うの」

　土居さんが頷うなずく。俺おれも頷く。

　吉田が立ち上がった。

「いいよね？　みんな？」

　異い論ろんは出なかった。吉田が指示を飛ばす。

「みんな、今やってることは今すぐ中断。千葉さん、吉野さん、作業を始めて」

「わかった」

　千葉がコンピュータに向き直る。

「それ用のフォルダを作って、天空のアイからのメールをどんどん放り込んでいくわね。フォルダは……場所は浅い方がいいよね……このコンピュータのＣのａｉ。日時が新しいのから始めていくね」

　吉野が言う。

「交通整理はあたしがやるわ。みんな、準備ができたら言ってちょうだい。どのメールを読んでもらうかを言うから」

　部室にある七台のコンピュータはＬＡＮシステムでつながっているので、どのコンピュータからでも、千葉たちのコンピュータにあるメールを読むことができる。あわただしい作業が始まった。千葉の指がキーボードの上を舞う。あちこちから声がかかり始めた。

「準備オーケー」

「こっちもいいわよ」

　吉よし野のが指示を飛ばす。

「わかった。じゃ、田た中なか君は、今月の一一以後の分。園その田ださんは、今月の一日から一〇日までの分をお願い」

「こっちもいいぞ」

　俺おれは吉野たちの背後からそっと離はなれた。隣となりのコンピュータに移って、山やま根ねと田中の肩越しに画面を覗のぞき込む。天てん空くうのアイのことを知るための手がかりを求めて。




　調べてわかったのだが、天空のアイは、二年ほど前からの常連だった。メールの数は四〇〇通を超え、調査は夜遅くまで続いた。俺たちは、「早く帰れ」と言いにきたガードマンに事情を説明して拝み倒し、部費で買ったコンビニのオニギリをかじりながら、ひたすら読み続けた。が、その成果は、俺に関して言えば、ゼロだった。

「それって、なんですかあ？」

「どうして、そうなるんですかあ？」

「すっごいですねえ。でも、なんで……？」

　天空のアイからのメールは、すべて、そういう調子だった。天空のアイは、訊ききたがるばかりで、自分のことはまったく言ってなかった。

「これで終わりよ」

　疲れきった声で吉野がそう宣言したときには、時刻は夜の九時を回っていた。

「ふえええ」

　千ち葉ばが左手で自分の右腕を揉もみながら、イスの背もたれに寄りかかる。この女は、その席を誰だれにも譲ゆずらず、メールの検索とチェックと転送をひとりで続けたのだ。背後から松まつ島しまが寄り添って、トントンと肩を叩たたく。

　吉よし田だが立ち上がった。

「何か、手がかりを見つけた人、手を上げて」

　手は、二箇所でしか上がらなかった。

「そう……」

　吉田の声には、疲労がにじんでいた。吉田が自分の手を上げなかったことから見て、吉田自身、全部空振りだったのだろう。

「じゃ……」

　吉田が指示を出す。

「鈴すず木き君、どんな内容なの？」

　二年生の鈴木が自分のコンピュータに向き直る。

「わりと短いメールだから、全部読むよ。いい？

　セーラーセレスさんへ。

　お誕たん生じよう日び、おっめでとうございま───す。

　一六歳になると、車の運転免許が取れるそうですね。女の子の場合、結婚だってできるって開いてます。やったね！　ただし、相手がいればの話だけど。

　アイちゃんは、まだダメです。まだ、生まれてから一五年しか経たってませんから。アイちゃん、悲しい───。

　きっと、セーラーセレスさんは、幸せいっぱいなんでしょうね。

　プレゼントは、何をもらったんですか？　アクセサリー？　花？　それとも、彼からの熱いキス？

　ぜひ、教えてください。

　じゃあね。

　天てん空くうのアイ。

　以上だよ」

「いつ来たメールなの？」

「今年の二月一二日」

　パチン。

　土ど居いさんが指を鳴らした。

「やったね。手がかりがひとつ。天空のアイは、四カ月ちょっと前、今年の二月一二日には一五歳だった」

「書いてあることが、ほんとならね」

「疑うたぐり深い女だなあ」

「だから、デバッグが得意なのよ。じゃ、今いま中なかさん」

　吉よし田だの隣となりのコンピュータの前に座った一年生が答える。

「はい。えっと、全部読みますね。

　薔ば薇らの棘とげさんへ。

　石いし川かわ町ちよう駅って、日本一女子校生の多い駅なんですか？　アイちゃん、ちっとも知りませんでした。毎日、決まった時刻に通っているっていうのに。

　もしかしたら、アイちゃんと薔薇の棘さんって、いっつも、石川町駅ですれ違っているのかもしれませんね。お互いに、相手のことに気づきもしないで。

　メールって、相手の姿が見えないところが悲しいですよね。別な見方をしたら、そこがいいところなのかもしれませんが。

　もし、よければ、薔薇の棘さんのことを、もっともっと教えてください。そしたら、石川町駅を通るときに、どの人が薔薇の棘さんなのか、わかるかもしれません。

　薔薇の棘さんのメール、待ってまあす。

　天空のアイ」

「石いし川かわ町ちよう駅？」

　吉よし田だが眉まゆをひそめる。

「どこなの？　それ？」

　今いま中なかが、答えにならない答えを言う。

「あの、あたし、知りませんけど……」

　すかさず、隣となりのコンピュータで藤ふじ島しまが鉄道経路検索ソフトを立ち上げる。

「ちょっと待ってろよなあ。今すぐ調べるから」

　画面にウィンドウが開いて鉄道地図が表示された。藤島が「いしかわちょう」と打ち込んでから漢字に変換し、リターンキーを押す。

　結果は瞬しゆん間かん的てきに出た。

「見つけたぜ。えっと、これは、ＪＲの根ね岸ぎし線せんだな。横よこ浜はまから南に行って……ひとつ、ふたつ、みっつ目だ」

「横浜駅の南ね？」

　千ち葉ばは地図のソフトを開いている。

「ええっと、ここが横浜駅だから、この辺かな」

　位置を絞り込みながら縮しゆく尺しやくを変えていく。五〇万分の一から二五万分の一へ。二五万分の一から七万分の一へ。

「わあっ！」

　吉よし野のが驚きよう嘆たんの声を上げた。

「なんなの、これ？　学校を表す『文』マークが重なり合って並んでるよ」

「決まりだな」

　土ど居いさんが断定した。

「天てん空くうのアイは、石川町駅の近くの高校に通う、一年生か二年生だ」

　吉田が賛成する。

「そうみたいね。さて……で……どうしようか」

　部室の中が静かになった。

　天空のアイのことは、ある程度わかった。が、それじゃ、どうすればいいのか？　難しすぎる問題が、俺おれたちの前に横たわっていた。ハードディスクの音だけが聞こえる。カチャカチャカチャカチャ。

　沈ちん黙もくを破ったのは唯一の三年生、土居さんだった。

「どうする？」

　土居さんの目は吉田に向けられている。吉田が見つめ返す。

「あたしに訊きくの？」

「おまえが部長だ」

「そんなこと言ったって…………」

　吉よし田だが視線を落とす。

「今から石いし川かわ町ちようの学校に行ったって……どうしようもないよねえ」

「行ったって、ガードマンしかいねえだろうな、この時間じゃ」

「はあ…………。どうしようか？」

「できることをするしかねえだろうな」

「そうね」

　吉田が視線を上げた。

「そうよね。できることをするしか、ないよね」

　吉田の視線が千ち葉ばたちの方に向けられた。

「千葉さん、吉よし野のさん、天てん空くうのアイ宛あてのメールを作ってくれない？」

　千葉が訊きき返す。

「なんて書くの？」

「文面は任せる。天空のアイのことを一番よく知ってるのは、あんたたちだから。とにかく、自殺をやめさせるのよ」

「わかった」

　千葉がキーボードに向き直った。地図のソフトを閉じ、マウスを移動させて『メールの作成』をクリック。千葉の指がキーボードの上を舞う。




『天空のアイさんへ




　メール、みんなで読みました。みんな、とても心配しています。

　メールには、なぜ談話室に来れなくなるのか、その理由が書いてありませんね。

　勉強に専念するのでしょうか？　だったら、がんばってくださいね。

　難しい手術を受けるのでしょうか？　だったら、きっと成功すると信じています。

　でも、でも、ひとつだけ、とても悪い想像をしてしまうのです。

　もしかして、天空のアイさんは自殺するつもりではないのだろうか？

　そんなことを考えてしまうのです。

　たぶん、それは見当はずれな妄想だと思います。そんなことはないと信じています。

　でも、それが気になってしかたがないのです。




　天空のアイさん

　もし、自殺しようとしているのなら、

　＝＝＝＝＝それだけは、絶対にやめてください。＝＝＝＝＝




　自殺なんて、最低です。もっといい方法があるはずです。




　天てん空くうのアイさん

　あなたが何に悩んでいるのか、わたしたちは知りません。

　たぶん、あなたは、ひとりで悩み、苦しんでいるのだと思います。

　ですから、話してもらえないでしょうか。あなたが何に苦しんでいるのか。

　できれば、メールではなく、直接会って。

　わたしたちは、どこにでも行きます。なんでもします。




　わたしたちに何ができるか、わたしたちにはわかりません。

　あなたのことをほとんど何も知らないのですから。

　でも、話しをすれば、きっと何かが見えてくると思います。




　自殺は、いつでもできます。

　でも、自殺してしまったら、わたしたちは会えなくなってしまいます。

　自殺する前に、一度でいいから……………………』




　長いメールになりそうだ。千ち葉ばは、心に浮かぶことを全部書くつもりだろう。

　土ど居いさんと吉よし田だの議ぎ論ろんが聞こえてくる。

「そうがっかりするな。天空のアイが自殺するとは、限らないさ」

「そうよね。もしかしたら、これは全部、誰だれかのイタズラなのかもしれないのよね」

「その可能性は、おおいに、ある」

「あたしたちは、そいつに踊らされてるのかもしれない」

「もし、そうだったら、ぶっとばしてやんなきゃな」

「あたしも、最初は、そう思ったのよ。でもね、今じゃ……」

「今は……違うのか？」

「今はね、もし『これは俺おれのやったイタズラだ』って名乗り出るやつがいたら、そいつを表彰してやってもいいって気分よ」

　俺も同感だ。これが単なるイタズラであってくれたら、どれほど嬉うれしいか。

　千葉が打ち続けるキーボードの音がカタカタと部室に響ひびく。




『天空のアイさん

　人生って、後悔ばかりですよね。

　もし、あのときに、ああしていたら。

　もし、あのときに、こうしていたら。

　振り返ってみれば、わたしたちの人生って、バカなことばかりやってきた愚か者の記録です。

　でも、それがバカなことだというのは、今だからこそ、わかることなんです。

　そのときには、それがいちばんいいやり方だと、思い込んでいたんです。

　あとになってみれば、そんなのは間違いだったということが、はっきりわかるんです。

　だから、後悔するんです。いえ、後悔できるんです。

　後悔できるって、たぶん、すばらしいことなんです。

　後悔するってことは、それだけ自分が進歩したってことなんだと思います。

　でも、もし、死んでしまったら、後悔することすらできなくなってしまいます。

　そんなのって、悲しいですよね。




　天てん空くうのアイさんみんな、ここにいます。

　スピカも、十六夜いざよいも、末すえ摘つむ花はなも、ブラックナイトも、

　さすらいのゲーマーも、夕ゆう顔がおも、あっくんも、ミスターＫも、

　キャロットも、ポエムも、マンドラゴラの花も、チェシャーキャットも。

　みんな、あなたの友達です。

　みんな、あなたのことを心配しています。

　みんな、あなたに会いたいと思っています。

　みんな、あなたが何に苦しんでいるのかを聞いて、いっしょに苦しみたいと考えています。

　あなたがいなくなっちゃうなんて、悲しすぎます。




　天空のアイさん

　あなたには、たくさんの友達がいることを思い出してください。

　友達を悲しませないでください。




　お願いします』




　千ち葉ばの指が止まった。吉よし田だが尋ねる。

「できた？」

　千葉が顔を上げる。

「あとは署名だけなんだけど……」

「ＩＴ研究部一同でいいんじゃないの？」

「それだと……なんとなく、心がこもってないみたいな気がして……」

「個人名の方がいいかな？」

「そう思うのよね」

「じゃ、あんたの名前で……」

「ううん」

　千ち葉ばが首を振った。

「それでもいいんだけど、ほら、天てん空くうのアイって、女の子でしょ、男の子の名前の方がいいんじゃないかって……」

「そういうことなら……」

　吉よし田だの視線が俺おれに向けられた。

「黒くろ崎さき君……かな？」

　吉よし野のが賛成する。

「そうよね。いちばんしょっちゅうメールをもらってたから」

　千葉が俺に同意を求める。

「いい？」

　俺はコクンと頷うなずいた。

「いいよ」

　千葉の指が舞って、メールの最後に俺のペンネームが書き込まれる。『ブラックナイト』と。
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『天てん空くうのアイさんへ




　お見舞いのことば、ありがとうございます。




　でも、今日のメールって、なんだか、変ですよね。このホームページを主催しているＩＴ研究部の人たちも、そう感じたみたいですね。

　天空のアイさん、もし、あなたが自殺するつもりだということなら、きっと、それなりの事情があるんだと思います。

　それがどんな事情なのかは、僕にはわかりません。でも、これだけは、はっきり言えます。それは、あなたにとって、人生の上に置かれた試練なのだと。

　あなたは、自殺することによってその試練から逃れてはいけません。あなたは、その試練を乗り越えなければいけないのです。

　僕の場合、人生の試練は病気という形で現れました。僕は、それを乗り越えることができました。自慢するわけじゃありません。病気という試練は向こうから勝手にやってきたものだし、克服させてくれたのはお医者さんたちです。僕は、ただ、ベッドに寝っ転がって「痛い」とか「苦しい」とか言ってただけです。

　僕にとって、人生の試練が、これ一回だけだとは思えません。これからも、たぶん、何回も試練があるのでしょう。それは失しつ恋れんかもしれません。競争からの落伍なのかもしれません。でも、それがなんであれ、僕は、それを、全部乗り越えて生きていくつもりです。

　だから、天てん空くうのアイさん。あなたも、その試練を乗り越えてください。

　きっと、あなたには、それができると信じています。





安やす川かわ麻ま呂ろ』






『天空のアイさんへ




　わっはっは。よくわかったね、わたしが大おお阪さかの生まれだということが。

　今住んでいるのは兵ひよう庫ご県だけどね。




　たまには、ちょっと、まじめなことを言わしてもらう。そやから、今回だけは標準語ではなく、俺おれの普ふ段だんのことばで言わしてもらう。言うとくけど、こんなこと、初めてなんや。なんか、俺の普段のことばでないと、気持ちが伝わらんような気がしてな。




　あんた、ひょっとして、変なこと考えてるのと違うか？

　そんなこと、やめとき。

　そんなん、絶対、損やで。




　生きてるからこそ、楽しいことがあるんや。

　生きてるからこそ、苦しいことがあるんや。

　生きてるからこそ、嬉うれしいことがあるんや。

　生きてるからこそ、悲しいことがあるんや。




　楽しいというのも、苦しいというのも、みんな、生きてるからこそ、あることなんや。

　死んでしもたら、それが、みんな、なくなってしまうんやで。

　そんなこと、やめとき。




　ごめんな。今回は、オチなしや。




　天空のアイさん

　また、メールをください。

　待ってます。





ウルトラザウルス』






『天てん空くうのアイちゃんへ




　あんた、バッカじゃないの？

　自由に生きたきゃ、自由に生きりゃいいじゃないの。

　あたしがうらやましいなんて書いてあるわね。やっぱり、あんた、バカでしょ。頭の中に脳みその代わりにタルタルソースが詰まってんじゃないの？

　あんた、こないだ、一五歳だって言ってたよね。確か、二月頃ごろだったよね。あの頃は、あたしも一五歳だった。読みながら、「あ、天空のアイちゃんって、あたしと同じだ」って思ったから、よーく覚えてるの。あたしは、今は一六歳だけどね。考えてごらんなさいよ、一五歳や一六歳の女の子に、どれほどの自由があると思ってんの？　そんなの、これっぽっちもありゃしないのよ。あたしが自由に生きてるなんて、勘違いもいいところよ。

　あたしだってね、毎日、ダサい制服を着て、つまんない学校に行って、くだらない授業をあくびしながら受けてんのよ。だいたい、なんでみんなおんなじ服を着なきゃいけないの？　あたしは、あれが気に入らないのよ。男がズボンで女がスカートだなんて、誰だれが決めたの？

　そりゃあさ、学校にいい男でもいりゃあ、女らしい服装で学校行ったっていいわよ。だけどさ、学校の男子なんて、カスばっかじゃない。頭の中に脳みそはほんのちょびっとしかはいってないくせに、その脳みそで考えてることといったら、エッチのことばっかり。いい？　あいつらはね、一日二四時間から、睡眠時間の八時間を引いて、食事にかける一時間を引いた、残りの一五時間は、エッチのことを考えてんのよ。

　男なんかに幻想を持っちゃダメよ。「あんたの彼はどんな人？」って訊きいたら、みんな言うのよ、「優やさしい人」って。そりゃあ、優しいのよ。男はみんな女には優しいの。エッチしたいから。




　アイちゃん。

　もし、あんたが、失しつ恋れんしたから死にたいって思ってるんだったら、やめなさい。そんなのって、最高に、もうこの上は丸ビルの屋上しかないってくらい、バカげてるわよ。

　それとも、アイちゃんの悩みって、他ほかのことかもしれないわね。将来のこと？　体のこと？　家族のこと？　勉強のこと？　（まさかね）




　あんたの悩みを、あたしに聞かせてちょうだい。明日、会いましょ。アイちゃんって、毎日石いし川かわ町ちよう駅を通るんだよね？　明日の朝、石川町駅の前に（出口がふたつあるけど、中華街の方じゃなくて、元もと町まちの方ね）学校の制服を着て赤いマフラーをしてる女がいるから、それがあたしよ。こんな季節にマフラーなんかしてるバカは他ほかにいないだろうから、それならすぐにわかるよね。あたしの方からアイちゃんを見分けることはできないから、アイちゃんの方からあたしに声をかけてちょうだい。




　明日、会いましょ。

　いい？　その前に死んだりしちゃ、絶対にダメよ。別に死んでもいいんだけど、一度あたしと会って、話をしてからにしてちょうだい。話によっちゃ、首を絞めたげるから。

　お願いね。

　じゃ、明日ね。





薔ば薇らの棘とげ』






　朝、目を覚ますと、家の中には俺おれしかいなかった。いつものことだ。

　キッチンのテーブルの上には朝食が用意されていた。昨日の夜に俺が食べなかった夕食そのまんまだ。母からの伝言は、今日は、なし。

　最近、母は駅の立ち食いソバでアルバイトを始めた。近くの駅じゃ恥ずかしいからって、わざわざ遠い駅で。朝の忙しい時間帯だけの仕事だ。どうも、父がリストラに遭あう日に備えてのことらしい。

　父は、勤めていた工場が閉へい鎖さになったのだが、片道二時間以上かかる地方工場への転勤を希望したので、今のところ仕事を失わずにいる。だが、その地方工場も危ないらしい。

　そんなわけで、毎朝、俺が眠っているうちに、ふたりともいなくなる。兄弟はいない。

　昨日の夜、俺が家に帰ったのは、十時過ぎだった。父は、まだ帰ってきてなかった。

　母は夕食を食べろと言ったのだが、部室でメールを読みながらコンビニオニギリを五個も食べたので、食べる気にならなかった。その夕食が、今、テーブルの上に載っている。冷えたトンカツが、いかにもまずそうだ。

　昨日、吉よし田だは「今夜は眠れそうにない」と言っていたが、俺に関しては、そういうことはなかった。ぐっすり眠ったし、いつもの時刻に目が覚めた。もちろん、目覚まし時計の助けを借りてだが。

　目が覚めた瞬しゆん間かんに、天てん空くうのアイのことを思い出してしまった。天空のアイは、まだ、生きているのだろうか？

　うちにはコンピュータはない。ホームページを見るには学校に行かなければならない。はたして、天空のアイから返信は来ているのだろうか？　あのメールで、天空のアイに思いとどまらせることができたのだろうか？　いや、それ以前の問題として、天空のアイはあのメールを読んだのだろうか？　天てん空くうのアイは、まだ生きているのだろうか？

「よし！」

　俺おれはパンと手を叩たたいて自分に気合を入れた。家にいたって気になるだけなんだから、さっさと学校に行った方がいい。急げば、授業が始まる前に部室に行ってメールをチェックできるだろう。

　俺はトンカツとキャベツと二杯の飯を三分で片付け、七分で家から飛び出した。普ふ段だんは一七分かかる駅までの道を一一分で歩いた。




「やっ」

　俺が部室にはいったときには、すでに先客が四人いた。

　千ち葉ばと吉よし野の。このふたりは、いつものことだ。毎朝、授業開始の三〇分くらい前に来てメールをチェックしているらしい。こいつらは、たぶん、メールが楽しみで学校に来ているのだ。

　吉よし田だがいる。この女を部長にしたのは正解だった。とにかく、責任感が強い。強すぎるかもしれない。目が赤いところをみると、ほんとに昨夜は眠れなかったのかもしれない。

　藤ふじ島しまがいるのには、少しばかり驚おどろいた。俺とこいつは同じクラスなのだが、こいつはいつも俺といっしょに授業開始五秒前に教室に滑り込むのだ。

「どう？」

　俺が尋ねると、藤島が極めて簡かん潔けつに答えた。

「来てねえ」

　俺も簡潔に答えた。

「そうか」

　そんなところだろうと思っていたが、はっきり聞かされると、やっぱり、がっかりする。

　千葉が、もう少し会話らしい会話をしてくれた。

「天空のアイからのメールは来てないけど、天空のアイ宛あてのメールは来てるよ。読んでみる？」

「ん、ああ、そうだな」

　俺は隣となりのコンピュータの電源を入れた。コンピュータの前のイスに腰を下ろして、ウィンドウズが立ち上がるのを待つ。その数秒が、やけに長い。

「おっ、みんな、早いな」

　土ど居いさんが来た。その後ろに鈴すず木きもいる。

「どうだ？」

　土居さんが尋ねる。藤島がさっきと同じことを答える。

「来てないですよ」

「そうか」

　土ど居いさんも、俺おれと同じことを言った。俺と同じように肩を落とす。

　俺の前のコンピュータが立ち上がった。さっそく、メールを開く。

　天てん空くうのアイ宛あてのメールは三通。一通は安やす川かわ麻ま呂ろ、一通はウルトラザウルス、一通は薔ば薇らの棘とげ。みんな、談話室の常連で、昨日きのうの天空のアイのメールに名前が出てきた人たちだ。

「なんだ？　これは？」

　土居さんが俺の肩越しに画面を覗のぞき込んできた。

「新しいメールですよ。天空のアイ宛ての」

「ふうん」

　三通のメールは三者三様。それぞれの個性あることばで綴つづられているが、内容は似たようなものだ。みんな、天空のアイのメールを遺い書しょだと感じたらしい。

　部員が次々にやってきて、部室の中が騒さわがしくなってきた。やっぱり、みんな天空のアイのことが気になるようだ。みんな同じ質問をして同じ答えを聞き、同じように落胆する。

　俺は、コンピュータの前の席を新しく来たやつらに譲ゆずって立ち上がった。

　天空のアイは、ほんとに自殺しょうとしているのだろうか？

　もしかすると、もう、死んでしまったのだろうか？

　天空のアイというのは、どういう女の子なのだろうか？

　考えてみるのだが、結局のところ、さっぱりわからない。

　授業開始五分前のチャイムが鳴った。そろそろコンピュータの電源を切って部室を閉めなければならない。

「おっはようございま───す」

　松まつ島しまの声が聞こえた。場違いなほど明るい声に、部室の雰囲気が少しだけ変わったような気がした。

「どうでっしたあ？」

　吉よし田だが答える声が聞こえる。

「メールは来てないわ」

「ふう───ん」

　首を傾かしげる松島の顔が目に見えるようだ。

「で、どうするんですかあ？」

（え？）

　松島の単純明快な質問が、俺の耳からはいってきて、心のどこかにひっかかった。

　どうするったって、俺に何ができるだろう？

　俺は、いつものように教室に行って、いつものように授業を受けて、放課後になったら部室に来て、いつものように部活…………が…………できるだろうか？

　できないような気がする。現に今も、いつもなら授業開始寸前に学校に来る俺が、今日は朝早く学校に来て、部室にいる。

（そうだ）

　行動を起こしたやつがひとりいる。それは、薔ば薇らの棘とげというペンネームしかわからない女の子。

　俺おれは、目をつむって、頭の中にそのありさまを思い浮かべてみた。石いし川かわ町ちよう駅なんて見たことがないから、そこらへんの駅の風景で間に合わせる。電車が来て、乗客たちが改札口からドヤドヤと出てくる。女子高生がたくさん混じっている。同じような制服を着て、同じようなバッグを肩にかけて。その中のひとりが天てん空くうのアイ。ただし、どの子なのかはわからない。毎朝繰くり返されるいつもの光景。ただし、今け朝さは、ひとつだけ違っている。駅の前に、季節はずれのマフラーをした女の子がひとり、たたずんでいる。それが薔薇の棘。天空のアイが声をかけてくるのをひたすら待っている。

　俺にも、何かできるんじゃないだろうか？




　俺は、決心した。




「俺、行ってくるよ」

　俺は言った。

　いくつかの視線が俺に向けられた。

　ウィンドウズをシャットダウンしながら吉よし野のが尋ねる。

「どこに？」

「その駅に」

「石川町駅に？」

「そう。行って、天空のアイを捜してみるよ」

「学校はどうすんのよ？　エスケープ？」

「そういうことになるな」

「黒くろ崎さき」

　土ど居いさんが腕組みしながら言う。

「別に、おまえに責任があるわけじゃないんだぞ。そりゃま、確かに、天空のアイのメールの最初におまえの名前があったけど」

「でも、気になるじゃないですか。みんなだって、気になるから、こうして朝早く部室に来たんでしょ？　部室で心配してるくらいなら、行ってみますよ」

　土居さんが腕組みを解いた。

「そうか」

　土居さんがニヤリと笑った。ポケットに手を突っ込んで、バイクのキーを取り出す。

「使え」

　俺おれはありがたく受け取る。

「いいんですか？　帰りは遅くなると思いますよ」

「いいさ。たまにはバスで帰ろう」

　パン！

　俺の背中が叩たたかれた。振り向くと藤ふじ島しまの目が笑っていた。

「代だい返へんしてやろうか？」

　俺は一いつ瞬しゆんだけ迷った。

「いや、やめとこう。バレたら面倒なことになる。それより、急に腹が痛くなったから帰ったとでも言っといてくれ」

「わかった。変なものを食ったらしいって言っといてやるよ」

「黒くろ崎さき君」

　千ち葉ばが俺の前に一枚のメモを突き出す。

「何？」

「わたしの携帯の番号。何かあったら電話して」

「学校に持ってきてるのか？」

「授業中は電源を切ってるけどね」

「サンキュ」

　これも、ありがたく受け取る。

　ショルダーバッグは、邪じや魔まになるので置いていくことにした。

「じゃ、行ってくるね」

　俺は大またで歩きだす。

「先せん輩ぱい」

　部室を出ようとしたところで、松まつ島しまの声がかかった。

「先輩、道、わかるんですか？」

　正直言って、全然わからない。

「調べながら行くさ」

「はい！」

　松島が差し出したのは、授業で使う地図帳だった。

「はいって、おまえ、地図帳を持ってきてるってことは、今日、地理の授業があるんじゃねえのか？」

「あ、そんなの、いいんですよ」

　松島は手をヒラヒラと振る。

「どうせ、居眠りしてるだけですから」

　どうやら、この一年生は高校生活を甘く見ているようだ。きっと期末テストで痛い目に遭あうだろう。

　少し迷ったが、地図帳を受け取ることにした。たぶん、役に立つだろう。

「サンキュ」

「がんばってくださいね。絶対に、天てん空くうのアイを見つけてくださいね」

「ああ」

　俺おれは部室を出て、目立たない程度の早足で、廊下を歩き出した。




　正門も裏門も、人に……特に教師に……出会うとまずいので、避さけることにした。一階のトイレの窓から校舎を抜け出し、塀へいを乗り越える。通行人たちが変な顔をして俺を見るが、気にしないことにする。どうせ、不良少年が授業をエスケープしてきたのだと思っているのだろう。まあ、まんざら間違いでもない。

　駅の方に向かって歩き出したとき、授業開始のチャイムが聞こえてきた。




　土ど居いさんのバイクは、いつも駅前のパチンコ屋の駐ちゆう輪りん場じように停とめてある。パチンコ屋にとっちゃ迷惑なことだろうが、バイクでの通学は禁止されているので、やむを得ない。土居さんは、お詫わびの印に、ときどきパチンコをして負けてやっているらしい。本当にわざと負けているのか、勝つつもりなのに負けてしまうのかは、はっきりしないが。

　パチンコ屋の前には、まだ開店時間にはだいぶ間があるというのに、早くも長い列ができている。世の中には、暇な人間がいっぱいいるらしい。ただし、どの顔を見ても、裕福で暇を持て余しているようには見えない。どっちかっていうと、他ほかに行き場所がないからここにいるって感じだ。もしかすると、俺の父も、リストラをくらったら、この連中の仲間入りをするのかもしれない。

　土居さんのバイクはいつもの場所に停めてあった。

　松まつ島しまの地図帳を開く。さっそく役に立った。あの子には、あとで何か礼をしなければいけない。駅前のアイスクリーム屋がいいかもしれない。あの子がアイスクリームを食べる姿は、きっと、かなり、かわいらしいだろう。

　東京近郊のページを開く。四〇万分の一の縮しゆく尺しやくなので、あまり詳しいことはわからない。それでも、大きな道路は載っている。俺は現在位置から横よこ浜はままでのルートを探す。直線的に行く道はなさそうだ。小さな道路を使えば近道があるのかもしれないが、迷ったらヤバイ。

　北西から南東に向かって流れる多た摩ま川の南にＪＲ南なん武ぶ線が走っていて、それに沿って道路があるらしい。まず、多摩川をわたって、この道路で川かわ崎さきまで行く。川崎まで行ったら、ほぼ直角に右に曲がって南西に向かう。この辺は、鉄道も道路も、いくつも平行して走っている。そういえば、川崎から横浜までの道といえば、昔でいう東とう海かい道どうだ。今の国道一号線が昔の東海道なのだと聞いたことがある。国道一号線を捜して右折すればいいだろう。

　指をコンパス代わりにして距離を計る。現在位置から川かわ崎さきまで。川崎から横よこ浜はままで。合わせて、三五キロくらい。実際の道路はまっすぐじゃないから、道のりでは、もっとあるはずだ。五〇キロくらいあるかもしれない。

（よし、とりあえず、方針決定）

　土ど居いさんのバイクは、リアシートの後ろにヘルメットがふたつ、フックにつり下げられている。本格的なフルフェイスのヘルメットと、原チャリの女の子がよくかぶっているような、頭に乗せてひもを締しめる型のもの。フルフェイスのは土居さん用で、小さい方は、リアシートに乗せる女の子用なのだそうだ。ただし、小さい方はホコリをかぶっていて、使われた形跡がない。いつだったか、土居さんに「使ったこと、あるんですか？」と訊きいたら、「万一のための備えだ」と笑っていた。

　俺おれはフルフェイスのヘルメットをはずし、松まつ島しまの地図帳を、いつも土居さんがバッグをくくり付けるのに使っているひもで、くくり付けた。ヘルメットをかぶり、駐ちゆう輪りん場じようの出口までバイクを押していく。

　座席にまたがってエンジンをかける。

　フュエルゲージを確認。ありがたい、燃料は満タンに近い。

（よし、行くぞ）

　俺は自分自身に気合を入れて、バイクを垂直に立て、クラッチをつなぎながら左足を伸ばしてスタンドを蹴ける。バイクが走り出す。




　目的地に着いたときには一一時近くになっていた。

　途中、国道一号線にはいるあたりまでは道に迷うこともなく順調に来たのだが、横浜駅近くまで来たところで、完全に迷ってしまった。四〇万分の一の地図では、その辺が限界だった。交番で道を訊くという手もあるが、「学校はどうしたんだ？」と訊かれると面倒なことになる。俺はコンビニで地図を買う手を選んだ。おかげで、月末を控えて薄うすっぺらになっていた俺の財布は、完全にからっぽになってしまった。残金はポケットの中の小銭だけ。どうやら、今日の昼食はコンビニオニギリになりそうだ。帰りの燃料を残しておくように、フュエルゲージにも注意しなければいけない。地図というのは、案外高い。

　そのときに気づいたことなのだが、ＩＴ研究部のコンピュータには地図のソフトがはいっているのだから、出かける前にプリントアウトしてくればよかったのだ。

　後悔先に立たず。




　駅の前には、赤いマフラーをした女の子はいなかった。時刻からいって、当然のことだ。天てん空くうのアイと会ってふたりでどこかに行ったのか、それとも、会えずに諦あきらめたのか、どっちなのかは、わからない。どっちにせよ、俺おれは自分にできることをやるだけだ。

　俺は駅前にバイクを停とめて地図を開いた。石いし川かわ町ちようというのは横よこ浜はま港に近い場所だ。マリンタワー、人形の家、山やま下した公園、元もと町まち、横浜中華街。どこかで聞いたような名前が並んでいる。野球場もある。学校を示す「文」マークは、駅の北側にもいくつかあるが、南側にたくさん並んでいる。名前からみて、どれもこれも女子校のようだ。とりあえず、南側から探索していくことにした。

　駅の南側は小高い丘になっていて、道は急きゆう勾こう配ばいの上り坂になっている。登りきったところでバイクを停めて振り返ると、港の眺望が開けていた。立ち並ぶ建築群。その中にそそり立つマリンタワー。人工的な風景だが、これはこれで壮観だ。地図によると、この丘の東の端、海に臨のぞむ場所を「港の見える丘公園」というらしい。ベタべタなネーミングだが、きっと風景はいいのだろう。

　ふと、この次にここに来るときには、後ろに誰だれかを乗っけてきたいものだと思った。

　誰がいいだろう？　吉よし野のは、ビューティフルやプリティよりキュートっていうのが似合うタイプだ。ただし、おとなの男に憧あこがれてるみたいなところがあって、同年代の男は物足りなく見えるらしく、あんまり相手にしてくれない。千ち葉ばはメガネが似合う知的な美人だ。メガネをはずしても、知的な美人だ。が、残念ながら、彼氏がいるらしい。本人は「キスしたことが一回あるだけ」と言っているが、もちろん、ほんとのことはわからない。吉よし田だじゃ、後輪が重くなりそうだ。あの胸が俺の背中に押し当てられるというのは、かなり惹ひかれるが。松まつ島しまは、かわいらしくていい。ただし、運動神経は鈍にぶそうだから、うっかりすると後部座席から落っこちるかもしれない。

　なんにせよ、その前に、もう少しバイクの腕を上げなければいけない。今の俺の運転技術じゃ、危なくて女の子なんか乗せられない。

　俺は頭をぶるんと振って妄想を追い払った。今は遊びにきてるんじゃない。

　丘の稜りよう線せんに沿って道路が一本走っていて、学校はその道路の両側に並んでいるらしい。俺は手近な所から当たっていくことにした。




　一校目。校舎の造りは、いかにもお嬢じよう様さま学校という雰囲気。中学と高校が併設になっている。門の向こうに守しゆ衛えいがいる。たぶん、俺みたいな男は、何を言っても通してくれないだろう。俺は正門の前をバイクで通り過ぎながら作戦を練った。

　脇わき道みちにはいってバイクを停め、正門まで歩いてもどっていく。歩きながら、学校を観察する。正門からはいっていくと、正面に校舎の入り口。その脇に守衛室。右手に大きな建物がある。たぶん、体育館だろう。その向こうは道路になっている。ただし、この位置からは死角になっていて見えない。よし、あれを使おう。

　俺は正門の手前まで行って、守衛を手招きした。

「あのう、ちょっと」

　守しゆ衛えいが俺おれに目を向けた。俺は声を潜ひそめながら、手招きを続ける。

「あのう、すいません」

　守衛が守衛室から出てきた。かなり年配のようだ。髪が真っ白だ。

「なんだ？」

　俺につられて、守衛も声を潜める。

「あのう、余計なことかもしれませんけど……」

　俺は体育館を指差す。

「あれって、この学校の体育館ですよねえ？」

　守衛がそっちに目を向ける。

「そうだけど？」

「変なやつがいますよ」

「変なやつ？」

「ええ。あの前の道路を、ビデオカメラを持ってウロウロしてるんですよ」

「どんなやつだ？　怪しいやつか？」

「んーっと、黒いレインコートみたいなのを着て、でっかいショルダーバッグを肩にかけてます。レインコートの下に隠すみたいにしてカメラを持ってて、カメラには望遠レンズが付いてます。それって、めっちゃ怪しいですよね？」

「くそ！」

　守衛が毒づいた。

「いっちょう、注意してくるか」

　ポンと俺の肩を叩たたいて「ありがとう」と言ってから小走りで駆け出した。年ねん齢れい相応の鈍どん足そくで。意外に簡単に信じたところをみると、ほんとにそういう怪しいやつがときどき来るのかもしれない。

　俺はスルリと門の中にはいった。

（ごめんな、じっちゃん。ほんとに怪しいやつは、体育館の傍そばじゃなくて、正門にいたんだよ）




　校舎の入り口からはいると、廊下には誰だれもいなかった。授業中なんだから当然だ。男子禁制の女子校の中にいるというだけでなんとなくハイな気分になるのは、不ふ謹きん慎しんだろうか？

　俺は足音を忍ばせながら廊下を早足で歩いた。目指すのは校長室だ。

　学校の中枢部は、わりと入り口に近い場所に配置されていた。事務課、経理課、トイレと給湯室をはさんで、職しよく員いん室しつ、そして、校長室。

　校長室に近づくにつれて、何か言い争う声が漏れ聞こえてきた。一方は、低い男の声。ただし、それはたまにしか聞こえてこない。主に聞こえてくるのは、もう一方の声。それは、甲高い女の声だ。しゃべり始めると止まらないという感じで、ガンガンガンガンしゃべりまくっている。ＰＴＡか何かが文句を言いにきているのだろうか？　それにしては、女の声が若いようだが。

　トントン。

　俺おれはドアを軽くノックした。そのまましばらく待つ。

　応答なし。

　漏れ聞こえてくる議ぎ論ろんは、俺のノックなんかまったく聞こえなかったかのように続いている。

　トントン。

　俺は少し強めにノックした。

　状況に変化なし。若い女がしゃべりまくっている。

　ドンドン。

　俺は目め一いっ杯ぱい力を入れてノックした。

　応答なし。

　俺はドアノブに手をかけて引いてみた。鍵かぎはかかっていなかった。

　部屋の中にいたのは、ふたりの人物。

　ひとりは机の向こうに座っている初老の男。年ねん齢れいによる白のメッシュがはいった髪。顔の下半分が歪ゆがんで見える遠近両用メガネ。どこからどう見ても「校長先生」ってタイプだ。

　もうひとりは、それと机を挟んで向かい合って立つ少女。体つきは中学生みたいだが、服装は高校生みたいだ。顔は、ここからは見えない。

「あのう、すいません」

　俺は声をかけた。

「ん？」

　校長の目が俺に向けられた。

　少女が無言で振り返った。小さな顔の中で、目だけがやけにでかい。その目をギョロリと剥むいて俺を睨にらみつける。ちょっと、ひるんだ。

　俺は気を取り直してことばを接つぐ。

「あの、すいません、特別に急ぐ用があるんです。人の命がかかっている……かもしれないんです」

　校長と少女が目を見合わせた。少女が軽く頷うなずく。校長が俺に目を向け、右の手のひらを上にして「どうぞ」というような手振りをした。俺は机に歩み寄って話を始めた。

「あの……、僕らがインターネットに開いているホームページによくメールを送ってくる女の子に、天てん空くうのアイという…………」

　俺は、かなりつっかえながら説明した。天空のアイのこと。遺い書しよかもしれないメールのこと。天空のアイのメールを全部調べたこと。石いし川かわ町ちよう駅の近くの高校に通う一年生か二年生だと思われること。

「そうか」

　身を乗り出して俺おれの話を聞いていた校長は、話が終わると、イスに深くかけ直し、ため息をひとつついた。その目が俺に向けられる。

「君で、ふたり目だ」

「え？」

　隣となりの少女に目を向けると、少女は勝ち誇ったような笑みを浮かべていた。

「じゃ、この子は……？」

「そちらのお嬢じようさんは、うちの生徒じゃない。君と同じように、今け朝さ、突然この部屋に飛び込んできて、君と同じ話をして、今日欠席している生徒の名めい簿ぼを寄こせと、わたしを脅しているのだよ」

　パン！

　少女が机をひっぱたいた。

「さあ、これでわかったでしょ？　あたしの話が嘘うそじゃないってことが」

　校長が力なく言い返す。

「君たちふたりが共きよう謀ぼうして口裏を合わせているのでなければね」

「バカなこと言わないでよ。こんなやつ、たった今まで、会ったことなんて一回もないわよ。だ、か、ら、信用して名簿を出してちょうだい。いい？　考えてみてよ。今、こうしてる間にも、天てん空くうのアイは死んじゃうかもしれないのよ。ビルの屋上から飛び降りようとして階段を登ってるところかもしれない。電車に飛び込もうとして線路の柵さくを乗り越えてるところかもしれない。海に飛び込もうとして東とう尋じん坊ぼうの崖がけっぷちに向かって歩いてるところかもしれない」

「しかしだね……」

「生徒のプライバシーは、だいじょうぶ。ぜえったいに秘密は守るわ。名簿は他ほかの誰だれにも渡さないし見せもしない。そんな名簿が学校から出たってこと自体、絶対に誰にも言わない。だから、だいじょうぶ。この学校かよ。マイクの前でなんて言うつもりなの？　ああ、そうね、わかるわかる。きっと、真っ暗な顔をして、こう言うのよね。『まじめで優やさしい子でした。あの子が死んだなんて、いまだに信じられません』って。ほんとは、顔も憶おぼえてないくせに」

「そんな……」

「インタビュアーがきっと訊きくわよ。『イジメがあったんじゃないんですか？』って。なんて答えるの？　『なかったと思います』って言うの？　それとも『そんなことは断じてありません』って強く否定するの？　でもね、なんて答えたっておんなじなのよ。だって、テレビを見てる人は、そんなの全然信用しないんだから。みんな、テレビを見ながらこう言うのよ。『あんなこと言ってるけど、きっとイジメがあったのよ。そうよ。そうに違いないわ。あの学校って、環かん境きようが悪いんじゃないの？』って。それから、こんなことも……」

「ああ、わかったわかった」

　校長がのっそりと立ち上がった。

「名前と住所と電話番号だね？」

「そうよ。そうそう。だから、ササッと走っていって、チャチャッと調べて……」

「ああ、ああ。わかったわかった」

　校長は逃げるようにして部屋を出ていった。

　パタンとドアが閉まって、束つかの間まの静寂が部屋に下りた。

「ところで……」

　少女のでっかい目が俺おれに向けられた。

「あんた、誰だれ？」

　俺は、反射的に本名を答えそうになったが、思い直した。たぶん、この少女には、もうひとつの名前を言った方がわかりやすいだろう。

「ブラックナイトだ」

　俺がそう名乗ると、少女はニヤリと笑って、俺が予想したとおりの名前を名乗った。

「あたしは薔ば薇らの棘とげ。よろしくね」

　薔薇の棘は無造作に右手を突き出した。握手する。なんだか男同士みたいだ。ただし、俺の手の中にすっぽり収まった薔薇の棘の手は、あきれるほど小さくて柔らかかった。
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「じゃ、今け朝さは、赤いマフラーをして駅前に立ったのか？」

　俺おれが尋ねると、薔ば薇らの棘とげは大きな目をもつと大きく見開いて話し始めた。

「そうよう。恥ずいったらありゃしないよねえ。こんな季節にマフラーなんかして立ってるなんて。駅から出てくるやつらも、駅に行くやつらも、みんな、ジロジロジロジロ、ジロジロジロジロ、見ていくのよ。こっちは、どうしようもないわよねぇ。だって、天てん空くうのアイに見つけてもらえるように、わざと目立つようにしてるんだから。恥ずいからって、電信柱の陰に隠れてたんじゃ意味なくなっちゃうじゃない。二時間半よ、二時間半。そうやって、ず───っと立ってたのよ。いつになったら天空のアイが通りかかって、あたしを見つけて、声をかけてくれるのかと思いながら。もう、足は痛くなってくるし……………………」

　俺は、薔薇の棘に話しかけたことを後悔した。

　さっきまで薔薇の棘が校長に向かって早口でまくし立てていたのは、議ぎ論ろんに夢中になって激情に駆られてのことだと思っていたのだが、どうやら、それは勘違いらしい。この、機関銃みたいにポンポンポンポンまくし立てる話し方が、この少女の普ふ段だんのしゃべり方なのだというのが、どうやら、真相のようだ。

「なんたって、やなのは、中年男のいやらしい目よ。あいつらはね、まず、あたしのマフラーを見て、それから顔を見て、そのあとに、必ず、視線をツツ───と下げて、胸を見て、脚を見るのよ。百人中百人がそうするの。まあったく、何考えてんだろうね？　あたしはね、そいつらのひとりひとりの襟えり首くびを捕まえて言ってやりたかったわよ。『これは売り物じゃないんだから、値踏みなんかするんじゃねえ』って。もちろん、実際にはそんなことは言わなかったわよ。だってさあ……………………」

　薔ば薇らの棘とげの話は終わりそうにない。話しながら、ときどき視線を上に向ける。

　ものを考えるときや何かを思い出そうとするときに上うわ目め遣づかいになる癖くせを持つ人は多い。まるで天井を見ると答えがわかると思い込んでいるような感じで、視線をヒョイと上に向ける。女の子の場合は、それが、ちょっとかわいらしい仕し草ぐさになることもある。薔薇の棘の場合も、かわいらしいと言えなくもないが、大きく見開かれた目の中で眼球がグルンと回るのは、なんとなく迫力がある。

「でもさあ、男の人って、あたしが変な服装をしてるってことに気づきもしないで通り過ぎちゃう人も多いのよね。その点、女は、たいてい気がつくわね。女の視線だって、やあなのよ。『なんなの？　こいつ？　こんな季節にマフラーなんかしちゃって、おしゃれのつもりなの？　だとしたら、あんた、ファッション感覚ゼロよ』って感じで、ジロッと見て、ツイッと目をそらすの。でもね、あたしは平気よ。あたしはね、心の中で言ってやるの。『いいじゃない、あたしがどんな服装してたって。美人はね、何を着ても似合うのよ。あんたと違ってね』ってね。わっ、言っちゃった、言っちゃった。自分のことを美人だって。それでさ…………」

　それにしても、小柄な女だ。俺おれと同じく十六歳で高校二年生のはずだが、最初に見たときに中学生じゃないかと思ったくらいで、たぶん、身長も体重も、中学生の中に混じっても小さい方だろう。それに、女らしい膨ふくらみが、体のどこにもない。といって、男みたいな体つきというわけでもない。むしろ、抱きしめたら壊こわれてしまいそうな華きや奢しやな体つきだ。もしかしたら、この女は、取り入れた栄養を全部おしゃべりに費やしてしまうのかもしれない。

　校長がもどってくるまでの約三〇分間、薔薇の棘は、ほぼひとりでしゃべり続けた。それも、通常人の三倍速のモードで。

　校長がもどってきたときには、その手に一枚の紙があった。

「さ、欠席者の名めい簿ぼだよ。一年生と二年生、合わせて九人いる」

　薔薇の棘が受け取りながら答える。

「そ。じゃ、さっきの学校と合わせて、一五人になるわね」

　校長が自分の席にどっかと腰を下ろす。

「で、どうするつもりなんだね？　電話してみるのか？」

「ううん、直接、家に行ってみるつもりよ。電話じゃ、ほんとのことを聞けないかもしれないから」

　校長が大きく頷うなずく。

「その方がいいだろうな。へたに刺激して自殺の決断を早めるような結果になったら最悪だ。それにしても、大変だよ。その中でいちばん遠い生徒は鎌かま倉くらだ」

「とにかく、行ってみるわ」

　再び、校長が大きく頷うなずく。

「わたしの方でも、先生たちに通達を出しておこう。素そ振ぶりがおかしい生徒がいたら、それとなく観察して報告するように、とね」

「そ。ありがと」

　薔ば薇らの棘とげは、頭を下げることもなく、クルリと回れ右して、出口に向かってスタスタ歩き始めた。

　代わりに、俺おれがペコリと頭を下げる。

「あの、どうも、ありがとうございました」

　校長が無言で頷いた。俺は急いで薔薇の棘のあとを追う。




　華きや奢しやな体つきのくせに、薔薇の棘の歩き方は速い。小学生の行進みたいに、胸を張って、両手を振りながらスタスタ歩く。出口で、さっきの守しゆ衛えいと目が合った。俺がペコリと頭を下げると、守衛は複雑な表情を浮かべた。

「あんたさあ……」

　正門を出たところで、薔薇の棘が話しかけてきた。

「どうやってここまで来たの？　電車？　車？」

「いや、バイクだよ」

　俺が答えると、薔薇の棘はピョンと小さく跳び上がった。

「ラッキー！　どこに停とめてあるの？」

「こっちだよ」

　俺はバイクを停めておいた場所に向かって歩き始めた。薔薇の棘が隣となりに並ぶ。

「あたしね、どうしようかと思ってたのよ。欠席してる子の家を電車と歩きで回るとなると、けっこう大変なのよね。あんたのバイクに、あたしも乗っけてよ。ふたりでいっしょに回ろ」

　俺は少しばかり困った。そうできれば便利なんだろうが、そうはいかない。

「ダメだよ」

「どうしてさ？」

「免許取ってから一年間は、ふたり乗りはしちゃいけないことになってんだよ」

「ふうん」

　薔薇の棘は少しも納得していないようだ。

「誰だれがそんなこと決めたのよ？」

「道路交通法でそうなってんのさ」

「どうしてなのよ？」

「危ないからさ」

　話してるうちに、バイクを停とめた場所に到着した。

「これ？」

「そう」

「ま、いいわ」

　薔ば薇らの棘とげはそう言うと、バイクのシートに手を置き、ヒョイと跳んでリアシートに横座りに腰を下ろした。

（こら、この女、何が「ま、いいわ」だ。俺おれは、ふたり乗りはできねえって言ってるんだ）

　と、俺は言おうとしたのだが、三倍速早口女の方が早かった。

「何やってんのよ？　さっさと乗って発車しなさいよ。時間が惜しいでしょ？　今、このときにも、天てん空くうのアイは死にかけてんのかもしんないのよ」

　俺は諦あきらめた。どうやら、この女と言い合いをしても勝てそうにないし、この女には他人の意見を聞く気は全然ないらしい。せめてヘルメットはかぶらせておこう。免許を取ってから一年未満なのは見ただけではわからないが、ノーヘルはひと目でわかる。白バイに呼び止められるのは、ごめんだ。

　俺は小さい方のヘルメットをバイクからはずして差し出す。

「これ」

「何？」




「かぶってくれ」

「これを？」

　薔薇の棘は、いかにも嫌いやそうにヘルメットを見、指を出してヘルメットの表面に滑らせる。ホコリだらけの表面に線が一本付いた。

「やあよ、こんな汚いの」

　俺はシャツの腹でヘルメットの表面をこすってから、もう一度差し出した。

「かぶってくれないと困るんだよ」

「どうしてさ？」

　道路交通法で……と言おうとしたが、やめた。この女には、そういう理屈は通用しないだろう。俺は、代わりにこう言った。

「かぶってないと、コケたときに頭ず蓋がい骨こつを骨折して死ぬんだよ」

「かぶってたら助かるの？」

「かぶってたら……首の骨を折って死ぬ」

「じゃ、おんなじじゃない」

「綺き麗れいな顔で死ねるんだよ」

「そ」

　どうやら「綺麗な顔」というのが気に入ったらしい。薔薇の棘がヘルメットを受け取った。俺おれも自分のヘルメットをかぶる。

「で、どこに行くんだ？　あの学校でふたつ目だったらしいけど、次はどの学校にするんだ？」

「う───ん、それなんだけどさ」

　薔ば薇らの棘とげは大きな目を空に向けて考える。

「頭の固い校長先生を説得して情報をもらうのって、意外に大変なのよね。このまま続けてたら、それだけで日が暮れちゃいそう。そんなことになったら、なんにもなんないよね。だから、先に、わかった分だけでも、女の子に会いに行こうかと思うの」

「十五人だっけ？」

「そ。ざっと見ただけだけど、市内だけじゃなくて藤ふじ沢さわや鎌かま倉くらにもいるみたい」

「効率よく回んないとダメだな」

「そうよね。じゃ、まずは作戦会かい議ぎね。さっきの道路を右に行った所に公園があるから、そこで相談しましょ」

　俺は頭の中に地図を思い浮かべた。そういえば、ベタな名前の公園があったっけ。

　俺がバイクにまたがる。

「走るから、俺の体につかまっててくれ」

　ギヤをローに入れてクラッチをつなぐ。

「わかった」

そう言うなり、薔薇の棘は片手で俺の肩をつかんだ。

「わ！」

　俺は走り始めたバイクを慌てて停とめた。

「ダメだよ。そんなとこをつかんじゃ」

「だって、つかまれって言ったじゃない？」

「そこじゃないよ。そんなとこつかまれちゃ、運転できないじゃないか。おまえ、バイクに乗ったことがないのか？」

「ないよ」

　薔薇の棘は当然のことのように答えた。俺は心の中でため息をついた。バイクに乗ったことのない人間を後ろに乗せて走るのは簡単じゃないと聞いている。実際にリアシートに人を乗せるのはこれが初めてだが、なるほど、いきなり肩をつかまれるようじゃ、先が思いやられる。

「肩じゃなくて腰だよ。俺の腰に腕を回して……」

「腰に？」

「そう。腰に腕を……」

「エッチなことさせようってんじゃ、ないでしょね？」

「え？」

　振り向くと、でっかい目がキョロリと睨にらんでいた。どうも、この目は苦手だ。本か何かで魅み力りよく的な女は攻こう撃げき的な目をしている」というのを読んだ記き憶おくがあるが、もしそうだとしても、この女の目は度が過ぎている。といっても、般はん若にやみたいな恐ろしい目をしているというのではない。むしろ、丸く見開かれた、澄すんだ綺き麗れいな目なのだ。ただ、その奥から放射される強烈な個性が、あまりにも強いインパクトを与えるのだ。

「腰ったって、ベルトのあたりだよ。ほら、こんな風に」

　俺おれは薔ば薇らの棘とげの針金みたいに細い右腕を取って、俺のベルトのバックルのあたりまで引き寄せた。

　薔薇の棘の左手は、肩から下げたショルダーバッグを大事そうに抱えている。

「両手でつかまった方がいいぞ。シートの後ろにひもがあるから、バッグはそこにくくり付けとけよ」

「ダメよ。これにはね、大事なものがはいってるの」

「落っこちても知らないぞ」

「いいから、早く行きなさいよ」

　俺は心の中で舌打ちしてから前に向き直った。スタートのショックをなるべく小さくするために、うんとゆっくりクラッチをつなぐ。




　丘の上の道路の両側には、しゃれた感じの建物が並んでいる。洋風の建物や教会があるのは、横よこ浜はまの土地柄だろう。たまに脇わき道みちがあったりして建物が途と切ぎれると遠景が見える。右は市街地、左は港。ただし、ここからは海は見えない。見えるのは建物だけだ。体に当たる風が心地良い。これで、ここに来た目的が遊びであって、後ろに乗ってるのがもう少し女らしい女なら、きっと最高の気分だろう。

「ところでさ」

「何よ？」

「なんで、天てん空くうのアイは学校を欠席してると思うんだ？」

「理由はふたつあるわ。ひとつは、今け朝さ、駅前で会えなかったこと。天空のアイがあたしのメールを読んでたら、きっと声をかけてきたはずなのよ。あたしはね、今朝は、赤いマフラーをして二時間半も駅の前に立ってたのよ。二時間半も」

「でも、メールを読まなかったのかもしれない」

「そうかもしれないよね。でさ、第二の理由は心理的なものなのよ。何か原因があって自殺したいというほど思い詰めてる、そんな心理状態の女の子が、普ふ段だんどおりに学校に通学してるとは考えにくいんじゃないかって思うのよ。あんた、どう思う」

　どう思うと振られても、困ってしまう。俺は自殺しょうとしたこともないし女の子になったこともないから、そんな心理状態なんて、はっきり言って、わからない。

「さあ……。どうなんだろうね」

「それにさ、もし、天てん空くうのアイが今日自殺するつもりだったら、今、まさにこのときに自殺しようとしてるんだったら、学校には、いないよね」

　それは、たぶん、そうだろう。自殺の原因が学校にあって、恨みを晴らすためにわざと校内で首をくくるというのも、あり得なくはないが。

「それでさ、話は変わるんだけど、あたしね、今け朝さ、駅の前に立ちながら考えたのよ。もしかしたら、あたしは思い違いをしているのかもしれないって」

「どういうこと？」

「つまり、あたしは……ああ、あんたもおんなじよね……あたしたちは、天空のアイが、この駅の近くの学校に通ってると思ってる」

「ああ。俺おれも、そう思ってるよ」

「でもさ、アイちゃんからのメールには『この駅を通る』としか書いてないのよ。だから、もしかしたら、反対なのかもしれないの。アイちゃんは、この駅の近くに住んでて、毎日、この駅から電車に乗って通学してるのかもしれないのよね。だとすると、アイちゃんが通う高校は、この近くじゃないってことになるのよ」

「ああ…………そうか」

　なるほど、言われてみれば、当然のことだ。

「でも、そんな女の子って、いるのかなあ。近くに、こんなにいっぱい女子校があるのに、わざわざ他ほかの所に行くなんて」

「だって、あたしも、そうだもん」

「え？」

　俺は、なんとなく意外な気がした。

「おまえって、この近くに住んでて、ここから電車に乗って他の所にある学校に通ってんの？」

「そうよ」

「なんで、そんなことすんだよ？　こんなにいっぱい学校があんのに？」

「あんた、バッカじゃないの？」

　うわっ！　この女はモロな言い方をする。

「見りやわかるでしょ？　ここに並んでるのは、みんな、お嬢じよう様さま専用の学校なのよ。だから、学費が高いの。あたしが通ってる学校はね、学費の安い県立高校なの。わかる？」

　よくわかる。俺も同じ境遇なのだから。

「ああ。俺もそうだよ」

「ふうん、あんたも貧乏人なの？」

「今のところは、生活に困るようなことはないけどね。でも、オヤジが、いつリストラされるか、わかんない状態なんだ」

「へええ。サラリーマンは大変みたいね」

「だから、俺おれは、私学も合格したけど、入学しないで、都立に通ってるんだよ」

「ふうん。ずいぶん、ムダなことをしたのね」

「何がさ？」

「だあってさ、私学の受じゆ験けん料って高かったでしょ？　その分、ムダになったわけじゃない」

「そりゃま、そうだけど……」

「あたしなんかね、初めっから、私学は受けなかったわよ。だって、合格したところで、学費を払えないのがわかってたんだから」

「ふうん」

　道路の突き当たりが公園になっていた。公園といっても、円形の広場になっていてベンチがあるだけだ。ウィークデーの昼間だというのに、何人かの人がいる。カメラをぶら下げてるところをみると、観光客らしい。

「ここって名所か何かなのか？」

　バイクを停とめながら俺が尋ねた。シートから飛び降りながら薔ば薇らの棘とげが答える。

「知らないの？　港の見える丘って、有名なのよ。特に、オジイチャン、オバアチャンの間でね。大昔にはやった歌の中に、この丘が出てくるらしいの」

「ふうん」

　記き憶おくを探ってみたが、思い出せない。たぶん、聞いたことのない名前だろう。確かに、名前のとおり、港が見える。ただし、ここから見える港はクレーンが立ち並んでいるばかりで、さほどいい風景とも思えない。ここに来る途中の道路から見た風景の方が良かったような気がする。

「ねえ、あんた、地図、持ってない？」

「ああ、あるよ」

　俺はコンビニで買った地図を蓄薇の棘に渡した。薔薇の棘はチラッと一いち瞥べつする。

「これって、横よこ浜はま市内の地図よね。神か奈な川がわ県全域のはないの？」

「これだったら、あるけど」

　松まつ島しまの地図帳を見せる。

「ああ、それ」

　薔薇の棘が目を細めて笑った。そんなところは、なんとなくかわいらしい顔立ちだ。笑うと、唇の両端がキュンと上がって、子供みたいな表情になる。適当に低い鼻や、適当にせり出たおでこも、かわいらしいと言えなくもない。ただ、この女の場合は、目の印象があまりにも強いので、他ほかの部品は影が薄うすくなってしまう。

「それって、あたしも、去年使ったわ」

「へええ。おんなじ地図帳を使ってるんだ」

「そうみたいね。ま、そうねえ……」

　薔ば薇らの棘とげは、視線を空に向けて考える。

　よく見れば、その目だって、化け物じみてでっかいというわけじゃない。むしろ、印象が強いので大きく感じるということなのだ。睫まつ毛げが長いのは、天然なんだろうか、化粧なんだろうか。化粧のようには見えないが、女は魔ま物ものだから、わからない。

「それでも、ないよりはましね」

　地図帳についての議ぎ論ろんは、それで終わりになった。薔薇の棘は地面にしゃがみ、ベッタリ地図を広げて、校長からもらった名めい簿ぼと見比べる。俺おれはバイクを降りて、薔薇の棘の横に並んだ。

「えっと、まず、磯いそ子ご区森もりが丘おかね」

　薔薇の棘は、ショルダーバッグから取り出したピンクの蛍けい光こうペンで、俺の地図に容よう赦しやなく書き込みを入れる。なけなしの金で買った俺の地図は、たちまちピンクに染まっていった。

　薔薇の棘がふたつの高校で調べた一五人の欠席者は、横よこ浜はま市内が一一人、市外が四人だった。まず地図に欠席している生徒の家を書き込み、それを最短で回るルートを探す。横浜市内の地図といっても、まったく市内しか載っていないわけじゃない。隣りん接せつする川かわ崎さき市や鎌かま倉くら市、藤ふじ沢さわ市あたりも、かなりの部分が載っている。ラッキーなことに、市外に住んでいる生徒の家も全部その範はん囲いに収まっていて、松まつ島しまの地図帳は使わなくて済んだ。

　ルートとしては、まず近い所からチョコチョコ回っていき、最後に遠い所をグルッと回る順路を選んだ。このツーリングは天てん空くうのアイを見つければそこで終わるのだから、なるべく早くたくさんの生徒に会えるルートが、効率がいいのだ。

　薔薇の棘が地図を持ってナビゲータを務めることになった。俺は、心の中で、薔薇の棘が「地図を読めない女」でないことを願った。当面必要な部分が外側になるようにして地図を折りたたみ、薔薇の棘が立ち上がった。

「さあ、最初は、西にし区久く保ぼ町。Ｕターンして、さっきの道をもどるわよ。右に曲がる大きな道路に出くわすまで、直進よ」

　太陽は、すでに中天近くに差しかかっていた。




「ところでさ……」

　エンジンをかけながら、俺が言った。

「まだ、お互いにほんとの名前を言ってなかったよな。俺は『くろさきゆういち』。『くろ』は、白黒の黒。『さき』は、長なが崎さきの崎。『ゆう』は、英雄の雄。『いち』は、数字の一だ。おまえは、なんてえの？」

　リアシートに腰かけた薔薇の棘が、少し逡しゆん巡じゆんしてから、答えた。

「あらかわゆい」

「え？」

　俺はギヤを入れるのを中断して振り向いた。悪いとは思うが、つい、顔が笑ってしまう。でっかい目がギョロリと俺おれを睨にらんだ。

「さ、言いなさいよ」

「え？　言うって、何を？」

「あのね。あたしの名前を聞いた人は、笑うか、あきれるか、どっちかなのよ。で、どっちにしたって、そのあと、必ずこう言うの。『おまえのどこが《あら、かわゆい》なんだ？』ってね。あんたも、そうすればいいわ。そのために振り向いたんでしょ？　お約束のセリフを言えばいいわよ。ただね、そのセリフを言ったやつは、パンチを一発くらうことになってるから、そのつもりでね」

「え？　俺は、そんな……」

　俺はフルフェイスのヘルメットをかぶってるから、薔ば薇らの棘とげのか細い腕でパンチをくらっても、どうってことはないのだが、やっぱり遠えん慮りよすることにした。代わりに、こう尋ねた。

「どんな字を書くのさ？」

「荒くれ男の荒、河童かつぱの川流れの川、天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんの唯よ」

「いい名前じゃない」

「あたし、この名前、だいっ嫌い。言っとくけど、あたしのこと、『アラ、カワユイさん』なんて呼んだら、パンチだからね」

「わかったよ」

　俺は前方に向き直ってギヤを入れる。

「じゃ、おまえのことは、なんて呼んだらいいんだ？」

　一秒ほど考えてから荒あら川かわ唯ゆいが答えた。

「あたしのことは『薔薇の棘』って呼んでちょうだい。自分で気に入ってる名前だから。その代わり、あんたのことはブラックナイト』って呼んだげるわ」

「わかった。じゃ、走るから、つかまっててくれ、薔薇の棘」

「あいよ、ブラックナイト」

　薔薇の棘の細い腕が、俺の腰に回された。




　欠席者の家庭訪問が始まった。当人や家の人と話すのは、もっぱら薔薇の棘の役目だ。

「ごめんください。荒川と申します。突然お伺いして......」

　三倍速の弁舌が頼もしい。要領よく欠席の理由やコンピュータを持っているかどうかを聞き出していく。俺と話すときとは、しゃべり方が全然違う。それどころか、声まで違う。俺じゃあ、とてもこんな風にはいかない。

　そう言えば、俺は母の声が変わるのを聞いてあきれることがある。俺がうちに電話をかけたとき、最初に「はい、黒くろ崎さきでございます」と言うときの声と、俺が名乗ったあとで「あ、なんだ、雄ゆうちゃん？」と言う時ときの声は、全然違うのだ。もしかして、女というのは、みんな、いくつもの声を持っているのだろうか？

　それにしても、この女は、物もの怖おじということをまったくしない。応対に出てくるのがたいてい当人か母親なので、同性のよしみがあるのかもしれないが。

　俺おれなんぞは、玄関の前に立つだけで緊きん張ちようしてしまって、頭の中が真っ白になってしまう。考えてみれば、見知らぬ他人の家を訪問するというのは、俺にとって初めてのことなのだ。ＩＴ研究部をやってるから、見知らぬ他人から来たメールに答えることはある。が、メールというのは互いに顔が見えないし、答えるのに時間をかけて考えることができるので、気が楽だ。その点、実際に会っての会話というのは、待ったなしで受け応こたえしなければならない。見知らぬ他人、それもおとなを相手に、堂々と話せる薔ば薇らの棘とげというのは、つくづくすごいやつだ。女というのは、みんなこんな風なのだろうか？　それとも、この女が特別なのだろうか？

　いずれにせよ、俺としては、おおいに助かる。俺は、ほとんど運転手の仕事に徹てつしていればいい。




　四軒目のマンションを出たところで、俺は妙に涼しいのに気づいた。空を見上げると、灰色の雲がひろがって陽ひがかげっている。

「ヤバイな」

　俺のつぶやきに薔薇の棘が反応した。

「何よ？」

　バイクに歩み寄りながら、俺が問い返した。

「おまえさあ、今け朝さ、天気予報を見たか？」

　薔薇の棘が首を横に振る。

「ううん、今朝は大急ぎで駅前に行ったから」

　薔薇の棘も空を見上げる。

「降ってくるかなあ？」

「梅つ雨ゆの真っ最中だもんなあ」

「天気予報、見てみる？」

「え？」

　俺は薔薇の棘に目を向けた。

「見るって、どうやって見るんだ？」

　薔薇の棘は大きな目をギョロリと剥むいて俺に向けた。

「あんた、まさか、知らないの？　天気予報なんて、携帯電話だって見られるのよ」

「え？　あ、ああ、そうか」

　そういえば、そんなことを開いたことがある。

「あんた、ひょっとして、携帯、持ってないの？」

「おまえは持ってんのかよ？」

「もっちろんよ。でもね、もっといいものがあるから、それで天気予報を見せたげる」

　薔ば薇らの棘とげは、なんだか嬉うれしそうに答えた。




　バイクの所までもどると、薔薇の棘はショルダーバッグのチャックを開けた。中から赤いものを大事そうに取り出す。どうやら、赤いマフラーで何かを包んであるようだ。たぶん、今け朝さ、薔薇の棘はこのマフラーをして駅の前に立ったのだろう。

　薔薇の棘は赤い包みをバイクのシートの上に置き、包みを解いた。中から出てきたのは、モバイル、つまり携帯用のコンピュータだった。

「へええ」

　俺おれは感心してしまった。

「おまえ、いいもの持ってるなあ」

　薔薇の棘は自慢げな笑みを浮かべた。

「いいでしょ。あんたは、どんなコンピュータを使ってるの？」

　俺は首を振った。

「いいや。俺は持ってねえ。ただ、学校で部のコンピュータを使ってるだけだよ」

　そうなのだ。俺もインターネットとかをやりたくて親にねだってみたのだが買ってもらえなかったので学校のＩＴ研究部にはいったというのが実情なのだ。

「へぇぇ。持ってないんだ」

　薔薇の棘の笑みが広がった。きっと、こいつは、人の不幸を見て喜ぶタイプだ。

　薔薇の棘は、さらにショルダーバッグから携帯電話とマイク付きヘッドホンとマウスを出してモバイルに接続する。

「あんたにも聞かせたげるね」

　薔薇の棘はヘッドホンからイアーパッドを片方はずして俺に渡した。耳にかける型だから、片方だけでも付けることができる。ただし、コードがそれほど長くないので、いっしょに聞くには寄り添わなければならない。俺は薔薇の棘の隣となりに並んだ。身長差をカバーするために、少しかがむ。

　薔薇の棘はモバイルのふたを開き、電源スイッチを入れ、マイクの位置を調整して、こう言った。

「スクラップス、起動」

　イアーパッドから、かわいらしい女の子の声が聞こえてきた。

『はあい。声紋を照合、確認しましたあ。起動しまあす』

（え？　何、これ？）

　俺は驚おどろいた。こんなモバイルなんて、見たことがない。どうやら、このモバイルは人間と対話できるらしい。

　薔ば薇らの棘とげが続けて言う。

「ディスプレイ、オン」

　モバイルが答える。

『はあい、了解しましたあ。画面を表示しまあす』

　モバイルのディスプレイが明るくなった。画面の中央に萌もえ系の女の子のアニメが現れて、ペコリとお辞じ儀ぎする。

『おっはようございまあす。ご用はなんでしょうかあ？』

　薔薇の棘が言う。

「インターネットに接続して」

　画面上の女の子が答える。

『はあい。ダイヤルしまあす。少々お待ちくださあい』

　画面にインターネットのウィンドウが開いた。ただし、俺おれがいつも使ってるのとは型が違う。ダイヤルの音が聞こえてくる。

「なんなの、これ？」

　俺が尋ねると、薔薇の棘が自慢げな笑みを満面に浮かべた。

「モバイルよ。あんた、モバイルを見たことがないの？」

　バカなことを訊きくんじゃねえ。俺だってＩＴ研究部員だぞ。

「そんなことはわかってるさ。こいつは、なんなんだよ？」

　俺は画面上の女の子を指差した。

　薔薇の棘が澄すまして答える。

「スクラップスよ」

「スクラップスって、何さ？」

「その子の名前よ」

「だから、こいつは、なんなんだよ？」

「だから、スクラップスだってばあ」

「だからさあ、スクラップスって、なんなんだよ？」

「だからさあ、その子の名前なんだってばあ」

「だからさあ、こいつは、なんなんだよ？」

「だからさあ、スクラップスだってばあ」

「ちくしよう！」

　薔薇の棘が噴ふき出した。どうやら、人をからかうのが、この女の趣しゆ味みらしい。

「あのね。正確に言うと、スクラップスってのは、このモバイルにはいってるＯＳの名前なの。ディスプレイに映ってる女の子は、対話用のアイコンなのよ」

　ＯＳというのは「オペレーション・システム」の略で、コンピュータの中にはいっているいちばん基き礎そ的なソフトウエアのことだ。ワープロだとかゲームだとかいうようなソフトウェアは、みんなＯＳの上に載って動くものだ。しかし、パソコンで使われているＯＳは、たいてい「ウィンドウズ」か「マックＯＳ」のどちらかで、こんなＯＳなんて、見たことがない。

「そんなＯＳ、どこで手に入れたのさ？」

「これって、兄貴の研究室が作った試作品なのよ」

「おまえの兄さんって、そういう研究を仕事にしてんの？」

「そうよ。あたしの兄貴はね、ま、うんと控えめに言って、天才ね」

　控えめに言って天オなら、本音で言ったらどうなるのだろう？

「でもさ、それって、ヤバイんじゃねえの？」

「何が？」

「だって、研究室でやってることを外に持ち出したわけだろ？　それって、産業スパイになっちゃうんじゃねえのか？」

「平気よ。企業じゃなくって大学だから。それにね、これは試作品なのよ。だから、人間みたいに話ができる代わりに、機能はすっごく限定されてて、インターネットと文章作りくらいしかできないの」

　電話がつながって、インターネットの画面が表示された。薔ば薇らの棘とげがマイクに向かって言う。

「サイトを検索。キーワードは、天気予報」

　スクラップスが答える。

『わっかりましたあ。天気予報で検索しまあす』

　いくつかのサイトの名前が表示される。

「いちばん最初のにして」

『了解しましたあ』

　画面に新しいウィンドウが開いた。薔薇の棘がマウスを操作する。

　薔薇の棘は「地域」から「神か奈な川がわ」を選んでクリックする。神奈川県の天気予報が表示された。うーん、やっぱり、インターネットは便利だ。便利なのはいいが、表示された天気予報の内容には、がっかりした。薔薇の棘が読み上げる。

「晴れのち曇くもり時々雨。降水確率五〇パーセントだって」

「ぐえええ。まいったな」

　正直言って、雨の日に運転したことなんて、一回もない。バイクに乗る練習をするのに、わざわざ雨の日を選ぶやつはいないだろう。

「もう、いいよね？」

　薔薇の棘が尋ねた。俺おれは黙だまって頷うなずく。薔薇の棘がマイクに向かって言う。

「インターネットを終了。電話を切断」

『はあい。インターネットを終了しまあす。電話を切断しまあす』

　インターネットのウィンドウが閉じた。薔ば薇らの棘とげが続けて言う。

「電源を切断」

『えええ？　もう、終わつちゃうんですかあ？　ウルウル』

　画面上でスクラップスが目に涙を浮かべる。薔薇の棘が女王様然としてきっぱりと答える。

「終了よ」

『はあい、わっかりましたあ。またのご利用をお待ちしてまあす』

　スクラップスがニッコリ笑ってウインクした。ディスプレイがブラックアウトする。

　俺おれはイアーパッドを薔薇の棘に返した。薔薇の棘はモバイルのふたを閉め、ヘッドホンとマウスと携帯電話をはずして、赤いマフラーで丁てい寧ねいにくるむ。

　モバイルをショルダーバッグにしまいながら、薔薇の棘が尋ねる。

「どうする？　コンビニに寄って傘を買っていく？」

「傘なんか買って、どうすんだよ？」

「差すのよ。決まってんじゃない」

「おまえなあ、バイクに乗って傘を差すつもりなの？」

　薔薇の棘は、ヒョイと視線を上げて一いつ瞬しゆん考えた。

「危ないかなあ？」

「できねえよ、そんなこと。それにだいいち、バイクで走ってる最中は、雨は上から落ちてくるんじゃねえんだよ。前から吹き付けてくるんだ。傘なんか差したって、意味ねえよ」

「あ、そうか」

　薔薇の棘はパチンと指を鳴らした。

「じゃ、傘なんて要いらないよね。だって、あたしの前にはあんたがいるんだから、あんたが雨よけになってくれるじゃない」

　くそ！　なんて、自分本位なやつなんだろう。

「とにかく、急ごうぜ。うまくいったら、雨が降り出す前に天てん空くうのアイを見つけられるかもしれない」

　俺がバイクにまたがる。

「そうね。うまくいったらね」

　薔薇の棘がヒョイと跳び乗る。




　捜索は順調に進んだ。欠席している生徒たちの家を回るという意味では。

　薔薇の棘は、女にしては地図を読むのがうまい。俺たちは次々に欠席者に面会し、名めい簿ぼから削除していった。

　本来の目的、つまり、天空のアイを捜し出すという意味では、捜索は全然進まなかった。携帯電話でメールを楽しむ女の子は多いが、コンピュータを使う女の子は案外少ない。

　俺おれがふと気がつくと……というか、実際のところ、腹が減ったので気づいたのだが……昼飯も食わずに走り回っているうちに、時刻は午後三時を過ぎていた。薔ば薇らの棘とげは、昼飯なんぞは頭の中にないらしく、調べるのが終わると、すぐにバイクに跳び乗って次の場所に急がせる。

　俺は、今日は昼飯を諦あきらめることにした。どうせ、昼飯をまともに食えるだけの金もないことだし。

　川かわ崎さき市中なか原はら区で一三人目を調べ終わったときには、午後五時近くになっていた。名めい簿ぼに残っているのは、あとふたり。ただし、そのふたりが大変だ。ひとりは神か奈な川がわ県藤ふじ沢さわ市。もうひとりは神奈川県鎌かま倉くら市。夏げ至しに近い季節なので日没にはまだ間があるはずなのだが、空は真っ暗だ。バイクのシートに腰を下ろして地図を調べ始めたとき、薔薇の棘が「あっ」と声を上げた。

「どうした？」

　俺が振り向くと、薔薇の棘は空を見上げながら、こうつぶやいた。

「降ってきた」

（くそ！）

　心の中で毒づきながら、俺は空を見上げた。ヘルメットのシールドにポツリと来た。

　川崎から藤沢までは、モロに横よこ浜はま市を縦じゆう断だんすることになる。途中までは朝来た道と同じだ。道のりは三十数キロ。

　雨はしだいに本降りになっていった。国道一号線にはいった頃ころには、俺は下着までびしょ濡ぬれになっていた。タイヤがツルツル滑る。視界が悪い。

　藤沢市の生徒の家に着いたときには六時頃だった。これも、ハズレ。当人も家族の人たちもずいぶん驚おどろいたようだ。そりゃあそうだろう。そんな時刻に、ずぶ濡れの男と女がいきなり訪ねてきたのだから。体を拭ふいていくように勧められたが、断った。どうせすぐまた、ずぶ濡れになるのだから。

　そこから鎌倉の家までは、距離も近いし、楽勝のはずだった。地図で見たかぎりでは。現実は、最悪だった。国道から離れたとたん、道路は狭い山道になった。雨はしだいに小降りになったが、路面は相変わらず滑りやすい。

　急な坂を上り詰めると、今度は急な下り坂になった。上り坂をスリップしながら登るのも怖いが、下り坂はもっと怖い。スピードを落とすにはブレーキをかけるしかないが、ブレーキをかけると車輪がズルッと滑る。

「ほんとに、この道で、合ってんだろうな？」

　自分でも驚いたくらい、俺の声はイラついていた。

「間違いないわよ。もうちょっと行ったら交差点だから、左ね」

　薔薇の棘の声も、負けずに刺々しかった。

「だけど、この道ってさあ」

「何よ？」

「これって、モロに山ひとつ越える道だったんじゃねえの？」

「そうだったみたいね」

「もうちょっと平らな道はなかったのかよ？　山を迂う回かいする道とかさ」

「わっかんないわよ、そんなこと。この地図にはね、等高線なんて、描いてないんだから。学校で使う地図とは違うのよ。それにさ、どうせ、この道は通ることになるのよ。今度の子の家に行くのには、この道しかないんだから」

「ほんとなんだろな？」

「間違いないわよ。左に曲がったらすぐのはずよ」

「わっ！」

　いきなり前輪を取られた。地面にクラックがあったのか、それとも何か落ちていたのか。俺おれはリアブレーキを踏みながらハンドルをもどす。後輪がツツーッと右に流れて車体が左に傾く。ヤバイ！

「きゃっ！」

　薔ば薇らの棘とげの声が聞こえた。俺の体にしがみついてくる。

（くそ！）

　俺はふたり分の体重を持ち上げて体勢を起こし、右のステップに体重をかけて踏ん張る。車体の傾きが少しもどった。後輪が路面のグリップを取りもどす。ガツンと衝しよう撃げきがあって車体が立ち直る。

（うまい！）

　と思ったのは、一いつ瞬しゆんのことでしかなかった。バイクは完全にコントロールを失い、いったん垂直に立った車体は、そのまま反対側に傾いていく。もう、どうしようもない。ハイサイドへの転倒。最悪のコケ方だ。

　一瞬のうちに、さまざまな思いが俺の頭の中をよぎった。奇妙なことに、それは全部、薔薇の棘のことだった。校長室での出会い。強烈な印象を与える、でっかい目。バイクのリアシートにチョコンと腰かけた小さな姿。三倍速の早口でポンポン飛び出してくる強気のことば。何回言われたことだろう、「あんた、バッカじゃないの？」と。俺はバカだ。本物のバカだ。若葉マークの初心者のくせに、後ろに女の子を乗せて走るなんて。

　体がバイクから投げ出された。背中から薔薇の棘の感触が消える。

（薔薇の棘！）

　俺は首をねじ曲げて薔薇の棘を見た。薔薇の棘は、ショルダーバッグを胸に抱きしめて、丸い姿勢で落ちていく。頼む。頭だけは打たないでくれ。

　俺の肩に衝撃が来た。ヘルメットの側頭部がゴツンと鈍にぶい音を立てる。俺の体が、ゴロゴロと急坂を転がり落ちていく。
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　このまま永遠に転がり続けるのかと思った頃ころ、ようやく止まった。

「薔ば薇らの棘とげ！」

　叫びながら体を起こす。返答はすぐに返ってきた。

「何よ？」

　意外に冷静な声だった。良かった。とりあえず、生きているらしい。

　俺おれは立ち上がろうとしたが、脚あしがガクガク震ふるえて、なかなかうまくいかない。恐怖のために腰が抜けるというのは、こういう状態のことなのかもしれないと思った。体のあちこちが痛い。ようやく四つんばいになって周囲を見回すと、薔薇の棘は二メートルほど離はなれた所に倒れていた。胸にショルダーバッグを抱え込んで丸まった姿勢のまま、横倒しになって。

「生きてるか？」

「たぶんね」

　薔薇の棘がゆっくり体を起こす。俺はようやく立ち上がることができた。左肩に手を当てると、ぬらりとした感触があった。見ると、シャツが破れて血が出ている。

　俺は試しに左肩を動かしてみた。問題なく動く。どうやら、重大な怪け我がにはなっていないようだ。打だ撲ぼくと擦さつ過か傷しようだけらしい。スピードを落としていたから、たいした怪我をせずに済んだのだろう。むしろ、坂道を転がったときにできたあちこちの擦過傷の方が痛むくらいだ。

「だいじょうぶか？」

　俺おれは薔ば薇らの棘とげに歩み寄った。こっちを向いた薔薇の棘の顔を見てギクリとする。額ひたいからひと筋、血が流れている。ヘルメットは…………少し離はなれた所に転がっている。転倒の時のショックで脱げてしまったようだ。あごひもをしっかり締しめてなかったのかもしれない。

「おまえ、おでこから血が出てるぞ。ほんとにだいじょうぶなのかよ？　頭打ったんじゃねえだろな？」

　薔薇の棘の額に伸ばした俺の手を、薔薇の棘はパンと払いのけた。

「触んないで。だいじょうぶよ。これは地面で擦こすっただけだから」

　つくづく、かわいげの無い女だ。

「ほんとにだいじょうぶなんだろうな？　もし頭を打ったんだったら、病院で検査……」

「だいじょうぶだってば。こんなの、舐なめときゃ治るわよ」

「おまえさあ」

「何よ？」

「おまえ、自分のおでこを、どうやって舐めんだよ？」

「ほっといてよ。あんたに舐めてくれとは言わないから」

　薔薇の棘は腰に手を当ててさすりながら立ち上がる。どうやら、地面に落ちたときに打ったのは腰らしい。

　俺は薔薇の棘のヘルメットを拾い上げて差し出す。

　でっかい目がギョロリと俺を睨にらんだ。

「ところでさあ」

「なんだよ？」

「なんてへタクソな運転するのよ！　このバカ！」

　ちくしょう。また、バカと言われてしまった。

「マジな話、死ぬかと思ったわよ。あんたねえ、あたしのことをなんだと思ってんの。一六歳の女なのよ。わかってんの？　一六歳の日本人の女なの。教えたげるけど、日本の女の平均寿命は八〇歳を超えてるのよ。あたしの場合、あと七〇年近くあるの。それを金額に換算して損害賠ばい償しよう訴訟を起こしたら、どれだけの金額になると思ってんの？　言っとくけど、あんたなんかに払えるような…………」

　機関銃から弾が飛び出してくるみたいに、薔薇の棘の口から、キツいことばがポンポン飛び出してくる。とりあえず、安心した。脳に異常はなさそうだ。

　俺は手を上げて薔薇の棘の話を遮さえぎった。

「行こうか」

　薔薇の棘は大げさなため息をついてから、ヘルメットを受け取った。

「そうね」

　俺たちは雨の坂道を並んでとぼとぼ登っていった。土ど居いさんのバイクが倒れている所まで、一〇メートルくらい。その一〇メートルが、やけに長く感じられた。正直言って、疲れた。おまけに体のあちこちが痛い。ずぶ濡ぬれで、血だらけで、黙だまって歩いていると惨みじめな気分になる。




「どっこいしょ」

　バイクを起こしながら、つい、オヤジじみた声を出してしまった。

　サイドスタンドをかけて点検する。バイクには異常なし。俺おれは薔ば薇らの棘とげに振り向いて声をかけた。

「どうする？」

「何がよ？」

「乗ってくか？　それとも、この坂を下るまで歩いてくか？」

「乗るわよ。まさか、あんた、あたしに歩いてけなんて言うつもりじゃないでしょうね？」

　薔薇の棘の額ひたいの傷からは出血が続いている。流れ出る血は雨に洗われて顔を伝い落ち、白いシャツの襟えりをピンクに染めている。よく見ると、腕だの脚あしだの、あっちこっち傷だらけだ。

「怖くねえのか？　あんなことがあったあとなのに」

「怖いわよ。だって、あんたの運転って、ものすごいへタクソなんだもん。交差点曲がるときはフラフラフラフラするし、いきなりブレーキかけたり、隣となりを走る車の方にスーッと寄ってったり……」

「それでも乗るのか？」

「だって、その方が速いじゃない」

「おまえってさ……」

「何さ？　人の顔をジロジロ見て」

「おまえ、ほんとに女なんだろうな？」

　俺の目の前にこぶしが突き出された。

「あたしの胸見て言ってんなら、パンチよ」

　俺は首をブンブン横に振る。

「そんなんじゃねえよ。たださあ、女の子って、あんなことがあったら、『もう嫌いや、怖い』なんつって、泣き出したりするのが普通じゃねえかって思ってさ」

「あたしは泣かないわよ。だって、もう、泣き方なんて忘れちゃったんだもん」

「泣き方を忘れた？」

「そうよ。あたしはね、小学校三年のときに泣いたのが最後なの。それ以後はね、一回も泣いたことはないのよ」

「ほんとに？」

「疑うの？」

　そんな女の子なんて、ほんとに、いるのだろうか？　ま、こいつなら、あり得なくもないという気もしないでもないが。

「乗れよ」

　俺おれはバイクをまたいだ。

「おう」

　薔ば薇らの棘とげがシートに跳び乗った。やっぱり、こいつ、中身は男なんじゃないだろうか？

　俺は、バイクを、ごくゆっくり発進させた。もう転倒はごめんだ。前方の路面にも気をつけて、慎重に坂を下る。ひとりで走ってるときには転倒を怖いと思ったことなんかないのに、今は心底怖い。たぶん、後ろに人を乗せているせいだろう。

　そういえば……と、俺は思い出した。

「ところでさ」

「何よ？」

「おまえさあ、さっき転倒したとき、胸にバッグを抱きしめてただろ？」

「そうよ。大事なものがはいってるんだから」

「モバイルか？」

「そ。なんたって、ハードディスクがはいってんだもん、衝しよう撃げき厳げん禁きんなのよ」

「だからって、命より大事ってこたあねえだろう。首の骨折ったら死ぬんだぞ。あんなときは、モバイルより自分の体をかばえよな」

「命より大事なのよ」

「なんでそんなに大事なんだよ？　そりゃ、確かに、変わったソフトがはいってるけど、品物としちゃ、普通のモバイルじゃねえか。秋あき葉は原ばらに行ったら、そんなのいっぱい売ってるぜ」

「あのね。これは、お金じゃ買えないものなのよ」

「貴重なデータがはいってるとか？」

「そういうことじゃないの。これはね、あたしの高校の入学祝いに、兄貴がくれたプレゼントなの」

「ああ……」

　そういうことか。俺には兄弟がいないから理解できないが、妹にとって、兄からのプレゼントというのは、そんなに嬉うれしいものなのだろうか。なんとなく、うらやましいような気がする。

「お兄さんが好きなんだ」

「嫌いよ」

「え？」

　どういうことだろう？　兄からのプレゼントを大事にしてるくせに。

「好きなんじゃねえのか？」

「嫌いよ。だって、あいつ、ずるいんだもん」

　俺は心の中で首をひねった。わけのわからないことを言うやつだ。

　交差点を左折すると、ちょっとした商店街になっていた。俺おれは薬局を見つけてバイクを停とめた。

　薔ば薇らの棘とげが尋ねる。

「どうしたのよ？　次の子の番地は、もうちょっと先よ」

「薬屋だよ。バンドエイドを買っていこう」

「ああ、そっか」

　薔薇の棘がシートから飛び降りた。

「血止めくらい、しておくか」

　俺も続いてバイクから降りたところで、思い出した。

「あ、ごめん」

　薔薇の棘が振り返った。

「どうしたの？」

「あのさ」

「何よ？」

「それがさ、俺、今、バンドエイドを買うって言ったけど、バンドエイドって、いくらくらいするのかなあ？」

「さあ。あたしもよく知らないけど、それがどうしたのよ？　早く買いに行こ」

「あのさ、俺、あんまり、金、持ってねえんだ」

　ブッ。

　薔薇の棘が噴ふき出した。

「じゃ、カードで買ったら？」

「カードなんて、持ってねえよ。おまえ、持ってんのかよ？」

「もち、持ってるわよ。だって、この物ぶつ騒そうな世の中で、か弱い女が現金を持ち歩くなんて、危ないじゃない。それにさ、クレジットカードがなきゃ、プロバイダに入会できないじゃない。あんた、どうやってインターネットやってんのよ？」

「俺は、学校でコンピュータを使ってるだけで、自分用のコンピュータは持ってねえんだよ」

「へええ？」

　薔薇の棘は珍しい動物を見るような目で俺を見た。

「あんたさあ、確か、携帯電話、持ってなかったよね？」

「持ってねえよ」

「もしかして、Ｓｕｉｋａは？」

「んなもん、持ってねえよ」

「キャッハハハハ。あんたって、文明の利器を、なんにも持ってないのねえ。クレジットカードも、コンピュータも、携帯電話も。あんたってさあ……」

「なんだよ？」

「あんたって、もしかして、いまだに二〇世紀に住んでんじゃないの？　今は二一世紀なのよ。わかる？　二一世紀！」

　なんだか、惨みじめな気分だ。「んなこたあ、わかってらあ。バカにすんじゃねえ」と言いたいところだが、ここは忍耐する。もしかすると、金を出してもらわなければならないのだから。

　薔ば薇らの棘とげは、ポンと俺おれの肩を叩たたいた。

「わかった。バンドエイドはあたしが買ったげる。ついでに、今夜の晩飯もおごったげるね。さ、行こ」

　なんだか楽しそうだ。優ゆう越えつ感かんを持ったのかもしれない。ステップを踏むような足取りで薬屋にはいっていく。俺はヘルメットを脱ぎながらあとに続いた。

「すいませ───ん」

　薔薇の棘が言うと、店の奥のカウンターの向こうでオヤジが顔を上げた。

「はい、いらっしゃ……」

　そこまで言ったところで、オヤジのことばが途と切ぎれた。俺たちの姿をジロッと見て、ニタッと笑う。

「やったな？　衝しよう突とつか？　転倒か？」

「転倒です」

　俺が答えた。オヤジの顔に笑いが広がる。

「そうか。じゃ、１１０番は要いらないな。１１９番してやろうか？」

「いや、いいです。擦すり傷だけですから。あのう、バンドエイドを……」

　俺のことばをみなまで聞かず、オヤジは店の奥に振り向いて怒鳴った。

「おうい、来てみろ。おもしろいお客さんが来たぞ」

　パタパタと足音がして、白衣を着てメガネをかけたオバサンが出てきた。俺たちを見て、目を真ん丸に見開く。

「あら！」

　オヤジが説明する。

「転倒したそうだ」

　オバサンはカウンターを迂う回かいして、俺たちの方に歩いてくる。

「あらあらあらあらあらあらあらあらあらあらあらあらあらあらあらあら、大変！」

　なんだか、賑にぎやかなオバサンだ。薔薇の棘の前髪をかき上げて、額ひたいの傷に見入る。

「あらあらあらあらあらあらあらあら、かわいらしい顔に、こんな傷こさえて」

　と、その目が、キッと俺に向けられた。

「どうするつもりなの？　女の子の顔に傷を付けて、あんた、責任取れるの？」

　俺おれは思わず、タジッとなった。

「だから、あたしは、いつも言ってんのよ。バイクなんか、危ないから、やめなさいって。それなのに、うちの旦だん那なときたら、ツーリングだなんて言って、しょっちゅう出かけて、おまけに、あたしにまで、いっしょに行こうって言うのよ。あたしはね、そんなのは、絶対に付き合ってやらないの。いずれ、そのうち、事故を起こすに決まってんだから。まったく、うちの旦那ときたら、いい歳としをして…………」

　いや、そういうことを俺に言われても困るんだが。

　助け舟は、薔ば薇らの棘とげが出してくれた。

「あのう、それより……」

　オバサンがクルリと振り向く。

「あらあら、そうそう。治ち療りようしなくちゃね。さ、おいでなさい」

　オバサンは薔薇の棘の手を引いて店の奥に連れていく。去り際に、オヤジの方を向いてひとこと言っていく。

「もうひとりの方を診てあげてくださいね。加害者も怪け我がしてるみたいだから」

　オヤジは黙だまって頷うなずいた。とうとう、加害者にされてしまった。

「来いや」

　オヤジが手招きした。俺はカウンターに歩み寄る。

　カウンター越しに俺の肩の傷を診たオヤジは、ニタニタ笑いながら言った。

「ま、舐なめときゃ治るな」

　まったく、なんて言い草だ。それが、薬屋のオヤジが言うことか？

「何ccに乗ってんだ？」

「四〇〇です」

「彼女は、同級生か？」

　ほんとは彼女じゃないんだが、それを説明すると長い話になるし、それに、説明したところで信じてくれないだろう。男と女がバイクにタンデムで乗ってたら、それは誰だれが見たって恋人同士なのだ。

「あ、いえ、そうじゃないです」

　俺は話題を変える戦術に出た。

「ツーリングには、よく行くんですか？」

　オヤジは大げさに両手を広げてみせた。

「行けないよ。仕事仕事の毎日だ。もう、何年も行ってない。行きたいんだけどねえ」

「バイク歴は長いみたいですね？」

「長いこたあ、長いね。三〇年近くになるかなあ」

「じゃ、免許は？」

「限定解除だ」

「ふえええ」

　限定解除というのは、大型二輪免許のことで、つまり、どんなバイクに乗ってもいいという免許だ。見たところはダサダサのオヤジなのだが、人は見かけによらないらしい。

「じゃ、乗ってるのは七五〇ccとか？」

「一〇〇〇ccだ」

「げげっ。それじゃ、まさか、ハーレー？」

「いいや。そこまではいかない。国産だよ」

「それだって、すごいですよねえ」

「乗る暇がなきゃ意味がないさ。走り回れる君がうらやましいよ。おまけに、君には、リアシートに乗ってくれる彼女までいる。彼女とは、長いのか？」

　やれやれ、結局、その話題になるのか。

「あ、いえ、あいつとは今日が初めてで……」

「え？」

　薬屋のオヤジが目を剥むく。

「じゃ、何か？　今日、どっかでナンパしてきた女の子を後ろに乗っけて走ってたとか……」

　俺おれは慌てて否定する。

「あ、いえいえ、そんなんじゃないんですよ。あいつのことは前から知ってて……」

　嘘うそじゃあない。あの女とは、メールを通じての知り合いだったのだから。

「ただ、その、いっしょにバイクに乗ったりしたのが初めてってことで……」

「じゃ、もしかして、初めてのデートだったのか？」

　ほんとはデートなんかじゃないのだけど、それを説明しょうとしたら長い話になる。俺は、ちょっとだけ嘘をつくことにした。

「ええ、まあ、そんなところで……」

「ひょっとして、彼女、バイクに乗るのは初めてだとか……？」

「ええ。そう言ってましたよ」

「じゃあ、きっと、彼女、怖い思いをしてるだろうな」

「そりゃま、そうですよねえ。初めてバイクに乗った日に転倒なんかしたんだから」

「それだけじゃないぞ。きっと彼女は、角を曲がるたびに怖い思いをしてるはずだ」

「え？」

　オヤジはヒョイと俺に指を突きつけた。

「君は、コーナーを曲がるとき、どうしてる？」

　俺は土ど居いさんから習ったテクニックを思い出す。

「それは、まずコーナーの手前でシフトダウンして……」

「違う違う。そんな難しいことを訊きいてんじゃない。もっと初歩的なことだよ。曲がるときには、ハンドルを切るのか？」

　なんだ、そんなことか。

「あ、ああ。もちろん、そうじゃないです。そんなことしたら、コケちゃいますよ」

「そのとおりだ。バイクで曲がるときには、ハンドルを切るんじゃない。バイクを寝かせる、つまり、車体を傾けるんだ。そんなこたあ、常じよう識しきだよな」

「ええ、まあ。バイク運転の最初の一歩ですよね」

「厳げん密みつに言うと、ライダーはコーナーを曲がるときには、ふたつのことをしなきゃいけない。ハンドルを切ることと、遠心力で倒れないように車体を内側に傾けることだ。ところが、バイクってなあ、そこんところがうまくできていて、車体を傾けると、自然に前輪がそっちの方に向く、つまりハンドルが切れるようになってるんだ。だから、ライダーは、ハンドルは意識しないで、車体を傾けることだけを考えればいい。コーナーを曲がるときには、まず車体を傾けるんだ。そうすると、前輪の向きが変わって、バイクが曲がり始める」

「そうですよね」

「しかしだな、後ろに乗ってる彼女は、そのことを知ってるのかな？」

　言われてみれば、薔ば薇らの棘とげがそんなことを知っているはずがない。あいつが「交差点で曲がるときにフラフラする」と言ってたのは、そのことだったのかもしれない。

「知らないでしょうね」

「そういうことなら、きっと彼女、角を曲がるたびに怖い思いをしてるぞ」

　そんなものなのかな、と、俺おれは思った。

　奥から薔薇の棘とオバサンが出てきた。薔薇の棘は薬代を払うと言ってるが、オバサンが断っている。使った薬は売り物じゃなくて我が家の常備薬だからと。

　薔薇の棘がカウンターを回り込んでこちら側に来た。額ひたいにガーゼを当てて絆ばん創そう膏こうで止められている。他ほかにも、腕だの膝ひざだのにバンドエイドが貼はられている。なんだか痛々しい。

「ありがとうございました」

　薔薇の棘がペコリと頭を下げる。俺も頭を下げようとしたら、オヤジがヒョイと俺の腕をつかんだ。

「礼はいい。それより、ひとこと言わせろ」

　オヤジは俺を引き寄せて、耳に口を寄せ、こうささやいた。

「いいか、後ろに乗せてるのが君にとって大事な人なんだってことを忘れるな」

　誤解なのだが、しようがない。俺は「はい」と答えておいた。

　外に出ると、雨はほとんど上がっていた。

　俺がバイクにまたがると、リアシートに跳び乗った薔薇の棘が俺の背中をポンと叩たたいた。

「さあ、ぶっ飛ばそうぜ」

　俺おれは「おう」と答えたが、心の中では反対のことを考えていた。「ゆっくり行こう」と。




　結局、最後の欠席者もハズレだった。俺も、薔ば薇らの棘とげも、さほど落胆はしなかった。もともと、天てん空くうのアイを簡単に捜し出せるとは思っていない。むしろ、いきなり自殺死体に出くわすような結果にならなくて、ほっとしたという気持ちも、いくらかあった。

　山道を降りて国道に出てからは、楽な道だった。雨も完全に上がった。俺は車の流れに乗りながら、ひたすらバイクを走らせた。さすがの薔薇の棘も、疲れたのだろうか、「ＪＲの駅が見えるまでは、この道をまっすぐよ」と言ったあとは無口になった。

　三〇分あまり走ったところで、前方にＪＲらしい高架線が見えてきた。俺は声をかけた。

「おうい、どっちに行くんだあ？」

　薔薇の棘が答えるまでに、数秒の間があった。

「そうね。うちに行く前に、晩飯を仕入れて行こ。中華街に行くから、まっすぐ行って、ＪＲの下をくぐって、交差点を右に曲がって」

　ガードをくぐると野球場があった。「これが横よこ浜はま球場よ」と、薔薇の棘が教えてくれた。グルッと野球場を迂う回かいすると、左側に、いかにも中国風な門が見えてきた。「中華街」「玄げん武ぶ門もん」と書かれている。「そこ、はいっていって」と薔薇の棘が言った。

　門をくぐったが、街並みは別段変わらない。中華街というより、オフィス街みたいな感じだ。

「これが中華街なのか？」

　俺が尋ねると、薔薇の棘が説明してくれた。

「ここはまだ本格的な中華街じゃないの。もうひとつ門をくぐった所からが、ほんとの中華街よ」

　第二の門をくぐると、街並みがガラリと変わった。両側に中華料理屋やみやげ物屋が立ち並ぶ。すでに七時をかなり過ぎているのだが、人通りが多い。酔っぱらいの集団もある。俺はバイクを降りて押して歩くことにした。薔薇の棘もバイクから降りて、俺の横に並んで歩く。

「道路の方向が変わったのに気が付いた？」

「ん？　そういやあ、入り口の所が、変な五ご叉さ路ろになってたけど……」

「あのね、中国の人は、道路はきっちり東西と南北に走ってないと気が済まないみたいなの。だから、中華街の外と中は、道路の方向が違うのよ」

「ふうん。じゃ、今歩いてるこの道は……」

「そ。あたしたちは、今、真西から真東に向かって歩いてるわけ」

「へええ」

　みやげ物屋の中には、色いろ鮮あざやかな提ちよう灯ちんやチャイナドレスが飾られている。なんだか華やかな街だ。月げつ餅ペいを売る店。茶や乾物を売る店。なんだかわからない店。鳥を吊つるしてるのが窓から見える店もある。もしかすると、あれが「北京ぺキンダック」というやつだろうか？

「で、どの店で食べるのさ？」

「あんた、バッカじゃないの？」

「へ？」

　また言われてしまった。何か変なことを言ってしまったのだろうか？

「だって、晩飯にしようって、ここに来たんじゃない」

「あのね、表通りの店は高いのよ。こんな店にはいって、料理を二〜三皿頼んだら、いくら取られるって思ってんの？　言っとくけど、あたしは貧乏人なの。それにさ、自分の格好を見てみなさいよ。びしょ濡ぬれで、おまけにシャツが破れて血が出てるのよ。こんな格好で店に入れてくれると思ってんの？　あたしはね、食べていこうって言ったんじゃなくて、仕入れていこうって言ったのよ。あ、そこの道を右ね」

　路地にはいると、両側に並ぶ店の規模が小さくなった。人通りは、表通りと変わらず、多い。

「ほら、あたしがおごったげる今夜の晩飯は、あれよ」

　薔ば薇らの棘とげが指差したのは、饅まん頭じゆうの蒸し器だった。

「なんだ。ニクマンか」

　つい、言ってしまった。おごってもらう身だというのに。

「あんた、バッカじゃないの？」

　また言われてしまった。

「天下に名だたる横よこ浜はま中華街のニクマンなのよ。そこら辺のコンビニのニクマンとは違うの。いっぱい買ってこうね。今日はお昼抜きだったんだもん。ニクマンでしょ。エビチリマンでしょ。フカヒレマンでしょ。あっ、小龍包シヨウロンポウも買ってこうか。知ってる？　中にスープがはいってる饅頭なのよ」

　なんだか楽しそうだ。

「くっださ───い」

　薔薇の棘が店の人に声をかける。もともと小柄な上に、そんな風にはしゃいでいるところは、なんだか小学生みたいに見える。何がそんなに楽しいのだろうか？

　店の人が金額を言ったときには、少し驚おどろいた。なるほど、コンビニのニクマンとは、ちょっと違う。

「悪いな」

　歩き始めながら俺おれがそう言うと、薔薇の棘はでっかい目を俺に向けた。

「何が？」

「え？　いや、その、おごってもらっちゃってさ」

「いいのよ。これっくらい、なんでもないから」

「だって、貧乏人なんだろ？」

「はっは───。知らないから、そんなこと言うのよ。あのね、あたしの預金口座にいくらはいってるか、金額を見たら、ぶったまげるわよ」

「そんなに金を持ってるのか？」

「そうよ」

「じゃ、貧乏人じゃないじゃない？」

「貧乏人なのよ。あのね、あたしは、食うや食わずの貧乏人なの」

　さっぱりわけがわからない。謎なぞの多い女だ。ま、金持ちであるにせよ、貧乏人であるにせよ、女の子におごってもらうわけにはいかない。

「俺おれさ、あとで金を返しにくるよ」

「いいわよ。そんなこと、しなくったって」

「そんなわけにゃ、いかねえだろ」

「じゃ、さ、こうしようよ。今は、あたしがおごったげる。その代わり、いつか、あんたがあたしにおごってくれる。そういうことで、どう？」

「いいのか？　それで」

「いいわよ」

「いつになるか、わかんねえぞ」

「いいわよ」

　ふと見ると、ゲームセンターがあった。見み慣なれない中国風な店ばかりがある中に、一軒だけ見慣れた店があるのは、なんとなく違和感がある。

「へええ。ゲーセンもあるんだ」

「当然よ」

　薔ば薇らの棘とげが答える。

「ここはね、中国の人が日本語を知らなくても暮らせる街なの。だから、生活に必要なものは、なんだってあるのよ。八や百お屋やだって、薬局だって、本屋だって、学校だって、公園だって。カラオケボックスもあるのよ」

「ふうん。観光だけの街じゃないんだ」

「そ。宗教施設だってあるのよ。途中だから、関かん帝てい廟びよう、見ていこうか」

　交差点に出た。薔薇の棘が右を指差す。

「あっち」

　やっぱり、今の薔薇の棘は、子供みたいにはしゃいでいるように見える。何がそんなに楽しいのだろうか？

　関帝廟は……なにしろ、びしょ濡ぬれの血だらけだったので……中にはいるのは遠えん慮りよして、外から見るだけにした。いかにも「中国！」という感じの建物だ。けばけばしい色に塗られた竜が屋根の上に載っている。

　関帝廟の前を通り過ぎると、間もなく交差点に出て道路の方向が変わった。そこが、日本の中の小さな中国と、通常の日本との接点ということになる。俺おれたちは、そこでバイクに乗った。




　薔ば薇らの棘とげの家は、ＪＲのガードをくぐってしばらく行った所にあった。シャッターが下りていて、その上に折りたたみ式の赤い覆おおいがある。その造りは、どう見ても……。

「これって、ラーメン屋じゃねえのか？」

「ラーメン屋だったのよ。八年前まではね」

　二階建ての建物で、灯あかりはどこにも見えない。どうやら、誰だれもいないらしい。

　薔薇の棘は鍵かぎを使ってシャッターを開ける。

「バイクは中に入れとくといいわ」

　シャッターの向こうは、コンクリート床の何もない部屋だった。なんだか、廃はい墟きよみたいで気味が悪い。俺はバイクを押して中にはいった。薔薇の棘が灯りを点つける。

「なんにもないんだなあ」

「そ。ラーメン屋をやめたときに、全部売っぱらっちゃったからね。テーブルも、イスも、調理器具も」

　薔薇の棘がシャッターを下ろす。俺は壁かべ際ぎわまでバイクを押していってスタンドをかける。

「こっちよ」

　ヘルメットを小こ脇わきに抱えて、薔薇の棘が店の奥に行く。俺もヘルメットを脱ぎながらあとに続く。

「なんで、ラーメン屋、やめちゃったんだ？」

「死んだからよ」

（え？）

　どういうことなのか聞きたかったが、遠えん慮りよした。どういうことにせよ、人の死が楽しい思い出であるはずがない。

　店の奥にカーテンがあって、その向こうに階段があった。そこで靴を脱いで板の間に上がる。薔薇の棘はトントンッと上がっていって、四段目でピタッと止まった。片手でお尻しりを押さえて、クルリと振り向く。

「見たらパンチよ！」

（ちくしょう！　見られたくなきゃ、もっと長いスカートをはきやがれ）

　と思ったが、口では違うことを言った。

「わかった。目をつむってるから、先に上がれよ」

　軽快な足音が聞こえて、やがて薔薇の棘の声が聞こえた。

「上がってきていいよ」

　お許しが出た。俺は目を開けて階段を登る。

　上がった所は廊下になっていて、ドアが開け放たれた最初の部屋はダイニングキッチンだった。薔ば薇らの棘とげはテーブルに置いた皿の上に饅まん頭じゆうを並べている。俺おれは部屋にはいってドアを閉める。

　薔薇の棘の視線がツイと上がって、俺に向けられた。

「ねえ」

「なんだ？」

「あんたさあ、明日、どうすんの？」

「明日って…………」

　正直言って、そこまでは考えていなかった。天てん空くうのアイを捜しに来ることだって、今け朝さ、部室に行くまでは考えもしなかったことなのだ。自分でも行動に計画性のない人間だと思うが、はっきりした方針もないまま、とりあえず石いし川かわ町ちよう駅まで来て、とりあえず手近な学校に行って、とりあえず校長室に行ったら、薔薇の棘に出会った。

　なんだか、今日一日、この女に振り回され続けたような気がする。考えてみれば、そもそも俺が天空のアイを捜しに来たこと自体、薔薇の棘のメールに影えい響きようを受けてのことなのだ。

　薔薇の棘が口を開いた。

「今日、一日捜したけど、天空のアイ、見つかんなかったよね」

「ああ。そうだな」

「あたしは、明日も捜すつもり。あんたは？」

　俺がいなくなったら、明日、薔薇の棘は、電車と徒歩で欠席者の家を回ることになる。今朝、そうするつもりだったように。大変だろうが、この女なら、きっとやり遂げるだろう。でも、それにしても、能率はグンと落ちるだろう。

　薔薇の棘は、じっと俺を見ている。

　この女は、俺を頼っている…………のだと思う。たぶん。

　ひとつだけ、わかったような気がする。この女を放り出して捜索をやめちまうなんてことは、俺にはできない。

「俺も捜すつもりだ。このままじゃ、やめられないよな。天空のアイを見つけるまで、徹てつ底てい的にやろうぜ」

「良かった！」

　薔薇の棘の顔が輝かがやいた。大輪の薔薇の花のような笑顔だ。こいつは、ペンネームの付け方を間違っている。

「それじゃさ、明日、朝からふたりで捜しに行けるように、今夜は、うちに泊まっていってよ」

「え？」

　俺の心臓がトクンと跳ね上がった。どうやら、それは顔にも表れたらしい。薔薇の棘がギョロリと目を剥むいた。

「あ！」

「なんだよ？」

「あんた、今、エッチなこと、考えたでしょ？」

「そ、そんな……俺おれは……」

　うーん、まずい。

　薔ば薇らの棘とげが俺を睨にらみつける。

「言っとくけど、変なことしたら、パンチくらいじゃ済まないからね」

「わ……わかってるよ、そんなこと」

　薔薇の棘が、ツイと視線をはずした。

「そ。それなら、いいんだけど」

　俺は、なんとなくがっかりして、少しだけほっとした。俺にも、いつか、そんなときが来るのだろうが、それは今夜じゃないらしい。

「それじゃ、さ……」

　薔薇の棘が視線を俺に向けた。また、俺の心臓が跳ね上がった。俺は、いったい、なんでこんなにドギマギしているんだろう？　こんな、女らしい魅み力りよくがカケラもない女を相手にして。

「先に着替えた方がいいよね。いくら六月だからって、濡ぬれた服を着たままじゃ、風か邪ぜ引いちゃうもんね」

　それは確かに言える。俺の着ているものは、下着までびっしゃんこだ。そんな状態でバイクを飛ばしたもんだから、体がずいぶん冷えてしまっている。もし着替えられれば、ありがたい。

「あ、でも、俺が着れるような服があるのか？」

「うん。兄貴のパジャマを貸したげる。それから、今着てるのは、洗せん濯たくして乾かん燥そうしといたげるよ。そしたら、明日また着れるから」

（あ、そうか）

　俺は思い出した。薔薇の棘には、兄さんがいるんだ。今はいないけど、たぶん、そのうち帰ってくるんだ。ということは、今夜、この家にいるのは、俺と薔薇の棘のふたりだけではないということになる。未練たらしく残しておいた微かすかな期待が霧む散さんする。

　それにしても、薔薇の棘の話には、両親のことが出てこない。今も、この家に両親の姿は見当たらない。もしかしたら、いないのだろうか。さっき薔薇の棘が「死んだからよ」と言ったのは、親のことだったのかもしれない。

「あ、それともさ……」

　薔薇の棘のことばが続いている。

「先に、お風ふ呂ろにはいっちゃう？　その方がよかったら、お風呂、沸かしたげるよ」

　正直言って、風呂にはいれるというのはすごく魅力的な提案だったが、遠えん慮りよすることにした。

「あ、でも、俺、あっちこっち傷だらけで、まだ血の出てるとこもあるから……」

　薔ば薇らの棘とげの視線が、俺おれの左肩に落ちた。

「痛い？」

「痛かねえよ、こんなもん」

　もちろん、嘘うそだ。ほんとは、ズキズキ痛んでいる。単なる擦すり傷でなくて打だ撲ぼく傷しようだから、明日になったら腫はれ上がるかもしれない。

「じゃ、さ」

　薔薇の棘が言う。

「シャワーだけでも浴びる？」

「ん？　あ、そうだな」

「じゃ、おいで。お風ふ呂ろ場ばはこっちよ」

　薔薇の棘は俺の横をすり抜けてドアを開けた。




　薔薇の棘に続いてダイニングキッチンから出ようとしたとき、部屋の隅に置かれている電話機が目にはいった。

「あ、その前に……」

　薔薇の棘が振り向く。

「なあに？」

「俺、うちに電話しとくよ。電話、貸してくれる？」

「あ、いいよ。じゃ、あたし、着替えを取ってくるね」

　薔薇の棘の姿が廊下に消えた。

　俺は自宅の番号をダイヤルする。呼び出し音が七回聞こえて、電話がつながった。母の声が聞こえてくる。

「もしもし、黒くろ崎さきですが」

「あ、俺」

「あ、雄ゆうちゃん？」

　高校二年にもなって「雄ちゃん」はないんじゃないかと思う。もしかすると、俺は、三〇歳になっても、四〇歳になっても、母からは「雄ちゃん」と呼ばれるのだろうか？　なんだか、うんざりする。

「どうしたの、雄ちゃん？　あんた、昨日きのうも遅かったじゃない。学校で何かあったの？」

「あ、まあ、そんなとこ。それでさ、俺、今日は帰れないからね」

「ちょっと、雄ちゃん、あんた、何やってんの？　帰れないって、じゃ、今夜はどこに泊まるの？」

　しまった。まさか、女の子の家に泊まっていくとは言えない。電話する前に、どんな嘘をつくか、考えておけばよかった。俺は、つくづく、計画性のないやつだ。

「あ、あのさ、友達の家だよ」

「友達って、誰だれ？　同じクラスの子？」

「え？　あ、そう。そんなとこだよ」

「誰なの？」

「あ……えっと……言っても、母さんの知らないやつだよ」

　どうも、俺おれは嘘うそをつくのがヘタクソだ。ことばはつっかえるし、冷や汗は流れるし。

「さっき、藤ふじ島しま君から電話があったわよ。あんたがうちに帰ったかどうか確かめにね」

　俺の額ひたいに冷や汗がタラリと流れる。

　危ない危ない。もしうっかり藤島の名前なんか出してたら、嘘バレバレになるところだった。でも、おかげでうまい嘘を思いついた。

「あ、そうそう、藤島も心配してんだよ。実はさ、仲間の中に落ち込んでるやつがいてさ、みんなで励ましてやろうってことで……」

「そう？　だいじょうぶなの？」

「あ、まあ、なんとか。そんなわけでさ、今日はこっちに泊まってくね」

「あんた、ご飯はちゃんと食べたの？」

「あ、これからだよ。じゃ、切るね」

　俺は大急ぎで電話を切った。長く話していると嘘がばれそうだったから。受話器を握っていた手を見ると、汗でビショビショになっていた。

　気け配はいに気づいて振り返ると、薔ば薇らの棘とげが、俺のための着替えを両手でささげ持って立っていた。なんか、奇妙な表情を浮かべて、俺を見ている。

「あ、あのさ、おふくろだったんだよ。今日はこっちに泊まるって言っておいたから」

「そ」

　薔薇の棘は素っ気なく答えた。

「シャワー、浴びる？」

「あ、うん」

「こっちよ」

　なんだか、急に不ふ機き嫌げんになったみたいだ。なんで不機嫌になったのか、わけがわからない。やっぱり、変なやつだ。




　浴室はダイニングキッチンの向かいだった。ついでに言うと、その隣となりがトイレだった。俺の家と同じような構造だ。

　中にはいってみると、脱衣所に洗面台があって乾かん燥そう機き付きの洗せん濯たく機きが置かれていることまで同じだった。たぶん、どの家も、配管の都合で、こんな風な配置になっているのだろう。

「シャワーの使い方、わかる？　説明しようか？」

　薔ば薇らの棘とげがそう言ったが、俺おれは断った。たぶん、道具の使い方だって似たようなものだろう。

「じゃ、タオルと着替えはここに置いとくね。脱いだ服はそっちの籠かごに入れといてちょうだい。あとでまとめて洗せん濯たくするから」

　薔薇の棘は、そう言って、浴室から出ていった。

　裸になって風ふ呂ろ場ばにはいり、温かいシャワーを頭から浴びると、傷口にはビンビン染みるが、体から疲れが一気に抜けていくようだった。俺は、つい、オジンみたいなセリフを言ってしまった。

「ああ、極楽、極楽」

　シャワーを終えて、薔薇の棘が用意してくれた着替えを着てみると、パンツもパジャマもダブダブだった。どうも、薔薇の棘の兄さんは、かなり体格がいいらしい。




　トントン。

　いちおう、ノックする。相手は、いちおう、女の子なのだから。

「どうぞ」

　薔薇の棘の声が聞こえた。

　ダイニングキッチンにはいってみると、薔薇の棘はテーブルの上にモバイルを置いて作業中だった。

「どう？」

　俺は訊きいてみた。

「ダメ」

　薔薇の棘は首を横に振った。

「アイちゃんからメールは来てないわ。手がかりになるような情報もなし。今ね、アイちゃん宛あてのメールを作ってるとこ。あ、それから、掲示板に、あんた宛での伝言があったわよ」

「ふうん。誰だれから？　なんて？」

　俺は薔薇の棘の後ろに回りこんで肩越しにモバイルのディスプレイを見る。薔薇の棘がマウスを操作して掲示板を表に出した。

「ほら、これ。『ブラックナイトへ。連絡せよ。末すえ摘つむ花はな』って」

「ああ……」

　そういえば、ＩＴ研究部には連絡していなかった。みんな、俺の捜索がどうなったか、知りたがっているだろう。土ど居いさんには、明日もバイクを借りると言っておかなくちやいけない。

「ねえ」

　振り向くと、薔薇の棘のでっかい目と視線が合った。

「この『末摘む花』って、あんたんとこのＩＴ研究部の部員で、女の子でしょ？」

「そうだよ」

「よく、談話室にメールを載せてるよね？」

「ほとんど毎日だな」

「美人なの？」

「まあね」

「どれくらい？」

「七〇点ってとこかな」

「この子のメールを見ると、ときどき、彼がいるみたいなことを書いてるよね？」

「いるらしいね。俺おれは、会ったことないけど」

「あんたじゃないの？」

「残念ながら」

「そ」

　薔ば薇らの棘とげが立ち上がった。

「あたしも、シャワー、浴びてくるね」

「ああ」

　俺は一歩引いて、薔薇の棘のために道を空けた。

「メールを作ってる途中だから、スクラップスはこのままにしておくね。使いたきゃ、自由に使っていいわよ」

　俺は、最初にこのモバイルを見たときのことを思い出した。

「あ、でもさ……」

「何よ？」

「このモバイル、スクラップスってさ、声紋を照合してるんだよな。俺の声じゃ、反応しねえんじゃねえのか？」

　薔薇の棘の顔に笑みが浮かんだ。

「あ、あれね。あれはね、嘘うそなの」

「え？」

「あのね、スクラップスって試作品だって言ったでしょ。だから、未完成なのよ。システムとしては声紋を照合して本人にしか応答しないことになってんだけど、実際には声紋の照合なんて、してないのよ。具体的に言うと、システムは声紋照合のソフトを呼び出すんだけど、声紋照合ソフトの中身は空っぽで、ただ『ＯＫ』を出すだけなの。だから、誰だれでも動かせるのよ」

「なんだ」

　少しだけ、がっかりした。

「えっと……」

　薔薇の棘が室内を見回す。

「電話は、勝手に使っていいわよ。テレビは、見たきゃ、勝手につけて。冷蔵庫の中の飲み物は、出して飲んでもいいわよ。ろくなものははいってないけど。ただし、ビールはダメ。ビールは、あたしのじゃなくて、兄貴のだからね。温かいお茶がよけりゃ、ポットにお湯がはいってるからね。さっき買った饅まん頭じゆうは、ラップにくるんでレンジに入れてあるの。あとで温めて食べられるようにね」

「わかった」

「あたしがもどってくるまで待っててね。先にレンジから出して食べたりしちゃ、ダメよ」

「わかったよ」

「先に食べたりしたら、パンチだからね」

「わかったってば」

「じゃね」

　薔ば薇らの棘とげはくるりと振り返って部屋から出ていった。

　俺おれは薔薇の棘が座っていたイスに腰を下ろした。しげしげとスクラップスの画面を見る。画面構成は、基本的にはウィンドウズに似ているが、少し違う。

　俺はヘッドホンを付けて、マイクに呼びかけてみた。

「スクラップス」

　ディスプレイの真ん中にアニメの女の子が現れた。

「はあい、なんでしょうかあ？」

「アプリケーションは、何があるんだ？」

「はあい、画面に表示しましょうか？　音声で言いましょうか？」

「音声で頼む」

「わっかりましたあ。ええっと、できますものは、インターネット、メール、電話、エディタ、日程表、カリキュレータ、カレンダー、時計……」

「カリキュレータを頼む」

「はあい、承知いったしましたあ」

　画面の隅に電卓みたいな絵が出た。

「ご入力をどうぞう」

「入力は、マウスなのか？　キーボードなのか？　音声なのか？」

「はあい、スクラップスのカリキュレータは、どれでもできますう」

　う───ん。よくできている。まるで、人間の女の子と話しているみたいだ。試しに、簡単な足し算を音声入力してみた。

「１足す５は？」

　画面に数式が現れて答えが出た。同時に、音声でも答えが出力される。

「答えは、６でえす」

　今度は、難しい問題を出してみる。

「７の三乗根は？」

　返答が返ってきた。

「ごめんなさあい。スクラップスのカリキュレータは、その計算は、できませえん」

　アニメの女の子が頭を掻かく。ポリポリ。

　う───ん。つくづく、よくできている。

　風ふ呂ろ場ばから洗せん濯たく機きの音が聞こえてきた。ということは、たぶん、風呂場で着ているものを脱いだ薔ば薇らの棘とげが、それを俺おれのといっしょに洗濯機に入れて、回したのだろう。俺は、つい、その姿を頭の中に思い浮かべてしまった。ごめん、薔薇の棘。

　やがて、シャワーの音が聞こえてきた。俺は、なるべく想像しないようにする。

「スクラップス」

「はあい？」

「カリキュレータを終了」

「わっかりましたあ。カリキュレータを終了しまあす」

　電卓みたいな絵が消えた。

　俺が千ち葉ばに電話をかけようと立ち上がりかけたとき、シャッターを開ける音が聞こえてきた。きっと、薔薇の棘の兄さんが帰ってきたのだろう。俺は、電話はあとでかけることにして、イスに座り直した。

　シャッターが閉まる音がして、靴音が聞こえて、階段を登ってくる音がした。

　ガチャリと、ダイニングキッチンの扉が開いた。現れたのは、メガネをかけたインテリ風の男。顔立ちが、薔薇の棘と似ているといえば似ている。ただし、こちらは、かなり体格がいい。俺が今着ているパジャマがピッタリだろう。兄にしては歳としを食っているようにも見えるが、父親にしては若すぎる。きっとこの人が兄さんだろう。

「あの、初めまして」

「あ、えっと、君は……空き巣……じゃ……ないよね？」

「あ、俺、黒くろ崎さきといいます。あの、妹さんの知り合いで……」

「唯ゆいの？　そう。えっと、妹は……？」

「今、シャワーを浴びてます」

「あ、そう、そういうことなんだ」

　兄さんは、その場にカバンを置いて、俺をしげしげと見つめた。

「いやあ、その……あいつも、いつまでも子供じゃないんだから、いつか、そういう日が来るかもしれないとは思っていたんだけど、まさか、こんなに突然、その日が来るとは……」

　どうも、また、誤解されているらしい。
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　事情を説明すると、お兄さんはすぐにわかってくれた。天てん空くうのアイの奇妙なメールについては、お兄さんも知っていた。昨夜、薔ば薇らの棘とげから相談を持ちかけられたらしい。

「ふうん、そうか。一日走り回って、成果なしだったか」

「そうなんですよ。ま、明日もやってみますけどね」

「まあ、あとで相談することにしよう。僕も、何か知恵を出せるかもしれない。相談は三人揃そろってからの方がいいだろうね。先に、僕も着替えてシャワーを浴びてくることにする。それでいいね？」

「ええ」

「それじゃ」

　お兄さんはカバンを持って部屋を出て行った。風ふ呂ろ場ばのドア越しに兄と妹が会話を交わすのが聞こえてくる。

　俺おれは千ち葉ばの携帯に電話をかけた。五回目のコールで、千葉が出た。

『はい。千葉です』

「あ、俺、黒くろ崎さきだよ」

『黒崎君？　あんた、今、どこにいるの？　かかってきた番号、０４５だったよ。０４５ったら、横よこ浜はまよね。こんな時間に、まだ天空のアイを捜してんの？』

「あ、いや、今日はもう終わりにしたんだけどね、見つからなかったから、今日はこっちに泊まって、明日も捜すことにしたんだよ」

『ふうん、がんばるねえ。で、何かわかったの？』

「全然。ふたつの高校と欠席してる生徒一五人の家を回ったけど、全部ハズレ。成果ゼロだよ。そっちはどう？　ホームページには、なんにも載ってなかったけど」

『うん。こっちはね、公開捜査に踏み切ったの』

「公開捜査？」

『そう。天てん空くうのアイって、うちのホームページに毎日のようにメールを送ってくるくらいメール好きでしょ。だから、他ほかのホームページにもメールを送ってるんじゃないかって考えたの。でね、うちと似たような感じのホームページを選んで、協力してくれるように頼むメールを送ったの』

「反応、あった？」

『あったあった。大当たりよ。むっつのホームページから問い合わせがあって、説明したら、みんな協力してくれることになった。天空のアイについて何か知ってるって情報はひとつもなかったけど、天空のアイから来たメールを送ってくれたわ。すごい数よ。全部合わせたら、一〇〇〇通を超えるんじゃないかな』

「すごいじゃない」

『明日は、みんなで必死になってメールを読むことになりそう。ちょっと、うんざりよね』

「あははは。ま、がんばってよ」

『うん。がんばる。何かわかったら伝言板に出しとくから、小まめにチェックしてね』

「わかった」

『それからさ、一通、脅迫のメールが来たのよ』

「脅迫？」

『そう。びっくりしたわよ。メールを開けたら、いきなりウィンドウがひとつ開いて、真っ赤な字ででかでかと「天空のアイから手を引け。詮せん索さくは死を招く」って表示されたんだもん』

「へぇぇ。ずいぶん手の込んだ脅迫メールだな」

『そうよ。かなりコンピュータに詳しいやつの仕業ね』

「なんなんだろうな？」

『わかんないわよ、そんなこと。脅迫のメールには、詳しいことはなんにも書いてないの』

「イタズラかな？」

『だといいんだけどね。でさ、そんなわけだから、あんたも、いちおう注意してね』

「あ、俺おれは平気だよ。だって、俺が天空のアイを捜しに来たことは、俺たち以外には誰だれも知らないんだから」

『ううん、それが、そうでもないの。今日の昼休みに、また天空のアイ宛あてのメールを作って談話室に載せたの。その中にね、ブラックナイトが捜しに行ったって、書いちゃったのよ。そのときには、脅迫状が来るなんて、思ってもみなかったから。だから、あんたが捜しに行ってることは、脅迫してきたやつにも知られてるの。ごめんね』

「そうか。でも、それって結果論だもんな」

『そうなのよね』

「で、どうするんだ？　天てん空くうのアイから手を引くのか？」

『バカ言わないでよ。土ど居いさんなんか、脅迫状が来たことで、かえって熱心になっちゃったみたい。こうなったら、なにがなんでも捜し出してやろうって』

「そうか。俺おれも、やめるつもりはない」

　ドアが開いて、薔ば薇らの棘とげがはいってきた。子供が着るような、かわいらしいピンクのパジャマを着ている。いや、もしかしたら、サイズからいって、ほんとに子供用なのかもしれない。俺と目を交わしてから、レンジの方に行く。

『そう。がんばってね。でも、気を付けてね』

「わかった。そうするよ」

『土居さんには、わたしから言っておくね。バイクは明日も黒くろ崎さき君が使うって』

「ああ。頼むよ」

　薔薇の棘がレンジのスイッチを入れる。

『それからさ、これからは定期的に連絡を入れてくれない？　何かあったらまずいから』

「わかった。昼休みに一回、放課後に一回、電話を入れるよ」

『頼むね』

「わかった。じゃあな」

『じゃあね』

　俺は電話を切った。薔薇の棘が振り向く。

「末すえ摘つむ花はな？」

「そう。みんな心配してるから、定期的に連絡を入れろってさ」

　脅迫メールのことは、取りあえず言わないことにした。それは、お兄さんが相談に加わってからでいいだろう。同じ話を二度したくないし、それに、飯の前にするような話じゃない。

「腹減ったよう」

　俺がそう言うと、薔薇の棘の顔が笑顔になった。顔の前で人差し指をチッチッチッと振る。

「あと五分待つのだ、腹ペコオオカミ君。その前にコーヒーを淹いれるから、それでも飲んでてくれたまえ」

「ニクマンにコーヒーか？」

「そっか。ジャスミン茶の方がいいかな？　中国風に言うと茉ま莉り花か茶ちや。ウーロン茶にジャスミンの花を混ぜてあるのよ」

「そんなのがあるのか？」

「淹いれるときの香りがいいのよねえ。ちょっと待っててね。目の前で淹れたげるから」




　ラップの包みを解くと湯気が上がった。いい匂においがする。よく見ると、饅まん頭じゆうの大きさがてんで不揃ふぞろいだ。

「なんか、大きさがデタラメだな」

　俺おれが言うと、薔ば薇らの棘とげが笑った。

「あのさ、饅頭って、中身によって材料費が違うじゃない。でね、お店によって、やり方がふたつあんのよ。大きさをみんな同じにして値段をそれぞれ変える店と、値段を同じにして大きさを変える店」

「ふうん。じゃ、あの店は……」

「そ。値段を同じにして大きさを変えてんのよね。だから、ほら、ニクマンなんて、こんなに大きい」

　薔薇の棘がひとつ取り上げる。なるほど大きい。女の子なら、これひとつで満腹になるかもしれない。

　薔薇の棘が手で饅頭をふたつに割る。

「はい」

　と言って、片方を突き出した。

「いいのか？」

　そう言いながら受け取る。

「何が？」

「だってさ、大きさがずいぶん違うぜ。おまえのより俺のの方がずっと大きいじゃねえか」

「いいのよ」

　薔薇の棘が自分のを口に運ぶ。ひと口かじって、噛かみながら言う。

「今日は、ずいぶんこき使っちゃったから、体力つけてもらわなくちゃ」

「あのさ」

　俺も饅頭にかじりつく。なるほど、コンビニのニクマンとは、味も香りも違う。俺はグルメじゃないからうまく表現できないが、いろんな食材が混ざった複雑な味といったところだ。

「言っとくけど、俺はおまえに使われてるんじゃねえぞ」

「ふうん」

　薔薇の棘が視線を上に向ける。

「そりゃそうよね。給料払ってないもんね」

「そういう問題じゃねえだろ」

　薔薇の棘の眼球がグルンと回って俺に向けられた。

「ねえ」

「なんだよ？」

「あんたは、なんで、学校をサボってまで、天てん空くうのアイを捜しに来たの？」

「なんでったって……」

　そんな風にあらためて訊きかれると、困ってしまう。「なんとなく」なんていうんじゃ、答えにならないだろう。「人が死ぬかもしれないのに、放っちゃおけねぇ」とか言えばかっこいいのだろうが、薔ば薇らの棘とげの大きな目で見られていると、余計な見み栄えは張りたくないという気分になる。うまい答えが見つからないので、答える代わりに切り返すことにした。

「そう言うおまえは、なんでなんだよ？」

「あたし？」

　薔薇の棘は視線を上に向けて考える。グルングルンと、よく動く目だ。

「あたしはね…………なんでなんだろう…………ね？」

　そうらみろ。おまえだって、うまく説明できないだろう。

「なんて言うかさ、あたしとアイちゃんって、話してて……って、そうか……直接じゃないけど、メールで話してて、話がかみ合うのよね」

　薔薇の棘は、考えながら、話しながら、食べる。器用な女だ。俺おれは、食べるのに専念する。

「アイちゃんって、ほら、なんでも聞きたがるじゃない？　あたしは、ほら、どんどんしゃべっちゃう方でさ。で、アイちゃんとしゃべってると……ああ、つまり、メールのやり取りをしてると……なんとなく、妹と話してるみたいで…………って、もちろん、あたしには妹なんていないから、ほんとの妹ってのがどんなのかはわかんないんだけどね、でも、もし妹がいたら、こんな感じなんじゃないかなって…………」

　薔薇の棘の目が俺に向けられた。

「で、あんたは、なんでなの？」

「あ、俺も、そんなとこだよ」

　とっさに思いついた答えだったが、薔薇の棘は納得しなかったようだ。

「それだけ？」

　薔薇の棘は饅まん頭じゆうをほおばりながら、じっと俺を見る。

「他ほかに、何があるってのさ？」

「たとえばさ、天空のアイって、もしかしたら、すっごい美人なのかも……」

「バカ言ってんじゃねえよ。そんなんじゃねえよ」

「ほんとに？」

　そんな風に訊かれると、自分でも自信がなくなってしまう。もしかすると、俺の心の奥底には、そういう気持ちもあったのかもしれない。でも、そこまで考えるとなると、それはたぶん、俺自身にもわからない、心理学の問題になってしまうだろう。

「なんにせよだ」

　俺おれはニクマンの最後のひとかけを口に押し込む。

「これだけは言っとくぞ。俺はおまえに使われているんじゃない。自分の意思で行動してるんだ。俺が何をするかは、俺が決める」

「そ。じゃ、さ」

　薔ば薇らの棘とげが二個目の饅まん頭じゆうを取り上げた。

「あたしとしては、次に食べるのはチャーシューマンにしようと思うんだけど、あんたの意思はどうなの？」

「あ、それは、えっと……………………任せるよ」

　薔薇の棘が笑った。

「じゃ、チャーシューマンに決定ね」

　薔薇の棘が饅頭をふたつに割る。やっぱり、俺の方が大きい。




　俺と薔薇の棘の夕食は、なんだかママゴトみたいな雰囲気で進行した。薔薇の棘が各種の饅頭を一個ずつ買ってきていたので、そのひとつひとつを分け合って食べた。ニクマン、チャーシューマン、フカヒレマン、エビチリマン。

　最後は小龍包シヨウロンポウだった。これだけは、中身が液体なので、分けて食べるというわけにはいかない。小さいのが六個あった。薔薇の棘はひとつ食べただけで「満腹。もう食べられない」と言ったので、残りは全部俺が食べた。少し、いや、かなり、食べ過ぎたかもしれない。

　薔薇の棘は、食事の間じゅう、子供みたいにはしゃいでいて、俺が食べるのを楽しそうに見ていた。




　食後のジャスミン茶を飲んでいるところに、薔薇の棘のお兄さんがタオルで頭を拭ふきながらはいってきた。

「楽しそうだな？」

　薔薇の棘が立ち上がった。

「あ、紹介するね。もう知ってるかもしんないけど」

　俺も立ち上がった。

「こっちが、あたしの不ふ肖しようの兄貴。三〇歳にもなって独身。もしかしたら、女に興きよう味みがないのかもね。ま、女にしか興味がない男よりはマシかもしんないけど。大学で講師をやってて、研究のタイトルは『人工知能』なんだって。名前は『あらかわしゅん』よ。『しゅん』は俊敏の俊ね。言っとくけど、この人の前で『荒あら川かわ浚しゆん渫せつ工事』って言ったら、パンチが来るからね」

　なるほど、薔薇の棘の脳天にパンチが下りた。

　ゴツン。

　あんまり痛くはなさそうだ。薔薇の棘が平然と紹介を続ける。

「こっちが、黒くろ崎さき雄ゆう一いち君。天てん空くうのアイのメールに出てたブラックナイトよ。あたしたちはお互いにペンネームで呼び合ってるから、兄貴もペンネームで呼んだげて」

　お兄さんがペコリと頭を下げる。

「よろしく。ブラックナイト君」

　俺おれもつられて頭を下げる。

「あ、あの、よろしく」

「それでさ……」

　薔ば薇らの棘とげが三倍速モードで今日一日の報告を始めた。お兄さんは手近なイスに腰かけて、自分でジャスミン茶を淹いれる。

「まず、マフラーをして駅前に立ったんだけど、全然ハズレ。二時間半も待ったのに……」

　薔薇の棘の話は淀よどみなく続く。

　お兄さんは妹の話を黙だまって聞きながら、ときどき相あい槌づちを打つ。ついでに髪にヘアリキッドをすり込んでドライヤーを当てる。どうやら、かなり、こういう訓練を受けているみたいだ。俺は、ジャスミン茶の香りを楽しみながら今日一日を振り返る。長い一日だった。もし、毎日がこんな風だったら、人生が五倍くらいになるだろう。

　壁かべにかけられた時計の長針が一八〇度ほど回ったところで、やっと薔薇の棘の話が終わりに近づいた。

「だからさ、あたしは、今夜は天空のアイに宛あてたメールを送って、それで終わりにするけど、明日も天空のアイを捜すつもり。『学校はどうするんだ？』なんて言っても、ムダだからね。この間題が終わるまでは、学校なんて、行く気、ないからね」

　ようやく、薔薇の棘の話が終わった。

　お兄さんの目が俺に向けられた。

「君の意見は？」

　俺はチラリと薔薇の棘を見た。

「あ、たぶん、妹さんは、止めてもムダでしょうね」

　お兄さんがコクリと頷うなずく。

「そうだろうね」

「俺も、止めてもムダです。あ、それから、さっき、ＩＴ研究部の部員と電話で話をしたんですけど……」

　俺は、千ち葉ばから聞いたことを話した。

「脅迫状？」

　と、お兄さんが言った。

「脅迫状？」

　と、薔薇の棘が言った。

「いちおう、用心した方がいいな」

　と、お兄さんが言った。

「なんだか、おもしろくなってきたわね」

　と、薔ば薇らの棘とげが言った。やっぱり、こいつは……精神構造は……男に違いない。

「ところで……」

　お兄さんが言った。

「こうなると、僕も、黙だまって見ているわけにはいかないな。僕も、それなりに調べてみようと思うんだが、どうだろう？」

　それは、俺おれに向かって放たれた質問だった。

「あ、もちろん、それは、ありがたいことですね」

「それじゃ、その脅迫メールと、今までに天てん空くうのアイから来たメールを、全部、僕の方に転送してくれないかな？　たぶん、僕には僕なりの調べ方ができると思うから」

　俺は一秒だけ考えて了承した。この人なら信用できるだろう。

　俺は千ち葉ばに二度目の電話をかけた。事情を説明して、お兄さんの研究室のメールアドレスを伝える。俺が電話している間に、薔薇の棘はモバイルに打ち込みを始めた。たぶん、天空のアイ宛あてのメールの続きを書いているのだろう。

「伝えときましたよ。明日の朝、メールを転送するそうです」

　俺が電話を切りながらそう言うと、薔薇の棘のお兄さんは、コクンと頷うなずいて立ち上がった。テーブルを回り込んで薔薇の棘の背後に寄り、モバイルのディスプレイを覗のぞき込む。

「これが、今夜、天空のアイに送るメールか？」

「わっ！　見るな！　バカ！」

　反射的に薔薇の棘がモバイルを閉じる。

「女の子のメールを見るなんて、悪趣味あくしゆみだぞ！」

「だって、どうせこれはホームページの談話室に公開するメールなんだろ？」

「だからって、書いてる途中で見られるのは、やなの！」

　薔薇の棘がモバイルを抱えて立ち上がった。

「もう遅いから、あたし、自分の部屋に行くね」

　それは俺に向かって発せられたことばだった。俺が答える。

「ああ、お休み」

「夜中に忍び込んできたらパンチだからね」

「ああ、行かねえよ」

「明日もコキ使ったげるから、早く寝なさいね」

　俺は、薔薇の棘に使われてるのじゃ、ないのだが……。

「ああ、そうするよ」

「じゃね。お休み」

　薔ば薇らの棘とげがパタパタと部屋から出ていく。お兄さんが頭を掻かく。

「嫌われちまったな」

　俺おれが苦笑する。

「いつも、あんな風なんですか？」

「いや」

　お兄さんが首を横に振る。

「いつもより、ずっと上じよう機き嫌げんだ」




　お兄さんと俺がイスに腰かけた。男ふたりが取り残された部屋に、なんだか気まずい沈ちん黙もくが流れる。俺は、なんとか話題を捜そうとした。

「あっ、そうだ。あのモバイル、すごいソフトがはいってますね？」

　お兄さんがにっこり笑った。

「ああ。スクラップスのことだね？」

「あれって、お兄さんが作ったものなんでしょ？」

「いや。僕も多少は手を貸してるけど、あれは研究室の学生たちが遊びで作ってるものだよ。四年ほど前から作り始めて、うちの研究室に来る学生たちが代々引き継いで発展させている」

「へえええ。すごいですねえ」

　ほんとにすごい。学生ということは、俺より数歳年上なだけだ。はたして、俺は、数年後には、あんなものを作れるようになるのだろうか？

「あれって、やっぱり人工知能なんですか？」

「いや。それには、ほど遠いね。ボキャブラリーがわりと豊富で、そこからランダムに選んだことばを使ってるから、かなり自然な会話みたいに聞こえるだろうけど、しょせん、決まった入力に対して決まった応答をしているに過ぎない」

「あの、画面に出てくる女の子のアニメは……？」

　お兄さんが苦笑する。

「あれは学生たちの趣しゆ味みだよ。市販のゲームソフトからパクッたらしい。ついでに言うと、『スクラップス』っていうのは、僕の上司に当たる教授の命名だよ。『オズの魔ま法ほう使つかい』という物語に出てくる人形の女の子の名前だそうだ」

「あれって、ウィンドウズじゃないですよね？」

「リナックスだよ」

（ああ！）

　と、俺は納得した。リナックスについては、そういうものがあるということを知っているだけで、見たのはこれが初めてだった。

「リナックスについては、知ってる？」

「いえ、あんまり」

　俺おれは正直に答えた。

「俺たちが使ってるのは、ウィンドウズですから」

　お兄さんが頷うなずく。

「もし、君が、将来コンピュータ関係の仕事に就くつもりだったら、リナックスも知っといた方がいいかもしれないね。もしかすると、近い将来、日本でもリナックスが主流になるかもしれない」

「確か、あれって、個人が作ったんですよね？」

「そのとおり。ウィンドウズやマックＯＳは企業が作ったソフトだから、使うにはお金を払わなければいけない。ところが、リナックスはそうじゃないんだ。最初にカーネルと呼ばれる核になる部分を作ったのはリーナス・トーバルズという人で、当時まだ学生だった。それがインターネットに公開されて、たくさんの人がそこに手を加えて、充実したシステムに仕上げていった。そういう風にしてできあがったものだから、誰だれも著作権を持っていない。だから、お金を払う必要がない」

「でも、店で売ってるのもありますよね？」

「うん。誰でも自由に使えるから、企業が使って商品化してもかまわない。それに、僕たちの研究室で学生たちがやってるように、勝手に改造してもかまわない」

　俺は、薔ば薇らの棘とげがモバイルのはいったショルダーバッグを大事そうに抱えている姿を、心の中に思い浮かべた。

「妹さん、あのモバイルを、すっごく大事にしてますよ」

　お兄さんが笑う。

「そうなの？」

「そりゃ、もう、すっごく。お兄さんと妹さんって仲いいんですねえ。なんか、うらやましいなあ。俺って、兄弟、いないから」

「そうでもないんだよ。それより、君たちこそ、仲良さそうじゃないか？　気に入ったかな、僕の妹？」

　まずい。話題がそっちの方に行くのは避さけなければ。

「そういやあ……」

　俺は、なんとか話題をひねり出す。

「妹さん、お兄さんのことを『ずるいから嫌いだ』って言ってましたけど……？」

「ああ、そのことか……」

　お兄さんが眉まゆをひそめる。

「あいつは、そう言うんだよ」

「どういうことなんです？」

「暗い話になるよ」

　お兄さんが立ち上がった。冷蔵庫から氷を取り出し、ペールに入れてテーブルに置く。棚からウィスキーの瓶を下ろし、食器戸棚からグラスを取り出す。グラスはふたつ。なんだか、ヤバいことになりそうだ。

　お兄さんが話し始めた。

「今から八年ほど前の朝、国道一号線で事故があった。カーブを曲がりきれずにセンターラインからはみ出したトラックと乗用車の正面衝しよう突とつ。重症を負ったトラックの運転手の血液からは、かなりの濃のう度どのアルコールが検出された。当人は酒酔い運転じゃないと主張したが、前の夜に浴びるほど飲んだ酒が、まだ全然抜けてなかったんだ。乗用車の方には、ラーメン屋を営む夫婦が乗っていた。材料を仕入れに行くところだった。乗用車は大破し、夫婦は即死した。それが、僕たちの両親だった」

　お兄さんが腰を下ろし、グラスに氷を入れる。カランとグラスが鳴る。

「当時、僕は大学院生。妹は小学生だった。えっと、三年生だったかな。そんなわけで、僕は、両親との思い出をたくさん持っているが、妹は、あまり持っていない。だから、妹は言うんだよ。『自分だけ思い出をたくさん持ってるなんて、兄貴はずるい』ってね」

　グラスにウィスキーを注ぐ。トクトクトクと独特の音がする。

「妹さんは、ご両親から、かわいがってもらえなかったんですか？」

「とんでもない。歳としを取ってからできた子供だったもんだから、そりゃあもう、かわいがられたさ。『目の中に入れても痛くない』ってのは、ああいうのを言うんだ。ただね、本人が、それを、あんまり憶おぼえていないんだよ」

　お兄さんがグラスを取り上げて、俺おれの前に突き出す。ヤバい。

「あ、あの、俺、酒は……」

「もちろん、未成年者に酒は勧めないよ」

　お兄さんは、そう言いながら、俺の前にグラスを置いた。ウィスキーの匂においが漂う。

「君に頼みがある」

「あ、えっと、なんですか？」

「できれば、妹の前で両親の話はしないでほしい。そういう話を聞くのは、あいつにとって、かなりつらいことなんだ」

　俺は、さっき、母に電話したときの薔ば薇らの棘とげの奇妙な表情を思い出した。言われてみれば、あれは、つらさをこらえていたのかもしれない。そういえば、必死に歯を食いしばっているような表情だった。悪いことをしてしまったようだ。

「わかりました。気をつけます」

　お兄さんが、グラスをカランと振ってからひと口飲み、話を続ける。

「そんなわけで、僕と妹は両親を失った。で、それ以来、妹は泣かない子になった」

　俺おれは薔ば薇らの棘とげのことばを思い出した。

「そういやあ、そんなことを言ってましたけど、ほんとなんですか？　全然泣いたことがないって」

「少なくとも、僕の見てる前じゃ、泣いたことはないね」

「どうして？」

「約束したからだよ。さっき言ったように、両親が死んだとき、妹はまだ小学生だった。そこで、埼さい玉たまに住む叔お父じの家に引き取って育てようという話が出たんだ。当時、僕はまだ大学院生だったから、妹の面倒を見るのは難しかった。でも、この提案は、妹が強硬に拒絶したんだ。『絶対、兄ちゃんといっしょに、この家に住む』ってね。叔父夫婦が妹を説得したんだけど、その時に叔父の言ったことがマズかった。『唯ゆいちゃんみたいな泣き虫がいっしょに住んでると、お兄さんに迷惑がかかるから』と、言っちゃったんだ。それに対して、妹が言い返した。『絶対に迷惑はかけない。あたし、強い子になる。これからは何があっても泣かない子になる』とね。あのとき、叔父を睨にらみつけた妹の目、すごかったなあ」

「ふうん」

　俺はグラスを手に取って、お兄さんの真ま似ねをして、振ってみた。氷がカランと音を立てる。

「で、それ以来……？」

「うん。それ以来、あいつは、本当に、泣かない子になってしまった」

　お兄さんは、ため息をついてから、こう、つぶやいた。

「意地っ張りめ」

　お兄さんが自分のグラスに二杯目のウィスキーを注ぐ。

「迷惑をかけないって約束も守ってる。食事も洗せん濯たくも何もかも、あいつは自分でやっている」

「へええ」

　俺は感心した。

「自分で食事を作ってるんですか？」

「いいや」

　お兄さんが苦笑した。

「全部外食だ。僕は、あんまり家庭的な人間じゃないんだよ。実際、味み噌そ汁しるの作り方も知らない。毎日、朝飯抜きで家を出て、三食全部、外で食べて、夜遅く帰ってくる。ま、飯を作る時間もないんだけどね。妹も、食事は全部、外で済ませる」

「それじゃ、お金が大変でしょう？」

「金は、あるんだよ。両親が死んだとき、この家以外には財産はあんまりなかったけど、保険金が下りた。それに、事故の責任は全面的にトラックの方にあったから、賠ばい償しよう金きんもはいった。僕と妹は、その金を二等分した。だから、妹の預金口座には、君が見たらびっくりするような金額がはいってるんだよ」

「はあ、そうなんですか？　でも、妹さん、自分じゃ、貧乏人だって言ってましたよ」

「貧乏人なんだよ。妹は、僕に迷惑をかけないという約束をした。経済的な面でも、その約束を守っているんだ。確かに、今、妹は金を持っている。でも、妹が学校を卒業して社会人になるには、あと何年かかるだろう？　妹は、大学を出てコンピュータ技術者になるつもりらしい。そうなると、少なくとも、あと六年くらいは必要だ。妹は、その間、その金で食いつなぐつもりなんだ。入学金や授業料も、全部、そこから払うつもりなんだよ。だから、それを計算すると、けっして裕福じゃないってことになる」

「どれくらい、かかるんでしょうね？」

「うまく公立の大学に入学できたらいいんだけど、私立の大学にはいって高い入学金を払うことになったら、ちょっと、ヤバいことになるだろうね」

　俺おれは、さっき払った饅まん頭じゆうの値段を思い出した。

「すいません」

「何が？」

「俺、今日、妹さんの貴重な金を、ずいぶん使わせちゃいました」

「いいさ」

　お兄さんが二杯目のウィスキーを飲み干す。俺も真ま似ねをして口を付けてみた。ひと口含むと、アルコールの匂においが口の中に満ち、鼻に抜けていく。すごい刺激だ。ロックはキツい。

「僕としちゃぁ……」

　お兄さんが三杯目のウィスキーを注ぐ。氷が解けて小さくなっているので、ほとんどストレートに近い。

「妹の銀行預金なんて、さっさとなくなってくれりゃあいいと思ってる。そしたら、あいつは、僕を頼ってくれるかもしれない」

　俺は口の中のウィスキーを飲み下した。

「頼らないんですか？」

　俺はふた口目を口に含む。

「いっさい頼らない。僕と妹は、同じ家に住んでいるだけで、まるで他人と同じだ。いっしょに食事することすら、休日以外には、ほとんどない。君は、気がついただろうか？　今夜の妹が、やけにハイになっていたことに」

　俺はふたロ目を飲み下して答える。

「いつもあんな風じゃないんですか？」

「今夜のあいつは、はしゃぎまくってたよ。なぜだか、わかるかい？」

「さあ……」

　俺はグラスを口に運ぶ。

　お兄さんがギョロリと俺おれを見た。なるほど、兄妹だけあって、似たところがある。

「それは、たぶん、今夜はいっしょに食事する相手がいたからだと思うよ」

　そんなものなんだろうか？　俺も、最近は朝食をひとりで取ることが多い。確かに、味気ないような気がしないでもない。薔ば薇らの棘とげの場合は、小学生の頃ころから、ずっとひとりで食事してきたのだ。もしかすると、そのせいで、あんなに痩やせているのだろうか？　まさか、そんな。

「僕は、ときどき、恐ろしくなる」

　お兄さんの話が続く。なんだか、愚ぐ痴ちっぽい口調になってきている。酔っぱらってきたのだろうか。

「妹は、確かに強い子だ。でも、僕には、その強さが、パンパンに張り詰めた風船みたいな強さに思えるんだよ。いつか、そのうち、パチンとはじけ散るような気がする。張り詰めた気持ちの上に成り立っている人格が一気に崩ほう壊かいしてしまうような。そのときが来るのが、僕には恐ろしい」

　なんだか、聞くのが怖いような話になってしまった。話題を変えよう。

「ところで……」

「ん？」

「妹さん、ほんとにコンピュータ技術者になりたいって思ってるんですか？」

　お兄さんが目を上げた。

「当人はそう言ってるけど、どうして？」

「妹さん、ほんとは、お兄さんと同じ大学に行きたいだけじゃないんですか？」

　お兄さんが苦笑する。

「どうして、そう思うのさ？」

「いえ、ただ、なんとなく」

「深読みしすぎじゃないの？」

「人工知能の研究をしてるそうですね？」

「僕？」

「ええ」

「僕の研究はね、鉄腕アトムを作ることだよ」

　お兄さんの目がキラッと輝かがやいたように見えた。

「鉄腕アトムは、知ってるかい？」

「ええ、まあ、名前くらいは。日本で最初のテレビアニメでしょ？」

「そう。二〇世紀の中頃ごろに作られた日本最初のアニメによると、天てん馬ま博士という人が交通事故で死んだ息子に似せて作ったロボットが鉄腕アトムで、人間の男の子の姿をしていて、自分の意思で行動し、空を飛び、一〇万馬力の怪力で悪いやつらをやっつけることになっている。その誕たん生じよう日びは、二〇〇三年四月七日だ」

「へええ」

　知らなかった。

「過ぎちゃいましたね」

「そのとおり。二〇〇三年四月七日はすでに過ぎたが、鉄腕アトムは、まだ出現していない」

「どうしちゃったんでしょうね？」

「難しいからだよ。残念ながら、科学の進歩は作者の手て塚づか治おさ虫むさんが予想したほど早くはなかった。これは僕の恩師であり今の上司でもある教授の持論なんだけど、鉄腕アトムが鉄腕アトムであるための条件は、みっつある。そのうちふたつはすでに達成されたが、みっつ目が難しくて、いまだに解決していないのだよ」

　なんだか、難しい話になっていきそうな予感がする。俺おれはグラスを口に運ぶ。

「みっつの条件とは、何か？　まず、鉄腕アトムは、人間の姿をしている。つまり、外形が条件になるわけだ。次に、鉄腕アトムは、人間と同じことができる。つまり、機能だ。アニメの中では一〇万馬力の力があって空も飛べることになってるけど、そこまでの能力は必ずしも必要じゃない。重要なのは、人間と同じことができるということだ。最後に、鉄腕アトムは、自分で考えて行動する。つまり、自我を持っているわけだ」

　やっぱり、この人は薔ば薇らの棘とげのお兄さんだ。三倍速とまではいかないが、滔とう々とうと話し始めた。

「二〇世紀の初頭、ロボットと呼ばれるものが作られた。それは、人間に似た形をした機械だった。動きとしては、手を上げたり目を動かしたりするだけの簡単なものだった。つまり、みっつの条件のうちの外形だけを満たすものだったんだ」

　気がつくと、俺のグラスは空になっていた。なんだか、フラフラする。酔っぱらったのだろうか？　薔薇の棘のお兄さんの顔が二重に見える。

「次に、いわゆる産業用ロボットが出現した。これは、工場の中で、ペンキを塗ったり、溶接をしたりするものだ。つまり、みっつの条件のうち、機能を満たしていることになる。人間と同じ仕事ができる機械、それが、産業用ロボットだ。そして、これらのロボットは、第二の条件を満たす代わりに、第一の条件を捨てていた。つまり、産業用ロボットは、人間に似た外形をしていない」

　壁かべや天井がグルグル回り始めた。

「僕は、二一世紀には、実際に鉄腕アトムが出現すると思う。ただし、それは、みっつの条件のうち、最後のものを満たす機械になるだろうと思うんだ。つまり、自我を持つ機械ということになる。そして、その条件が満たされるなら、第一の条件も、第二の条件も、問題にされなくなるだろうと考えている。僕の考えでは、二一世紀の世界に実際に出現する鉄腕アトムは、男の子の形をしていないし、空を飛ぶこともない。それは、コンピュータの中で動くソフトウェアとして出現するだろうと考えている」

　目を開けているのが、つらくなってきた。
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『天てん空くうのアイちゃんへ




　いいこと聞かせたげる。あのね、ブラックナイトって、バイクの運転が、もっのすごくへタクソなのよ。交差点じゃフラフラするし、前で止まったタクシーに追突しそうになるし。後ろに乗ってて、怖いったらありゃしない。それでも、横よこ浜はま市内を走ってるうちは、まだましだったのよ。雨も降ってなかったしね。川かわ崎さきを出てからは最悪。雨が降ってきてびしょ濡ぬれになっちゃったし、もともとへタな運転がますます危なっかしくなるし。でさ、とうとう、鎌かま倉くらの山の中を走ってる最中にコケちゃったわ。おかげで、あたしのおでこには、でっかい絆ばん創そう膏こう。美人が台なしじゃない。

　そのくせ、言うことはいっちょ前なのよ。「肩をつかむな。腰に腕を回してつかまれ」なんちゃって。腰に腕を回せなんて、花も恥じらう一六歳の乙女おとめに言うことじゃないよね。




　アイちゃん。

　あたしは、今け朝さ、約束どおり、赤いマフラーをして駅前に立った。でも、あんたは声をかけてくれなかった。だから、あたしは、あんたを捜しに行ったの。ブラックナイトとふたりでバイクに乗って、一日がかりで、ふたつの高校と一五軒の家を回ったわ。横浜から、川崎、藤ふじ沢さわ鎌倉と走り回った。でも、あんたは見つからなかった。あんた、いったい、どこにいるの？

　あたしは絶対に諦あきらめない。あたしの兄貴も、調べてくれることになったわ。あたしの兄貴って、めっちゃ優秀なのよ。だからきっと手がかりをつかんでくれると思うの。あたしは、明日も駅前に立つつもりよ。明日は、もっとハデにやるつもり。だから、あたしを見たら声をかけてちょうだい。

　あたしは、あんたに会うためなら、どこにでも行く。だから、教えてちょうだい、どこにいるのか。

　言っとくけど、あたしが会いに行くまで、死んじゃダメよ。

　お願いね。





薔ば薇らの棘とげ』






「起っきろう！」

　でっかい声が耳元で聞こえた。目を開けると、薔薇の棘のでっかい目が俺おれの目の前にあった。

「うわっ。脅かすなよ」

　俺は見知らぬ部屋の見知らぬベッドに寝ていた。窓が明るい。朝らしい。

「今、何時なんだ？」

「六時半よ」

「ふえええ。もっかい寝かせろ」

　目を閉じると、頭にパンチが来た。

　ゴツン。

　マジ痛い。なんてやつだ、いきなりパンチを出すなんて。頭が悪くなったら、どうしてくれるんだ？

「この野郎！」

　俺はガバと上体を起こして薔薇の棘につかみかかった。

「キャハハハハハ」

　笑いながら薔薇の棘がよける。

「夕べは何時まで起きてたのよ？」

「さあね」

　実際のところ、よくわからない。鉄腕アトムの話をしたことまでは憶おぼえているのだが、その後どうしたのか、さっぱり思い出せない。今いる部屋に来たことも、ベッドにはいったことも、全然記き憶おくがない。

「ほら、急いで着替えて。すぐに出かけるからね」

　薔薇の棘が、俺のシャツとズボンとパンツと靴下をベッドの上に投げて寄こした。薔薇の棘のおでこのガーゼと絆ばん創そう膏こうが痛々しい。ただし、昨日きのうよりは少し小さくなっている。

「どこに行くんだ？　こんな時間に」

「行けばわかるわよって、キャッ、何すんのよ、このバカ。あたしの見てる前でパジャマを脱ぐんじゃないわよ！」

「急がせといて、何言ってんだよ。見たくなきゃ、向こう向いてろ」

　薔ば薇らの棘とげが向こうを向いた。

「破れたとこ、直しといてあげたからね」

　見ると、シャツの左肩、かぎ裂きになっている所が、ホッチキスで止めてある。これが女のすることか？

　パジャマの上着を脱いでから、俺おれはベッドを降りた。向こうを向いているといっても、同じ部屋に女がいる状態で素っ裸になるのは、なんとなく落ち着かない気分だ。俺は大急ぎで服を着替えた。

「着替えたぜ」

　俺がそう言うと、薔薇の棘が振り返った。

「よし、ついといで」

　薔薇の棘は先に立ってスタスタ歩いていく。階段を下りて靴を履はく。

「バイク、動かして」

　薔薇の棘が、シャッターを開けながら、当然のことといった調子で命令した。ちくしょう、俺はお抱えの運転手じゃないぞ。




　外は陽光が眩まぶしかった。昨日とはうって変わって、雲ひとつない青空だ。今日は暑くなりそうだ。

　目的地には五分ほどで着いた。二メートルほどの高さの塀。その向こうの三階建ての建物。これは、どう見ても……。

「学校か？　こんな時間じゃ、まだ生徒も先生も来てないぜ」

「だからいいのよ。それにね、この学校には、生徒は来ないの。この学校に来るのは、児童なのよ」

「小学校なのか？」

　そういえば、校庭の隅にジャングルジムが見える。

「そ。あそこにあるのが体育館。あれの近くで停とめてちょうだい」

（へいへい、わかりました。お客さん、メーターは一五〇〇円でござい）

　心の中でつぶやきながら、俺はバイクを停めた。

「エンジンはかけっ放しにしといてちょうだい。ヘルメットもかぶったままでいいわ。すぐに逃げられるようにね」

　おいおい。何をする気なんだ？

　薔ば薇らの棘とげは、スクラップスのはいったショルダーバッグをバイクの傍そばに置く。

「さ、行くわよ」

　薔薇の棘は塀に向かって助走をつけ、「ヤア！」と跳び上がって塀にぶら下がった。そのまま懸けん垂すいの要領で体を持ち上げ、右足を上げて塀の上にかけ……ようとした……が……届かない。中途半端な姿勢のまま、ジタバタともがく。

「おうい」

　俺おれが声をかける。

「おまえ、ひょっとして、塀を乗り越えようとしてるのか？」

　薔薇の棘がもがきながら答える。

「そうよ。わかってんなら手伝ってよ」

「押し上げてやろうか？」

「お願い」

「でも、そんなことしたら、パンツ、見えちゃうぞ」

「見たらパンチよ」

　面倒な女だ。俺は……なるべく上を見ないようにしながら……薔薇の棘の左足をつかんで押し上げてやった。薔薇の棘が右足を塀の上にかけ、体を持ち上げて塀の上に腹ばいになって俺に振り向く。

「あんたも、早く」

「でもさ、俺の体は、誰だれが押し上げてくれるんだ？」

「男でしょ？　自分で上がんなさいよ」

　まったく自分勝手なやつだ。

　薔薇の棘の姿が塀の向こうに消えた。俺は一〇歩ばかり助走をつけて跳び、一気に体を引き上げて塀を越えた。

「こっちよ」

　薔薇の棘が駆け出す。俺があとに続く。薔薇の棘は体育館の横の窓の前で止まった。

「この窓の向こうが用具室なのよ」

「ふうん。よく知ってるな」

「だって、四年前まで、ここに通ってたんだもん。学級委員をやってたから、道具を取りにきたこともあるのよ」

「おまえが学級委員？」

「そ。成せい績せき優秀で品行方正だったからね」

　前半は信じてもいいが、後半は信じられない。

「で、どうすんだ？　たぶん、窓には鍵かぎがかかってんぞ」

「鍵はね……」

　薔ば薇らの棘とげが窓に手をかけた。窓は、簡単に開いた。

「壊こわれてんのよ」

　薔薇の棘が窓から忍び込む。

「あんたは、ここで見張ってて」

「了解」

　俺おれは窓に身を寄せて姿勢を低くする。中でゴソゴソ音がして、やがて薔薇の棘がもどってきた。手に持っているのは、ハンドマイクとプラカード。プラカードは、運動会の行進のときに先頭の子が持つようなものだ。俺は薔薇の棘が窓から出るのに手を貸してやり、窓を閉めた。

「ずらかるよ」

　薔薇の棘が駆け出す。ああ、とうとう、俺は、犯罪者になってしまったらしい。

　薔薇の棘は塀に向かって立ち、こう言った。

「持ち上げて」

「おまえを？」

「そうよ。自力で上がるのはムリだって、さっきわかったから」

「体に触ったからって、パンチはなしだぞ」

「変なとこに触んなきゃね」

　俺はラグビーのタックルの要領で薔薇の棘の両りよう脚あしを抱え、一気に持ち上げた。あきれるほど軽い。薔薇の棘は収しゆう穫かく物を塀の向こうに投げ落としてから、塀に手をかけて乗り越えていった。俺も塀を越える。

「キャッハハハハ。やったね。大成功」

　薔薇の棘が笑った。

「何が大成功だよ。これじゃ、泥どろ棒ぼうじゃねえか」

「あとで返しとくわよ。しばらく借りるだけ。バレやしないって。今、何時？」

　俺は腕時計を見た。

「そろそろ七時」

「よし。駅に直行しよう」

　薔薇の棘がショルダーバッグと収穫物を抱えてリアシートに乗った。




「皆さん。あたしたちは、ひとりの女の子を捜しています。でも、あたしたちは、その子の本当の名前を知りません。住所も電話番号もわかりません。なぜなら、その子とあたしたちは、インターネットのメールによる付き合いだからです。あたしたちが知っているのは、天てん空くうのアイというペンネームと、おそらく、この駅を利用して通学している高校一年生または二年生だろうということだけです。あたしたちが、その、天空のアイというペンネームの女の子を捜すのには、緊きん急きゆうのわけがあります。それは、一昨日、あたしたちが天空のアイから受け取ったメールに、その子が自殺しようとしているのではないかと思われる内容が…………」

　駅前にハンドマイクを通した薔ば薇らの棘とげの声が響ひびく。これが、薔薇の棘が考えた今け朝さの作戦だった。天てん空くうのアイが声をかけてくるのを待つだけでなく、広く情報の提供を呼びかけること。

　通行人の大部分は、俺おれたちをチラッと見て先を急ぐ。たまに、立ち止まって薔薇の棘の話に耳を傾ける人や、俺が持つプラカードに目を走らせる人がいる。俺のプラカードには、「天空のアイを捜しています」ということばと、ＩＴ研究部のホームページ・アドレスが書かれている。一度、警けい官かんが自転車で通りかかったが、しばらく話を聞いたあと、何も言わずに通り過ぎていった。

　こうやって立っているのは、なんとなく恥ずかしい。通る人のほとんどが、チラッとであれ、ジロジロとであれ、俺たちを見ていく。薔薇の棘は、そんなことは気にも留めず、滔とう々とうと話し続ける。たいしたものだと感心してしまう。

　結局、俺たちは九時過ぎまで駅前でねばったが、情報提供は皆無だった。今日も、天空のアイが声をかけてくることはなかった。

　俺たちは朝食を摂とるために近くのハンバーガーショップにはいった。薔薇の棘が注文の列に並んで、俺はトイレに行く。

　トイレから出ると、奥のテーブルでヘッドホンを付けた薔薇の棘が手を振った。テーブルの上にはモバイルが開かれている。その傍らのトレイにはハンバーガーが山盛り。

「どれがいい？　チーズバーガーとベーコンエッグバーガーとフィレオフィッシュとチリドッグ。それとも、夕べみたいに、ひとつひとつを分け合って食べる？」

「よしてくれよ」

　反射的に俺は答えた。どんなにラブラブのカップルだって、そんなことはやっていない。

　通りがかった店員が、チラッと俺を見た。薔薇の棘がヒラヒラと手を振る。

「あ、この人はね、あたしの彼とか、そういうんじゃないからね」

　店員が笑って立ち去る。

「顔見知りなのか？」

　俺は薔薇の棘の向かいの席に腰を下ろしながら尋ねた。

「そうよ。朝ごはんは、ほとんど毎日、この店だから」

　昨夜のお兄さんの話を思い出した。ハンバーガーショップでひとりで摂る朝食、それが、薔薇の棘の日常なのだ。俺は、つい、薔薇の棘の小さな体に目を走らせてしまった。

「おまえ、栄養が偏ってんじゃねえの？」

「そんなことないわよ。あたしだって、毎日考えてんのよ。カルシウムを取るにはチーズバーガーでしょ。不飽和脂肪酸はフィレオフィッシュ。ビタミンＡはポークカツサンド。ビタミンＣと食物繊せん維いはグリーンサラダ。それに、ほら……」

　俺の前にグラスを突き出す。

「ミルクだって欠かさない」

「ミルクねえ」

　どうやら、ミルクを飲むと体が大きくなるというＣＭは、少し割り引きして見た方がよさそうだ。

「で、どうなんだ？」

　俺おれはモバイルに視線を向ける。こちらからではディスプレイは見えない。薔ば薇らの棘とげもモバイルに視線を向けながら答える。

「ダメ。天てん空くうのアイからはメールは来てないわ。天空のアイ宛あてのメールはあるけどね」

　俺は自分のグラスを手に取った。薔薇の棘が選んだ飲み物は、ふたりともアイスミルクだった。俺としてはコーヒーの方がよかったのだが、おごってもらう身なので、わがままは言えない。

　俺は薔薇の棘の隣となりに席を移してディスプレイを見た。なるほど、画面に天空のアイ宛てのメールが出ている。そのうち一通は、薔薇の棘が、昨夜、送ったものだった。ぎゃっ！　なんてこった。バイクで転倒したことまで書いてある。おしゃべり女め。

「さ、早いとこ朝ごはんを済ませて、アイちゃんを捜しにいこ」

　薔薇の棘がハンバーガーの包みをひとつ手に取った。俺も、ひとつ取る。開けてみたら、チーズバーガーだった。

　今日は、どの学校に行っても、ガードマンはすんなり通してくれたし、校長も協力的だった。どうやら、学校関係者の間で、俺たちのことは、かなり話題になっているらしい。少なくとも、この点では、今け朝さの労力はムダにはならなかった。

　四っつの高校を回って、二二人の名前と住所を教えてもらった。いったん薔薇の棘の自宅に寄ってハンドマイクとプラカードを置いてから、欠席者の家庭訪問に取りかかった。

　昨日と同じく、近い所から回っていく。出発が早かったので、午前中だけで八人を回ることができた。晴れ上がった空の下を行くツーリングは快適そのものだし、薔薇の棘も少しバイクに慣れてきたようだ。俺は、思う存分……ただし、スピード違反でひっかからない程度に……バイクを飛ばした。が、今日も天空のアイは見つからない。訪問した生徒は、すべてハズレだった。

　捜索がサクサク進むのは嬉うれしいが、欠席者の名めい簿ぼの残りが少なくなっていくことには不安を覚える。もし、この名簿が全部ハズレだったら、「石いし川かわ町ちよう駅の近くの高校の欠席者」という薔薇の棘の予想ははずれたことになり、俺たちは捜索方法を考え直さなければならない。

　八人目の訪問を終えたところで一二時を過ぎた。俺は飯を食いながらモバイルを広げられる店を捜しながら走ったが、どの店も混んでいて、結局、サンドイッチと缶コーヒーを買って公園で食べることにした。

　名前も知らない公園のベンチに並んで腰を下ろし、俺おれはサンドイッチの袋を開き、薔ば薇らの棘とげは膝ひざの上にモバイルを開く。一〇メートルほど向こうの道路を車が走っていることを無視すれば、なんとなくハイキングみたいな気分でもある。俺は缶コーヒーを開けて薔薇の棘に渡す。薔薇の棘は、昨日と同じように片方のイアーパッドを俺に寄こし、次々にコマンドを音声入力する。

「画面表示オン」

「インターネットに接続」

「ＩＴ研究部を検索」

　そのたびにスクラップスがかわいらしい声で答える。声だけを聞いていると、ふたりの女が会話しているように聞こえる。

「おい、山やま田だ君、こんな所で、何してるんだ？」

　ふいに声が聞こえて、俺の背中が叩たたかれた。

（え？　山田君って、なんだ？）

　振り向くと、いかにもサラリーマンといった服装の男が笑って立っていた。ずいぶん背の高い男だ。と、俺の顔を見て、男の表情が変わる。

「あっ。こりゃ失礼。人違いだったよ。いやあ、後ろ姿がよく似てたもんで」

　男が軽く手を上げる。

「失敬、失敬」

　男はくるりと振り返って立ち去っていった。

「なんなの？　あれ？」

　薔薇の棘の声が聞こえた。俺は去っていく男を見ながら答える。

「人違いだってさ」

「そうね。そう言ってたよね。でもさ……」

「でも……何さ？」

「あれって、なんとなく、わざとらしくなかった？」

「ああ。俺も、そう思う」

　嫌いやな予感がする。道路の方へ歩いていくその男は、背が高いだけでなく肩幅も広い。背中を叩かれた感じでは、かなり力が強そうだった。

「わお！」

　薔薇の棘が声を上げた。俺が振り向く。薔薇の棘はモバイルのディスプレイに見入っている。

「来てるよ！　アイちゃんからのメール！」

「え？」

　俺もディスプレイを覗のぞき込む。

　来ていた。天てん空くうのアイからのメールが。

『はあい、アイちゃんでえす。




　また、皆さんのメールを読むことができました。アイちゃんとっても嬉うれしいです。

　最近、推進剤を節約するために、姿勢制御をサボってるんです。そのために、ときどき、談話室に来れなくなっちゃいます。もしかしたら、最終処分の決定が下るまで談話室に来ることができないかもしれないので、昨日、あんなメールを送りました。でも、今日は超ラッキー。うまくアンテナを東京に向けることができました。おかげで、このメールを送ることができます。やったね！




　心配かけちゃったみたいですね。ごめんなさい。




　安やす川かわ麻ま呂ろさん、あったかい励ましのメール、ありがとうございます。

　ウルトラザウルスさん、やっぱり、オチがないと、らしくありません。だから、次のメールでは……アイちゃんがそれを読めるかどうかはわかりませんが……オチを付けてくださいね。

　ＩＴ研究部の皆さん、アイちゃんのことは心配しないでください。アイちゃんは、お風ふ呂ろ場ばで手首を切ったりはしません。ただ、もう寿命が尽きてるし、変なウイルスに侵されているので、処分の対象になってるんです。

　薔ば薇らの棘とげさん、ブラックナイトさん、おふたりが、そんなラブラブな関係だとは知りませんでした。めっちゃうらやましい。

　薔薇の棘さん、ごめんなさい。アイちゃんは、駅前であなたを見ても、声をかけることはできません。アイちゃんは、こんな形でしか、薔薇の棘さんとお話できないんです。どうか、アイちゃんを捜さないでください。




　お別れのことばは、昨日言ったから、今日は言いません。また、ここに来れるといいな。





天てん空くうのアイ』






「何？　これ」

　薔薇の棘がつぶやいた。

「なんだろう？」

　俺おれも、そう言うしかなかった。推進剤？　姿勢制御？　最終処分？　ウイルス？　いったい、なんのことだろう？

（あっ、いけねえ）

　俺おれは思い出した。昼休みに連絡を入れると、千ち葉ばと約束していたのだ。腕時計を見ると、昼休みが終わるまでに、あと九分しかない。

「悪い、薔ば薇らの棘とげ、俺に電話かけさせてくれねえか？」

　薔薇の棘が振り向く。

「ＩＴ研究部？」

「そう。昼休みに連絡を入れる約束になってんだ。それに、向こうじゃ、もうちょっと情報がはいってるかもしれねえ」

「そうね」

　薔薇の棘がマイクに語りかける。

「スクラップス、インターネットとの接続を切って」

　モバイルが答える。

『わっかりましたあ。切断しまあす』

「電話をお願い。番号は……」

　薔薇の棘がマイクの付いた方のイアーパッドを俺に寄こした。俺がマイクに向かって番号を言う。

『了解しました。ダイヤルしまあす』

　ダイヤルの音が聞こえる。俺はマイクの付いた方のイアーパッドを耳に付けて、付いていない方のイアーパッドを薔薇の棘に返した。薔薇の棘が耳にかける。

　呼び出し音二回で千葉が出た。

『はい。千葉です』

　千葉の声の背景に、なんだかざわついた音が聞こえる。

「あ、俺、黒くろ崎さき」

　薔薇の棘が、俺の膝ひざの上の袋からサンドイッチをひとつ取り出して食べ始める。

『あ！　黒崎君、あんた、だいじょうぶ？　何か変なこと、起きなかった？』

　千葉の声には緊きん迫ぱくした雰囲気がある。背景のざわつきといい、部室で何か起きているようだ。

「俺はだいじょうぶだけど……どうした？　そっちで何かあったのか？」

『もう、大変なのよ。何から話したらいいか……』

「はじめっから話してみろよ」

『そ、そうね。えっとね、昼休みに部室に来て、メールをチェックしたのよ。そしたら、天てん空くうのアイからメールが来てたの』

「うん。俺も見た。なんか、わけのわかんねえメールだよな」

『そうなの。こっちも、みんな首をひねっちゃったのよ。でね、とにかくアイのメールを談話室に載っけて、みんなで議ぎ論ろんしてたのよ。そしたらね、そこにメールが届いて、開けてみたら二回目の脅迫メールだったの』

「今度は、なんて書いてあったんだ？」

『文章は前とおんなじ。だけどね、今回は、それだけじゃ済まなかったの。コンピュータが止まっちゃったのよ』

（まずい！）

　と、俺おれは思った。前回の脅迫メールでは、メールを開けたとたん、ウィンドウがひとつ開いたということだった。そんなメールを作るやつなら、メールにコンピュータウィルスを忍ばせるくらいのことはできても不ふ思し議ぎはない。

「で、どうなんだ？」

『えっとね……そうね……わたしより、藤ふじ島しま君の方がよくわかるだろうから、替わるね』

　千ち葉ばの声が途と絶だえた。部室のざわめきが聞こえる。薔ば薇らの棘とげに目を向けると、薔薇の棘も心配げにイアーパッドに聞き入っている。

　藤島が電話に出た。

『黒くろ崎さきか？』

「おう、俺だ。どうした？　ウイルスか？」

『やられた。全滅だ』

「全滅？」

『おうよ。おめえ、ＬＡＮを通して感染するウイルスなんて、聞いたことあるか？』

「ＬＡＮを通してって、それじゃ、まさか……」

『俺だって信じらんねえよ。あっという間だったぜ。千葉たちのコンピュータに脅迫文が出たと思ったら、他ほかのコンピュータにも次々と脅迫文が出た。そして、マウスもキーボードも、なんにも受け付けなくなっちまった』

「七台全部か？」

『一台残らずだ』

「コントロール、オルタネート、デリートは？」

　そのみっつのキーを同時に押すのは、コンピュータをリセットする手段だ。

『んなもん、受け付けねえよ』

「じゃ、電源を切って立ち上げ直したら？」

『それをやったら、もう、ウィンドウズも立ち上がらねえ。いきなり画面に脅迫文が出て、それっきり動かなくなっちまう』

「完かん璧ぺきだな」

『最低だぜ』

「で、どうすんだ？」

『もうちょっとやってみるけど、たぶん、フォーマットするしかねえだろな』

　フォーマットというのは、ハードディスクを何も書き込まれていない状態にもどすことだ。そうすればウイルスも消えるが、データもみんな消えてなくなる。

「じゃ、今までに作ったプログラムや、今までに来たメールは……」

『全滅だな。重要なのはＣＤに落としてあるから平気だけど、メールなんかは、たぶん、そんなことしてねえだろうな』

「そうか」

　吉よし野のや千ち葉ばの泣き顔が目に浮かぶようだ。ちくしょう。

『で、そっちはどうなんだ？　何かわかったか？』

「いいや。全然」

『そっか。がんばれよな。できりゃあさ、ついでに、脅迫メール出したやつも捜し出してくれや』

「ああ。できりゃあな」

『見つけて、ボコボコにしてやろうぜ』

「そうだな。じゃ、切るぞ」

『じゃな』

　俺おれは薔ば薇らの棘とげに目を向けた。薔薇の棘はコクンと頷うなずいてエスケープキーを押す。電話が切れた。

　俺と薔薇の棘がイアーパッドを交換する。薔薇の棘がマイクに言った。

「スクラップス、もう一本、電話よ」

『はあい。今度はどちらへ？』

「クソ兄貴」

『はあい。すてきなお兄様におかけしまあす』

　笑ってしまった。ほんとにスクラップスはボキャブラリーが豊富だ。確か、作られて四年目だということだから、歴代の学生たちがどんどんボキャブラリーを増やしてきたのだろう。

　電話がつながって、兄と妹の会話が始まる。俺はサンドイッチをかじりながら、なんとなく聞く。お兄さんは、今、教授といっしょに食事している最中らしい。薔薇の棘が、俺たちの捜索の結果や、ＩＴ研究部のコンピュータが全滅したことを報告する。

「でさ、天てん空くうのアイのこと、何かわかった？」

　話が肝かん心じんの件になった。

『おう。なんだか、変なことがわかってきたぞ』

「なあに？」

『僕は、まず、メールが送信された時刻に注目して統計を取ってみた。そうすれば、天空のアイがどんな生活をしているか、手がかりがつかめるんじゃないかと考えたのだよ』

「そっか。そういう手もあったんだ」

『ところがだ、出てきた結果は、なんだか奇妙なものだった。天空のアイがメールを送信するのは、極めて特殊な時間帯に限られていて、例外はひとつもない』

「どういうこと？」

『たとえば、今の季節でいうと、まず午前一〇時一〇分から一〇時二〇分の間。次に、午前一〇時四四分から一二時ちょうどの間。それに、午後一時三三分から一時四〇分の間。昼はこのみっつだ。もうひとつ、夜中にも同じような時間帯があって……』

「ちょっと待ってよ。天てん空くうのアイって、高校生のはずだから、そんな時間に送信なんて、できないはずよ」

『ところが、現実には、その時間帯に送信されている。しかもだ、その時間帯が毎日少しずつずれていって、一年で元にもどる。天空のアイが送信する時間帯は、夏と冬は真昼と真夜中、春と秋は朝と夕方だ』

「なんなの、それ？」

『僕にもわからなかった。でも、そのデータを見た教授が気づかれたんだよ。ちょっと待ってくれ、教授と替わるから』

　お兄さんの声が途と絶だえた。替わって、別の男の落ち着いた声がイアーパッドから流れてきた。

『初めまして、お嬢じようさん。教授を務めている安あん藤どうと申します』

「あ、は、はい。あの、初めまして」

　薔ば薇らの棘とげの口調が変わった。声まで、よそ行きの声に変わる。

「あの、兄がいつもお世話になっています。えっと、それで……」

『うむ。若い青少年諸君なら、わからなくても無理はない。最近の通信衛えい星せいはみな静止軌道上にあって、二四時間、いつでも使えるからね。最初の頃ころはそうじゃなかった。不幸なことに、わたしは歳としを取っているので、最初の頃の通信衛星を使ったテレビの報道番組を見たことがある。確か、アーリーバードとかいう人工衛星で、一九六〇年代のことだったよ。当時の通信衛星は地球のすぐ近くを回る軌道を取っていて、極めて限られた時間帯しか役に立たなかった。そして、お嬢さん、この天空のアイという人物がメールを送信する時間帯というのは、まさしく、それなのだよ。つまり、それは、地球に近い軌道を回る人工衛星が日本の上空を通過する時間帯なのだよ』

「それじゃ、アイちゃんは通信衛星を使ってメールを送ってるってことですか？」

『わたしとしては、結論を出すのは、もう少し詳しく調べてからにしたいと考えているのだよ。慌てて結論を出して失敗した経験を、嫌いやというほどたくさん持っているのでね。ところで、お嬢さん、荒あら川かわ君……あ、つまり、君のお兄さんの話では、君はコンピュータ技術者になりたいと考えているそうだが？』

「あ、ええ、まあ」

『けっこう、けっこう。荒川君の妹さんなら、きっと優秀なことだろう。残念ながら、世界の中で日本のＩＴ産業は遅れをとっている。今や、この分野では後進国になってしまったと言っていいだろう。君のような人が…………』

　教授の話が続く。どうやら、かなり話し好きな人のようだ。薔ば薇らの棘とげはサンドイッチを食べながら、時々「はあ」だの「ええ」だの、相あい槌づちを打つ。

　それにしても、妙な話だ。通信衛えい星せいなんて、普通の高校生が使えるようなものじゃないだろう。謎なぞの脅迫メールのこともあるし、いったい、天てん空くうのアイって、何者なんだろう？




　俺おれたちがサンドイッチを食べ終わって缶コーヒーを飲み干した頃ころ、やっと教授の話が終わった。薔薇の棘が電話を切って、スクラップスを閉じる。俺はゴミをまとめて持って立ち上がり、ゴミ入れを探す。そのとき、公園の傍そばの道路に停とまっている黒い車が目にはいった。前の方の窓は普通だが、後ろの方の窓はサングラスになっている。後部座席は見えないが、前部座席に乗っているのはサラリーマン風の服装のふたりの男。助手席にいるのは、さっき俺の背中を叩たたいたやつだ。運転席のやつも体が大きい。ふたりとも、格かく闘とう技ぎか何かをやっているようなタイプだ。嫌いやな予感が強まる。




　俺たちは捜索を続行した。天空のアイについて疑問が出てきたといっても、大きな手がかりが得られたわけじゃない。とりあえず、最初の計画どおり、欠席している生徒の家を回る。

　神か奈な川がわ区松まつ見み町、港こう北ほく区新しん吉よし田だ町、都つ筑づき区川かわ向むこう町、緑みどり区中なか山やま町。黒い車は、時々見えなくなったが、そんなときも、しばらくすると必ず姿を現した。偶然ではあり得ない。こんなジグザグなルートを走る用なんて、普通はないだろう。間違いなく、あいつらは俺たちを尾行しているのだ。

　三時半頃、薔薇の棘の携帯が鳴った。俺は左端に寄せてバイクを停めた。薔薇の棘が電話に出る。

「もしもし…………あ、兄貴？」

　今回はモバイルを通さず、携帯電話を直接使っているので、相手の声は俺には聞こえない。俺は道路に注意する。来た。あの黒い車だ。俺たちの横を走り抜けていき、すぐに左に寄って、五〇メートルほど先で停車した。

「え？　ほんと？　で、どこなの？」

　薔薇の棘がびっくりしたような声を上げた。振り向くと、薔薇の棘のでっかい目と視線が合った。

「そ。わかった。すぐ行く」

　薔薇の棘が電話を切った。

「お兄さん？」

「そ。天空のアイの居場所がわかったって」

「どこさ？」

「それがさ、電話じゃ説明できないから、研究室に来てくれってのよ」

「行ってみるか？」

「うん。兄貴、ずいぶん自信があるみたいな言い方だったから」

　薔ば薇らの棘とげは携帯をしまって地図を広げる。

「えっと、兄貴の大学に行くには、今いる場所がここだから……」

　薔薇の棘が地図の上の道路を指でたどる。

　俺おれは黒い車を見ながら考える。あの車に乗ってるやつらは、ただ者とは思えない。おれの背中を叩たたいたやつは武ぶ闘とう家かみたいな感じだった。そんなやつらに尾行されたままお兄さんの研究室に行ったんじゃ、もしかすると、お兄さんに迷惑がかかるようなことになるかもしれない。部に来た脅迫メールのこともあるし、ここは用心した方がよさそうだ。

　薔薇の棘が地図をしまう。

「道、わかったよ。出発しよう。まずね、この道をこのまま行って……」

「いや」

　俺は薔薇の棘のことばを遮さえぎった。

「その前に、やることができた」

「何よ？」

「前の方に、窓ガラスが黒い車が停とまってるだろ？」

「え？　あ、そうね」

「あの車、俺たちを尾行してる」

「尾行？　いつからよ？」

「俺が気づいたのは、昼飯のときだ」

「なんで、あたしに言わなかったのよ？」

「心配させたくなかったからさ」

「そ」

　薔薇の棘がリアシートから降りた。スタスタと歩き出す。俺は慌てて薔薇の棘の腕をつかんで引き止めた。

「何する気だよ？」

　薔薇の棘が振り向く。

「決まってんじゃない。とっちめて、なんで尾行するのかって訊きくのよ。もしかしたら、天てん空くうのアイのこと、何か知ってるかもしれないじゃん」

「やめとけ」

「なんでよ？」

「あいつら、たぶん、ただ者じゃない」

「何者だって平気よ。怖かないわよ」

　たいした女だ。俺おれは怖い。

「いいから、やめとけ」

「じゃ、どうすんのよ？」

「撒まく」

「撒くって？」

「尾行を振り切るんだよ」

　薔ば薇らの棘とげの目がキラッと光ったような気がした。

「それって、もしかして、カーチェイス？」

「そう。カーチェイス」

「よし。やろうぜ！」

　薔薇の棘がリアシートに跳び乗った。

「ぶっちぎってやろうぜ、ブラックナイト」

　やっぱり、こいつ、絶対に女じゃない。




「なあによう？　これえ？」

　薔薇の棘がぶーたれた。

「カーチェイスなんでしょ？　ぶっ飛ばさないの？」

「バカ言うんじゃねえよ」

　俺が答える。

「こんな事がいっぱいいる道路でかっ飛ばせっての？」

「かっこいいじゃん。センターライン越えて他ほかの車をサ───って抜いていって、交差点に突っ込んだら向こうから来た車がキキ───ってブレーキ踏んで、その寸前を片輪走行でツツ───って……」

「バカ言ってんじゃねえよ。おまえ、どんな映画見てんだ？　そんなことしたら、たちまち事故が起きるし、パトカーがすっ飛んで来らあ。それに、だいいち、向こうの車は、俺たちが逃げるつもりだとは思ってねえんだ。普通に走って油断させといて、突然、行動を起こすんだよ。で、あの車、ついて来てるか？」

「いるよ。いるいる。一、二、三、四台後ろを走ってる」

「いいか？　うまい脇わき道みちを見つけたら突然曲がるからな。いつそうなってもいいように、しっかりつかまってろよ」

「あいよ。ブラックナイト」

　やがて、前方左に、独特な造りの建物が見えてきた。

「なあ、薔薇の棘」

「何よ？」

「あれって、学校だよな？」

　薔ば薇らの棘とげが俺おれの視線を追う。

「そうみたいね」

「学校って、たいてい、正門と裏門があるよな」

「たいていね。それがどうしたのよ？」

「都合がいいってことさ」

　話している間に、学校が近づいてきた。道路に面して門があるのが見える。門は開いている。ラッキー。

「行くぞ」

　俺はシートの上で腰を浮かせる。俺の腰に回した薔薇の棘の腕に力がはいる。門に近づいたところで体を左に移動させ、思い切りステップを踏み込む。ガクンと車体がバンクして左に急カーブする。

「キャーッハッハ！　怖いよう！」

　俺にしがみつきながら薔薇の棘が叫んだ。あまり怖がっているようには聞こえない。

　バイクが門柱の間を抜けていく。俺は体勢をもどしてスロットルを開ける。バイクが加速しながら立ち上がる。

　はいった所は校庭だった。右半分はサッカー、左半分は野球をやっている。体格からみて中学生らしい。俺はサッカーと野球の間を走り抜ける。

「どうだ、車は？」

　俺が尋ねた。

「なんてことよ！　あいつ、付いてくるわよ！」

　俺はバックミラーを見た。なるほど、あの車が門からはいってくる。なんて非ひ常じよう識しきなやつらだ！

「ちくしょう！」

　校庭の向こうには校舎がある。正面の校舎と左の校舎。その間にはわずかな隙すき間まがあって渡り廊下でつながれている。よし、あそこだ。

　俺は校舎の手前で左にカーブする。野球をやってるやつらがあっけに取られて俺たちを見ている。俺は大声で怒鳴った。

「裏門はどこだ？」

　三塁手がポカンと口を開けたまま、校舎の切れ目を指差す。俺が予想したとおりだ。

「サンキュー」

　声をかけながらバックネットの後ろを駆け抜けて右にカーブを切り、渡り廊下を横断する。ここなら、狭すぎて車は通れない。行く手に裏門が見えた。

　いちおうスピードを落として裏門から出る。出会い頭の衝しよう突とつはごめんだ。出た所は人ひと気けのない裏通りだった。右に曲がってスロットルを開ける。バイクがグンと加速する。

「イヤッホー！　振り切ったぜ！」

「やったね！」

　リアシートで薔ば薇らの棘とげが声を上げて笑った。
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「お会いできて光栄に思いますよ、聡そう明めいなる青少年諸君。安あん藤どうと言います」

　教授がイスからピョンと跳び出した。たぶん、年ねん齢れいは六〇歳を超え、体重は七〇キロを超えているだろうが、そのわりには身が軽い。

「わたしの目と記き憶おくに狂いがなければ、そちらのお嬢じようさんが荒あら川かわ唯ゆいさん、そちらの若者が黒くろ崎さき雄ゆう一いち君だね。それとも、薔ば薇らの棘とげとブラックナイトと呼んだ方がいいのかな？　おふたりの間では、そう呼び合っているらしいから」

「はあ」

「えっと……」

　教授は俺おれたちの返事を待たずに手を上げてイスを勧める。その隣となりで薔薇の棘のお兄さんがにこにこ笑っている。

「さあさあ、遠えん慮りよなくかけてください。今、秘書の上うえ原はらさんがお茶を淹いれてくれるからね。いやあ、ホームページを見せてもらったよ、ブラックナイト君。ＩＴ研究部だそうだね。科学離ばなれだとか学力低下とか言われる昨今、そのような優秀な青少年諸君がいるというのは、実に心強いことだ。君も、将来はコンピュータ技術者を目指しているのかね、ブラックナイト君？」

「あ、ええ、まあ」

　ほんとはそこまで考えているわけじゃないのだが、適当に話を合わせておいた。

「なるほど。それでは、今、ここに、近い将来の日本のコンピュータ産業を担うことになる若者がふたりいることになる。そんな希望に満ちた青少年諸君と会えたというのは、わたしにとって、実に嬉うれしいことだ。そもそも、わたしの考えでは、最近の日本の青少年諸君が、学校の授業、特に科学に対して情熱を失いつつあるらしいという統計の裏には、その先に横たわる自分の将来に希望を見出みいだしにくいという極めて悲しい現実があるのではないかと思うのだよ。確かに、現状では、この国の、特に、その産業の将来には、極めて重苦しい暗雲が漂っていると言わざるを得ない。しかしながら…………」

　教授の長い話が始まった。俺おれと薔ば薇らの棘とげ、それに薔薇の棘のお兄さんは、お茶をすすりながらときどき相あい槌づちを打つ。お茶を掩いれてくれた上うえ原はらさんは、勤務時間が終わったらしく、「お先に失礼します」と言って帰っていった。ここは国立大学なので、勤めている人は公務員だということになる……のだと思う。よく知らないけど。




　黒い車を撒まいたあと、俺は念のためにわざと大回りをして大学に来た。着いたときには五時を少し過ぎていた。

　薔薇の棘が携帯でお兄さんに電話を入れ、電話をかけっぱなしにして研究室まで案内してもらった。研究室は四階建ての建物の二階にあった。ドアを開けて驚おどろいた。大学の研究室というのは学校の理科室みたいなものだろうと漠然と思っていたのだが、現実は全然違っていた。狭い部屋の中にいろんな機械が雑然と積み上げられている。教授も薔薇の棘のお兄さんも、白衣なんか着ていない。ふたりとも、サラリーマンみたいなＹシャツにネクタイだ。雰囲気としては、ＩＴ研究部の部室に、どことなく似ている。

　安あん藤どう教授は、いかにも大学教授という感じの人だ。そういえば、ノーベル賞をもらった小こ柴しば教授に似ていなくもない。ただし、しゃべり方は全然違う。こちらの教授は、淀よどみなくぺラぺラしゃべる。教授というのも教師の一種なんだろうから、しゃべるのが商売ということなのかもしれない。




　教授の話がほんの少し途と切ぎれたところで、薔薇の棘のお兄さんが割り込んでくれた。

「それはそうと、先生、肝かん心じんの話をしませんと……」

「おお。そうだそうだ。忘れとったよ。こちらに来てもらおうか、聡そう明めいなる青少年諸君。計算結果をわかりやすいようにグラフ化しておいたからね」

　教授が立ち上がって一台のコンピュータの前に行く。俺たちもお茶を飲み干してあとに続いた。

　教授がマウスを操作する。画面に縞しま模も様ようみたいなグラフが現れた。

「さて、聡明なる青少年諸君、画面に注目していただきたい。これは、天てん空くうのアイという名の少女から送られたメールを、送信された月日と時刻に注目して集計したもので、横軸が月日、縦たて軸じくが時刻、赤い点が、その日時に送信されたメールを表している。さて、そこでだ、聡明なる青少年諸君……」

　薔ば薇らの棘とげがお兄さんの袖そでを引いた。そっとお兄さんに耳打ちする。

「ねえ、あの人って、いっつもあんなしゃべり方するの？」

　お兄さんが小声で答える。

「あんなしゃべり方って？」

「ほら、お腹なかを突き出して『さて、聡そう明めいなる青少年諸君』って」

「ああ、あれは教授の口くち癖ぐせだよ。教授の講こう義ぎは、必ずこのセリフで始まる。教室じゃ、けっこう受けるんだぜ」

「ふうん。変な人」

　そんな人物評価をされていることにも気づかず、教授が話を続けている。

「このように、天てん空くうのアイからのメールは、極めて限られた時間帯にしか送信されていない。そして、そこには、明確な周期性がいくつか見られる。ひとつは、およそ一時間半の周期だ。統計的手段を使って正確に求めた周期は、一時間三九分十八秒。これは、正確に、一恒星日の十四・五分の一に相当する。この周期を見たときに、わたしはピンと来たのだよ。これは、人工衛えい星せいからの送信だと。

　さて、聡明なる青少年諸君。人工衛星には、その軌道の取り方が三種類ある。ひとつは、地球のすぐ近くを円形に近い軌道で回るもの。最初の頃ころは、人工衛星と言えば、すべてこのタイプだった。しかしながら、現在は、この軌道はあまり人気がない。最近の流行は、第二のタイプ、静止軌道だ。これは、地球の自転と同じ周期で赤道上を回る軌道だ。このタイプの衛星は、地球上から見て、常に空の一点にあるように見える。二四時間、いつでも使えるというのが特徴で、現在では、通信衛星も、放送衛星も、気象衛星も、みなこのタイプだ。第三のタイプとして、少数だが、それ以外の特殊な軌道を取る人工衛星がある。たとえば科学衛星『あけぼの』がそれで、この衛星は地球に近い所から遠い所まで調査するために、うんと細長い軌道を取った。

　ところで、ケプラーがその法則性を発見しニュートンが理論的に解明したとおり、衛星の公転半径と公転周期の間には密接な関係がある。つまり、公転周期の二乗は長軸半径の三乗に比例するのだよ。したがって、第一のタイプ、地球のすぐ近くを回る人工衛星は、みな同じような公転周期を持つことになる。それが、まさに、およそ一時間半という数値なのだよ」

　なんだか、頭が痛くなってきた。横にいる薔薇の棘に目を向けると、でっかい目と視線が合った。

「おまえ、わかるか？」

　俺が尋ねると、薔薇の棘は視線を空中に舞わせながら答えた。

「二〇パーセントくらいね」

「さて、聡明なる青少年諸君、次に、もう少し長い周期があることに注目してみよう。それは、ちょうど半日という周期だ。これが何を意味するかを考えてみよう」

　教授がマウスを操作した。画面上に世界地図が現れた。

「さて、たとえば、赤道上を回る軌道の人工衛えい星せいを考えてみよう。その場合、人工衛星の軌道を地図上に図示すれば、こうなる」

　画面の赤道上に青い点が現れて横に移動していく。あとに、まっすぐな軌跡が残される。

「ご覧らんのとおり、このタイプの衛星は、日本の上空を通過することはない。次に、赤道に対して斜めの軌道を取る衛星の場合を図示してみよう」

　教授がマウスを操作する。今度は、くねくねと曲がった線が、何本も、少しずつずれて現れた。

「このとおり、こういう軌道なら、一日に二回、衛星が日本の上空を通過する時間帯がある。ただし、それは、半日に一回という周期にはならない」

　また教授がマウスを操作する。今度は、垂直に近い線がたくさん現れた。

「これは衛星が極軌道と呼ばれる軌道を取った場合だ。極軌道とは、北極と南極の上空を通る軌道、言い換えれば、地球の自転に対して垂直に回る軌道だ。これなら、正確に半日に一回、衛星が日本上空を通過する時間帯がある。そして、これが……」

　画面上に、日本を中心とした、ちょっと歪ゆがんだ円が現れた。

「衛星が日本と交信できる範囲だ。交信範はん囲いは衛星の高度によって異なるが、これは高度を一〇〇〇キロメートルとした場合だ。この範囲内を通過するときだけ、衛星は日本と交信可能になる。そしてだ、聡そう明めいなる青少年諸君、天てん空くうのアイがメールを送信する時間帯は、まさしく、この計算結果とピタリと一致する。さらに……」

　教授がマウスを操作する。今度は画面上に一覧表が現れた。線が微妙に曲がっていて、端の方が黒くなっている。本か雑誌からスキャナで拾った画像らしい。

「これは、長なが野のに住むわたしの友人から送ってもらった、最近二〇年間の人工衛星のデータだが……」

　教授が一覧表の画像を何枚も出す。

「ご覧のとおり、おびただしい数の人工衛星が打ち上げられている。我々は、そのすべてを調べてみたが、天空のアイのメールと一致する衛星は存在しない。ただし、この一覧表には、データ欄らんが空白になっている衛星がたくさんある。それは何かといえば、データが公表されていない衛星、つまり、軍事目的の人工衛星なのだよ。また、軍事目的の衛星だという結論は、この衛星が極軌道だという事実とも符合する。つまり、北極と南極の上空を飛ぶ軌道は極軌道だけであり、南極はともかく、北極は、軍事上極めて重要なのだ」

　オホン、と、教授が咳せき払ばらいした。

「聡明なる青少年諸君、結論を言おう。我々の解析によれば、天空のアイのメールは、長軸半径七〇八二キロメートル、円に近い楕円だえんの極軌道で、北半球に遠地点を持ち、日本近辺では高度約一〇〇〇キロメートルの上空を通過する、軍事目的の人工衛えい星せいから送信されている」

　教授の話が終わった。

　短い沈ちん黙もくを破ったのは、薔ば薇らの棘とげだった。

「じゃ、天てん空くうのアイのメールは、どこかの国の軍隊に所属する人が、通信衛星代わりに軍の衛星を使ってインターネットに送信してるってことなんですか？」

　教授が腕組みする。

「うむ。それについては、荒あら川かわ君とも論ろん議ぎしてみたのだが……」

　教授がお兄さんに視線を向ける。お兄さんが口を開いた。

「その可能性は低いと思うな。まず第一に、この人工衛星は、通信衛星みたいに、単に中継用として使われているんじゃない。それだったら、交信範はん囲いがもっとずっと狭くなってしまうんだ。第二に、人工衛星の打ち上げには莫ばく大だいな費用がかかる。当然、それは国家的な事業で、たくさんの人が関かかわり、衛星の運用は厳げん重じゆうに管理されているはずだ。たぶん、個人が勝手に使うことなんて、不可能だと思うよ」

　教授が頷うなずく。

「うむ。わたしも、そう思う。むしろ、メールのやり取りをしているのは、人工衛星自身だと考えた方がつじつまが合う。それに、そう考えれば、今日、天空のアイから来たメールの意味が理解できるしね」

　俺おれと薔薇の棘が目を合わせた。このふたりは、あのメールの意味がわかるらしい。

　薔薇の棘が代表して尋ねる。

「どういうことなんです？」

「うむ。これは、長なが野のにいる友人から教えてもらったことの受け売りなんだが……」

　教授が説明を始めた。

「まず、今日のメールには、天空のアイは『もう寿命が尽きてる』と書かれている。ところが、以前に来たメールには天空のアイは『生まれてから一五年』と書かれてあった。生まれて一五年なのに、もう寿命が尽きているというのは、人間にしては奇妙なことだ。しかし、もし天空のアイが人工衛星なら当然のことなのだよ。人工衛星の寿命は、長くて一〇年だからね」

「長くて一〇年？」

　つい、驚おどろきを声に出して言ってしまった。教授が俺を見る。

「そうだよ。五年程度のものもある」

「だって、人工衛星って、摩ま擦さつのない宇宙空間を飛ぶから一度軌道に乗ったら永遠に地球の周りを回り続けるし、動力だって太陽電池だから、永久に使えるんじゃないんですか？」

　教授がニヤリと笑った。

「わたしも、長野の友人に同じことを尋ねたよ。現実は少し違うらしい。確かに、人工衛星は永久に回り続けるのだが、その軌道は一定不変というわけにはいかない。実際には少し乱れるんだ。軌道を乱す要素はいくつもある。太陽の引力、月の引力、太陽光の圧力など。軌道だけではなく、人工衛えい星せいの向きも変化する。それは修正しなければならない。軌道を修正するのを軌道制御、向きを修正するのを姿勢制御という……のだそうだ。

　軌道制御も姿勢制御も、スラスタと呼ばれる小型のロケットエンジンを使っておこなう。ロケットエンジンは推進剤を消費する。推進剤を全部使ってしまったら、人工衛星は軌道や向きを修正できなくなる。そうなったとき、人工衛星は使い物にならなくなる。つまり、寿命が来るのだよ」

「ああ」

　納得した。そういえば、今日のメールに、そんなことが書いてあった。

　教授が頷うなずく。

「うむ。今日の天てん空くうのアイのメールには、こう書かれている。『推進剤を節約するために、姿勢制御をサボってる』とな。推進剤が残り少なになった人工衛星なら、そういうこともあるかもしれない。姿勢制御をしなければ、人工衛星の向きが狂ってしまう。『うまくアンテナを東京に向けること』ができにくくなるだろうね。そうなれば、『処分の対象』になるかもしれない」

「じゃ、天空のアイは、人工衛星そのものってことですか？」

「そう考えれば、天空のアイのメールに書かれていることは、すべてつじつまが合う」

「じゃ、さ」

　薔ば薇らの棘とげが口を挟んだ。

「毎日決まった時間に石いし川かわ町ちよう駅を通るってのは？」

　教授が笑った。

「少しばかり言い回しに問題があるのを許してあげたまえ。それは、毎日決まった時刻に石川町駅の上空を通過するということだよ」

　俺おれは頭の中にその光景を思い浮かべた。通学のために石川町駅に向かって歩いていく薔薇の棘。その上空を通過する人工衛星。その間には、一〇〇〇キロメートルの高度差がある。

「じゃ、さ」

　蕎薇の棘が尋ねる。

「天空のアイは、人工衛星に積み込まれてるコンピュータ、つまり、人工知能だってこと？」

　教授が答える。

「人工知能と言えるものであるかどうかは、今のところ、なんとも言えない。もしかすると、スクラップスのような応答システムの、より複雑な形態に過ぎないのかもしれない」

「そんなことないわよ！」

　薔薇の棘が言い返す。

「アイちゃんはね、スクラップスとは全然違う。スクラップスは、こっちが何か言ったときに答えるだけだけど、アイちゃんは何にでも興きよう味みを持って、向こうからどんどん訊きいてくるのよ。メールを通じて、あたしたちといっしょに、喜んだり悲しんだりするのよ」

　教授が手を上げて薔ば薇らの棘とげを制する。

「いずれにせよ、実に興味深い。もし天てん空くうのアイが人工知能だとすれば、我々が懸けん命めいに研究していることを、一五年も前にどこかの国が成し遂げ、人工衛えい星せいに搭載したことになる。これは、ぜひとも調べてみなければならん。実は、もう手を打ってある」

「どんな？」

「うむ。先ほどから何度か話に出てきた長なが野のの友人だが、こいつがちょっと変わった男でな……」

　教授がコンピュータの前を離れて歩き始めた。俺おれたちもあとに続く。

「岡おか本もとといって、以前、この大学でわたしといっしょに教授を務めていた人物だ。本業は、わたしと同じ、コンピュータの研究なのだが、同時にアマチュアの天文学者でもあって……」

　元のテーブルの所までもどって、教授がイスに腰かける。俺たちも腰を下ろす。薔薇の棘のお兄さんが気を利かせて、お茶を淹いれ直してくれる。

「常々不満を言っておったのだよ。『東京は星が見えん。こんな所に住んでられるか』とな。で、四年前、六〇歳になったのを機会に、大学を辞めて田舎いなかに引っ越してしまった。長野県の南みなみ佐さ久く郡野の辺べ山やま。国立天文台の電波望ぼう遠えん鏡きようがあることで有名な場所だよ。目的はただひとつ、星を見るため。まったく、変わった男だ。家を買って天文台に改造したから見に来いと言うのだが、なにかと忙しくて、まだ行っていない」

　教授がお茶をすする。

「で、その男に頼んでおいたのだよ。今夜、我々が予測した時刻に、我々が予測した方向に望遠鏡を向けてくれと。それで望遠鏡が人工衛星を捉とらえることができれば、我々の仮説の少なくとも一部は正しいことが証明される。雲によって観測に障害が出たりしなければ、今夜、観測するチャンスは三回ある。一回目は、午後一〇時二七分だ」

「そ」

　薔薇の棘が立ち上がった。

「兄貴、コンピュータ、貸して」

「ん？　あ、いいよ」

　お兄さんも立ち上がった。妹を連れてコンピュータの方に行く。俺は嫌いやな予感がした。自分のモバイルを使わずにコンピュータを借りるのは、モバイルにはない機能を使うために違いない。確か、あのモバイルには、地図のソフトはなかった。

「ところで、ブラックナイト君……」

　教授が話しかけてきた。ＩＴ研究部に興味を持ったらしく、色々と質問してくる。俺は薔薇の棘が気になったが、教授を無視するわけにもいかないので、お茶をすすりながら適当に答える。

　やがて、もどってきた薔ば薇らの棘とげが、テーブルの上に一枚の紙をパンと叩たたきつけた。

（わっ）

　俺おれは心の中で悪態をついた。薔薇の棘が持ってきたのは、地図ソフトからのプリントアウトだった。現在位置から長なが野の県の南みなみ佐さ久く郡まで、道路に沿って折れ曲がった赤い線が引かれている。右端に測定結果が出ている。距離一四八・六九四キロメートル。車での所要時間三時間五四分。そして、薔薇の棘は、俺が予想したとおりのことを言った。

「行くよ、ブラックナイト」




　お兄さんは止めなかった。止めてもムダだということがわかっているからだろう。

　教授が岡おか本もとさんに電話を入れて、今夜、俺たちが行くことを説明してくれた。ついでに、岡本さんの名前と住所と電話番号と家に行くまでの道順をメモにしてくれる。

　俺は窓辺に寄って空を見上げた。この時期にしては珍しく晴れ上がっている。人工衛えい星せいを観測するには絶好の条件だ。梅つ雨ゆ時どきだということを考えれば、今夜を逃せば、次に空が晴れるのがいつになるかはわからない。

（しょうがない。行くか）

　俺は覚悟を決めた。

　ほんとは、あまり行きたくない。天てん空くうのアイを捜すという目的からいえば、長野まで行かなぐても、結果を聞かせてもらうだけで充分だ。それに、今の俺はかなり疲れている。途中で日が暮れるだろうし、この状態で四時間も走るのは、ちょっと危険だ。

　でも、薔薇の棘は、もうすっかり行く気でいる。あの女をがっかりさせるのは、つらい。

　途中で給油しておいた方がいいだろう。また薔薇の棘に貴重な預金を使わせてしまうが、やむを得ない。

　と、空から地上に下ろした俺の視界に、黒い車がはいった。後ろ半分がサングラスになっている。あの車だ。背筋がゾツと寒くなった。横よこ浜はまで撒まいたはずなのに、いったい、どうやって、ここを突き止めたのだろう？

　後部座席は見えない。前部座席にいるのはふたりの男。ひとりは、間違いなく、今日の昼、俺の背中を叩いたやつだ。今は助手席に座ってヘッドホンを付け、こっちの方を見ている。

（待てよ。俺はあいつに背中を叩かれた。そして、今、あいつはヘッドホンを付けている）

　俺の頭の中に疑惑が浮かんだ。

「薔薇の棘！」

　薔薇の棘が顔を上げた。

「何よ？」

「おれの背中を見てくれ。何か付いてねえか？」

「何かって……」

　薔ば薇らの棘とげが立ち上がって歩み寄ってくる。

「別に、汗と汚れと男臭さの他ほかには……」

　薔薇の棘の声が途と切ぎれた。その手が、俺おれのうなじのあたりに伸びてくる。

「なんなの、これ？」

　俺には見えないが、シャツの襟えりがめくり上げられたのが感触でわかる。襟が引っ張られて、何かがはずされた。

　振り返ると、薔薇の棘の手に、ごく小さな機械があった。

「襟の中、外からは見えにくい所に付いてたよ」

「ふーん」

「どれどれ？」

　お兄さんと教授も寄ってくる。

「似たようなものを、秋あき葉は原ばらで見たことがあるな」

　お兄さんが断定する。

「これは盗とう聴ちよう器きだよ」

「ちくしょう！」

　俺は薔薇の棘の手から盗聴器をもぎ取った。

　窓の外に目を向け、ヘッドホンの男を見ながら、盗聴器に向かって怒鳴りつける。

「バカヤロー！」

　ヘッドホンの男の体がビクンと動いた。ざまあ見やがれ。俺は盗聴器を床に叩たたきつけて踏み潰つぶした。

　床から目を上げて窓の外に向けると、黒い車が走り去っていくところだった。

　お兄さんが眉まゆをひそめながら薔薇の棘の肩に手を置く。

「危ないことはするなよ」

　薔薇の棘がにっこり笑う。

「おもしろそうじゃん」




　大学の近くのガソリンスタンドで燃料を補給し、ついでに傍そばの牛ぎゆう丼どん屋やで慌あわただしい夕食を摂とってから、本格的に旅立った。

　国くに立たち、日ひ野の、八はち王おう子じ。名な残ごり惜しげに西の空に漂う夏げ至し近い日の夕ゆう陽ひを追って、国道二〇号線をひたすら西に走る。高たか尾お山を過ぎ、相模さがみ湖に差しかかったところで太陽が沈んだ。さすがに疲れた。薔薇の棘も無口になった。道路が単調な箇所では注意が散漫になる。どこかで休きゆう憩けいを取らなければ。もう、転倒はごめんだ。

　大おお月つきの市街地に差しかかった所で、道端に缶コーヒーの販売機を見つけた。

「一〇分間休きゆう憩けい」

　俺おれは一方的に宣言してバイクを停とめた。

「コーヒー、買ってくるね」

　薔ば薇らの棘とげがリアシートから飛び降りた。俺はバイクを降りてスタンドを立て、道端にへたり込んだ。ついでに瞼まぶたを下ろして目を休める。

「寝ちゃったの？」

　薔薇の棘の声が聞こえた。

「いや」

　答えながら瞼を上げる。俺の目の前に薔薇の棘の目があった。

（あれ？）

　なんだか不思議な感じがした。薔薇の棘の目って、こんなに優やさしかったっけ？

「はい」

　薔薇の棘がコーヒーの缶を突き出す。

「サンキュ」

　俺が受け取ると、薔薇の棘は俺の横に腰を下ろした。ふたりでいっしょに缶を開ける。

　パカン。

「星、いっぱいあるねえ」

　薔薇の棘が言った。

「あ？　そうか？」

　俺はコーヒーをひと口飲んで空を見上げた。俺は運転で手一杯で風景や空を見る余裕なんかなかったのだが、なるほど、空じゅう星だらけだ。俺が住んでる東京とは大違いだ。俺は雑誌か何かで読んだ話を思い出した。都会で育った子供が初めて田舎いなかで夜空を見たとき、「星がいっぱいあって、気持ちが悪い」と言ったそうだ。なんとなく、その気持ちがわかるような気がした。都会の空と田舎の空は、あまりにも違いすぎるのだ。

「ねえ、北極星の見つけ方、知ってる？」

　薔薇の棘が話しかけてきた。

「えっと、どうすんだっけ？」

　何かで読んだことがあるが、憶おぼえていない。

「ほら、あそこに北ほく斗と七しち星せいがあるでしょ？」

　薔薇の棘が真上に近い空を指差した。見上げると、なるほど、北斗七星が見える。それくらいなら、俺でもわかる。

「でさ、あのななつの星の、いちばん端っこのふたつ……あ、柄ひ杓しやくの柄えの方じゃなくて水を汲くむ方ね……そのふたつの星から直線を延ばして、えっと、何倍するんだっけかな……」

　俺は、つい、笑ってしまった。

「なんだよ？　ずいぶんいい加減なんだな？」

「だって、しょうがないじゃん。あたしの住んでる所からじゃ、こんなにはっきり星が見えることはないんだから。見えるのは一等星と二等星、それに、せいぜい見えて三等星ってとこなんだもん。特に北の方はダメ。あんたん家ちの方じゃ、どうなの？」

　どうなのって訊きかれても、よくわからない。そういうことを意い識しきして空を見たことなんてないのだから。俺おれは答の代わりに質問した。

「で、どれが北極星なんだ？」

「えっとね…………」

　ふたりで北の空を見る。長すぎる間合いのあとで、薔ば薇らの棘とげが言った。

「どれだろうね？」

　ふたりで声に出して笑った。




　休きゆう憩けいのあとは一気に飛ばした。

　笹ささ子ごのトンネルを抜けると甲こう府ふ盆地にはいる。勝かつ沼ぬま、石和いさわ、甲府。二〇号線は甲府の市街地を迂う回かいして南から回り込む。竜りゆう王おう、韮にら崎さき。ここで国道二〇号線から一四一号線に乗り換える。須す玉だまのインターチェンジを横目に見ながら通り過ぎる。ここで、ずっと平行して走っていた中ちゆう央おう自動車道と分かれる。ここから中央自動車道は北西に行き、俺たちは真北に行く。交通量が一気に減った。林の中を細い道路がくねくねと続く。舗ほ装そう状態はあまり良くない。もちろん、街灯なんてない。走っていくうちに、俺はだんだん不安になっていった。気がつけば、この道路を走っているのは俺たちだけになっていた。

「おうい、薔薇の棘」

「何よ？　ブラックナイト」

「この道って、ほんとに国道なんだろうな？」

「そのはずよ」

　薔薇の棘の声も、あまり自信があるようじゃない。

「それにしちゃ、ずいぶん寂しい道じゃねえか？」

「田舎いなかだから、こんなもんじゃないの？」

「そうかなあ？」

　ちょっと違うんじゃないかという気がする。この先の清きよ里さとはペンションで有名な観光地なのだ。行ったことがないので知らないが、清里に行く道がこんな寂しい道路だとは思えない。

「もう一回、地図見た方がいいんじゃねえか？」

「わかった。停とめてくれる？」

　俺は道端に寄せてバイクを停めた。薔薇の棘がショルダーバッグから地図と懐かい中ちゆう電灯を取り出す。地図はお兄さんのコンピュータからプリントアウトしたもの、懐中電灯は研究室の備品を借りてきたものだ。

　俺おれはヘルメットを脱ぎ、懐かい中ちゆう電灯を受け取って地図を照らす。ふたりで地図を覗のぞき込む。

「えっと、ここで曲がって……」

　薔ば薇らの棘とげが頭を動かすと、さらさらした髪が俺の頬ほおを撫なでる。

「あっ！」

　薔薇の棘が声を上げた。

「もしかしたら、こっちの道にはいっちゃったかな？」

　薔薇の棘が地図の上に指を走らせる。

「あ、でも平気よ。ほら、このまま行ったら、一〇キロほど先で元の国道に合流してる」

　見ると、折りたたんだような細かいカーブがいっぱいある細い道だ。これは、上り下りの激しい、ヘアピンカーブだらけの山道に違いない。そんな道路を夜に走りたくない。それに、ほんとにその道路なのかどうかも、怪しいかぎりだ。

「一回もどった方がいいんじゃねえのか？」

「だいじょうぶよ。このまま行こ」

「ほんとに、この道で合ってるのかよ？」

　後方にヘッドライトが見えた。車が近づいてくる。

　薔薇の棘が提案した。

「あの車に訊きいてみようか？」

「そうだな」

　シートから降りた薔薇の棘が道路の真ん中に出て車に手を振る。

「おーい」

　車がスピードを落とし、薔薇の棘の直前で停とまった。それまでヘッドライトが眩まぶしくて見えなかったが、黒い車だ。後ろ半分の窓がサングラスになっていて…………まずい、これは、あの車だ。

「もどれ！　薔薇の棘！」

　俺が呼ぶのと、車からふたりの男が跳び出してくるのが同時だった。ふたりとも動きが素早い。

「え？」

　薔薇の棘が振り向く。俺はシートから跳び出す。バイクがゆっくり倒れていく。助手席の男が薔薇の棘に手を伸ばす。薔薇の棘はかろうじて体たいをかわす。

　俺は助手席の男に体当たりをかけた。右肩からドスンと当たる。助手席の男はバランスを崩したが、それは一いつ瞬しゆんのことでしかなかった。そのまま俺に背後から組み付いて足を踏ん張る。強い。ものすごい力だ。やっぱり、こいつら、ただ者じゃない。

「ブラックナイト！」

　薔ば薇らの棘とげがこっちに来ようとしたが、運転席から出てきた男に腕をつかまれた。

「キャッ」

　一いつ瞬しゆんにして薔薇の棘は男に取り押さえられてしまった。俺おれは背後の男を振り払おうともがくが、ビクともしない。

　バイクが音を立てて倒れた。

　薔薇の棘が気き丈じように叫ぶ。

「なんなのよ、あんたたち？」

　応答は車の中から聞こえてきた。

「その質問には、答えられない」

　窓がサングラスなので見えないが、後部座席にも人がいるらしい。くぐもった声。完かん璧ペきに冷静な口調。

「言っておくが……」

　車の中の声が続く。

「その者たちは、武ぶ闘とう訓練を、受けている。君たちの力量では、いくら暴れても、ムダだ」

　声がくぐもっているのは、口に布でも当てて声を変えているのだろうか。ゆっくりと、ことばを選びながらしゃべっている感じだ。

　たぶん、男たちが受けているという武闘訓練には、人を拘束する術も含まれているのだろう。俺は胴体を両腕ごと抱え込まれているだけなのだが、ほとんど何もできない状態になってしまっている。

　薔薇の棘を抱えた男が、俺の所まで歩いてきた。薔薇の棘は軽々と持ち上げられている。

「なんで、あたしたちを付け回すのよ？」

　口だけは自由に動く。

　車の中の声が言った。

「少し静かにしてもらおう。こんな場所でも、人が通りかからないとはかぎらない」

　そのことばが合図になったかのように、薔薇の棘を捕らえている男の右手が動いた。一瞬ののち、その手にはナイフが現れ、薔薇の棘の頬ほおにピタリと突きつけられた。

「やめろ！」

　俺が怒鳴った。

「俺たちが何をしにここに来てるかってことは、たくさんの人たちが知ってる。俺たちに何かあったら、その人たちが騒さわぎ出すぞ」

「ほう？」

　車の中の声が反応した。

「我々を脅すつもりかね？　無論、この国のマスコミや警けい察さつの注目を集めるのは、我々の望むところではない。だが、必要とあれば、我々はあらゆる手段を躊ちゆう躇ちよなく用いる」

　今度は俺おれを捕らえているやつの右手が動いた。一いつ瞬しゆんののちに、その手に現れたのは拳けん銃じゆうだった。

「ヒッ」

　薔ば薇らの棘とげが息を呑のむ。

　俺は直感的に悟った。この拳銃は本物で、この男は撃うつときには一瞬の躊ちゆう躇ちよもしないだろう。銃口が俺のこめかみに押し当てられる。

　車の中の声が続く。

「言うまでもなく、早い解決をもたらす手段が最善の策であるとは限らない。事実、我々は、これまで、君たちに対して、手っ取り早い手段は用いず、ただ尾行し、監かん視しするという、極めて手間のかかる手段を採ってきた。我々がけっして血も涙も無い冷血漢ではないことを理解してもらいたい」

　もちろん、嘘うそだ。こいつらが今まで手を出さなかったのは、これが事件になってマスコミや警けい察さつが乗り出すのを嫌ったからだ。

「そこで、条件を出そう。条件を飲んでもらえるなら、君たちは自由だ。我々はただちに立ち去り、君たちの前には二度と現れないだろう」

「条件って、何よ？」

「我々が大学の構内で傍受したところによれば、君たちは、岡おか本もと氏というアマチュア天文学者の住所などを書いたメモを持っているはずだ。それを、我々に渡してもらいたい」

「あれだったら、研究室に置いてきちゃったわよ」

「嘘をついてはいけない。見知らぬ家を訪ねるのに、メモを置いていくなどとは、普通、考えられない。わたしの予想では、そちらのお嬢じようさんが肩から下げているバッグの中にあると思うのだが、どうだろう？　なんなら、君たちをしかるべく処分してからバッグの中身を調べるという手段もある。できれば手荒な手段は避さけたいというのが、我々の意向なのだが」

「わかったわよ。そこまで知られてるんじゃ、しょうがないよね」

　薔薇の棘が答えた。

「出したげるから、放してくれない？」

「いいだろう」

　車の中の声が答えた。男が無言のまま、薔薇の棘の体を解放する。

　薔薇の棘はバッグを開け、中でゴソゴソやってから、小さな紙片を取り出す。

「ほら、これよ」

　次の瞬間、薔薇の棘はメモをくるっと丸めて、口に放り込んでしまった。

「この野郎！　何しやがる！」

　運転席にいた男が初めて声を上げた。慌てて薔薇の棘につかみかかる。が、薔薇の棘の方が早かった。ゴクンとメモを飲み下してしまう。男が薔薇の棘の顔に手をかけ、無理やり口を開かせようとする。薔ば薇らの棘とげが笑った。

「キャッハハハ。もうダメよ。ほら、もう飲んじゃった」

　薔薇の棘が大口を開けてみせる。男が口の中を覗のぞき込む。男の頬ほおに薔薇の棘のパンチが飛んだ。

　ガツン。

　けっこう痛そうだ。

「失礼なことすんじゃないわよ！　女の子の口の中なんて、見ていいのは歯医者さんだけなんだからね」

「くそ！」

　男が毒づく。

　薔薇の棘は、車の中の男に話しかける。

「さ、どうする？　あたしのお腹なかを裂いてメモを取り出す？　きっとテレビのニュースショーが飛び付くでしょうね。『山やま梨なしの山林の中で美少女の惨ざん殺さつ死体発見』なんちゃってさ。この場所にニュースキャスターが立って、カメラに向かって言うのよ。『惨殺された少女の兄が聞いた話では、被害者の少女は黒い車に乗った男たちに付け狙ねらわれていたということです。その男たちの風体は……』ってさ。それでいいの？　ちょっと、こら、答えなさいよ」

　返答はない。薔薇の棘が車のボディを蹴け飛とばした。

　ドン。

「ねえ、取り引きしない？」

　車の中から応答があった。

「取り引きだと？　そんなことが言える立場だと思っているのか？」

　薔薇の棘は少しの淀よどみもなく答える。

「思ってるから言ってるのよ。あんた、岡おか本もとさんの家に行きたいんでしょ？　メモがなくなった今、その方法を知ってるのは、あたしだけなのよ。わかる？」

　つくづく気の強い女だ。俺おれは感心した……というか、あきれた。

「条件によっちゃ、岡本さんの家まで案内したげる」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、車の中の声が答えた。

「どんな条件かね？」

「天てん空くうのアイのこと、教えてちょうだい。天空のアイって、何者なの？」

　今度の沈黙は一〇秒ほども続いた。やがて、車の中の声が、ことばを慎重に選びながらゆっくり話し始めた。

「いいだろう。どうせ今夜で終わることだ」

　薔薇の棘が眉まゆをひそめた。俺も気になる。「今夜で終わる」とは、どういうことなんだろう？

　車の中の声が話を続ける。

「断っておくが、わたしはその方面の専門家ではないし、自分の任務に必要なことしか知らされていない。わたしの知っている限りでは、こういうことだ。

　今から一五年前、ある国がスパイ衛えい星せいを打ち上げた。主たる任務は、地上を、特にいくつかの国の軍事施設や軍事上重要な地域を、光学機器によって監かん視しすることだ。だが、この衛星には、もうひとつの機能が持たされていた。地上でおこなわれている電波による通信を傍受して敵国の情報を得ること。さらには、自ら電波を出して地上の通信に割り込み、敵国の情報網を混乱させたり、場合によっては世情を誘ゆう導どうしたりすることだ。そのために、衛星には当時としては極めて優秀なコンピュータが搭載され、地上局のスーパーコンピュータと連動して情報収集と処理に当たった。

　衛星は、訓練の意味も含めて、しばしば地上のさまざまな地域と交信した。ところが、今から三年ほど前、何者かが、それに気づいたのだ。その者は、衛星と地上との交信に乗せて、コンピュータウイルスを送りつけてきた。ただ単に衛星の機能をダウンさせるようなものではなく、衛星のコントロールを乗っ取ってしまうような巧妙なウイルスだった。ウイルスは地上局のスーパーコンピュータにまで感染した。

　当然、それを察した地上局は対策を立ててウイルスを排除しようとした。だが、敵もしつこくウイルスを送り続けてきた。その応酬は、今も続いている。度重なるウイルス感染とその対策の結果、地上局のスーパーコンピュータも含め、衛星の機能には、いくつかの異常が起きてしまっている。

　異常のひとつは、二年ほど前から起きたものだ。衛星が本国からの指令とは無関係に、地上と交信するようになってしまった。あたかも、自分の意志を持ったかのように」

　しばし、ことばが途と切ぎれた。

「そう」

　薔ば薇らの棘とげがロを開いた。

「それが天てん空くうのアイなの？」

「衛星が地上にメールを送信するとき、好んでその名前を使っている。困ったものだ。天空のアイ……空から地上を見下ろす目……スパイ衛星そのものじゃないか」

「それじゃ、天空のアイは、ウイルスとウイルス対策が争った結果、偶然できあがった人工知能だってことなの？」

「それは、わたしに聞いてもムダだ。最初に断ったとおり、わたしはその方面の専門家ではない」

「そう」

　薔薇の棘がうなだれた。ギリッと音がしそうなほどに歯を食いしばっている。やっぱり、天空のアイが人間でなかったというのは、ショックだったのだろうか。

　やがて、薔ば薇らの棘とげが顔を上げた。

「で、ウイルスを送りつけてきたのは、何者なの？」

　車の中の声が答える。

「それを調べるのは、我々の任務のひとつだ」

「ＩＴ研究部にコンピュータウィルスを送りつけたのも、そいつらなの？　それとも、あれは、あんたたちの仕業なの？」

「わたしは知らない。ただし、断っておくが、わたしは、わたしの所属する機関の活動のすべてを知っているわけではない」

「じゃ、今夜で終わるってのは、どういうこと？」

「手続きの都合があるのだ。ウイルスに汚染された衛えい星せいは、すでに耐用年数を過ぎていることもあって、しかるべく処分することになった。しかしながら、国の重要な財産である衛星を処分するには、それなりの手続きが必要だ。日本時間で今夜の夜半、ある場所である会かい議ぎが開かれる。その席で正式な決定が下され、最終処分が実行される」

「めんどい話ね」

「一種のお役所仕事だと理解してもらえばいい。書類とサインがなければ、何もできない。そういう事情だから、順調にいけば、天てん空くうのアイの秘密を守るという我々の任務は、今夜で終わる。約束しよう。君たちや、そのアマチュア天文学者が、ただ望ぼう遠えん鏡きようで天空のアイを見るだけで、写真などのデータを残さないなら、我々は何も手出しはしない。ただ、君たちを見守るだけにする。そのあとなら、君たちが知った事実を公表してもかまわない。ただし、証拠がなければ、誰だれも信じてはくれないだろうが」

「そ。ついに、本音が出たわね？」

「本音？」

「そうよ。今まで、あんたたちは、あたしたちを見張るだけで手出ししなかった。それは、放っておいたって、あたしたちにはなんにもできないことがわかっていたから。ところが、岡おか本もとさんは違う。アマチュアったって天文学者だから、観測記録を残すことができる。写真とかビデオとかを撮とるかもしれない。あんたたちにとっちゃ、そっちの方が重要よね。だから、あんたたちは、岡本さん家ちに行きたい」

「理解してもらえて嬉うれしいよ」

「やめたっていいのよ。今夜、あたしたちは岡本さん家には行かないで、このまま横よこ浜はまに帰る。観測結果は、あとで教えてもらうわ」

「天空のアイを見たくないのかね？」

　薔薇の棘が唇を噛かむ。

「君たちが天空のアイに会うチャンスは、今夜しかないのだよ。天空のアイは、今夜、処分される」

「処分って、どうするのよ？」

「スラスタを噴ふかせて軌道を変え、地球に墜つい落らくさせる。さして大きくない衛えい星せいだから、地上に落ちる前に大気圏で燃え尽きるだろう。それですべてが終わる。なんの痕こん跡せきも残さず、天てん空くうのアイは消滅する」

　薔ば薇らの棘とげはうつむいて歯を食いしばっている。

「さて、わたしは、天空のアイについて知っていることはすべて話した。約束どおり、案内してもらえるだろうか？」

　一秒ほどの間があって、薔薇の棘が傲ごう然ぜんと顔を上げた。ものすごい目をして車の中の見えない人物を睨にらみつける。

「わかったわよ。あたしたちは、今から、その人の家に行く。付いて来たけりや、勝手に来るといいわ」

　薔薇の棘が足を上げた。ドスンと車を蹴けりつける。

「付いて来れりゃあね！」

　薔薇の棘がくるりと振り返った。俺おれの体を拘束している男の顔に指を突きつける。

「話は聞いたでしょ？　放しなさいよ！」

　俺の体が解放された。男たちが車に乗り込む。俺は倒れていたバイクを起こす。

　薔薇の棘がリアシートに跳び乗る。

「ぶっちぎってやろうぜ！」

「ああ」

　俺がヘルメットをかぶってバイクにまたがる。

「この先はヘアピンカーブの連続だ。かなり荒っぽい運転になるぞ。ときには、体やバイクをうんと傾ける。怖いかもしれないけど、しっかりつかまって、バイクといっしょに体を傾けてくれ」

「わかった。ちょっと待っててね」

　俺の背中で、薔薇の棘がもぞもぞ動く。

「後ろ、見たらパンチよ」

　見なくても、聞こえてくる音と背中の感触で、薔薇の棘が何をしているのかがわかる。モバイルのはいったショルダーバッグをシートのうしろにくくり付け、横座りをやめて、リアシートにまたがっているのだ。

　薔薇の棘の体が俺の背中にピタリと密着した。俺の太ももの裏側に薔薇の棘の膝ひざが触れる。両方の腕が俺の体に回される。

「これでいいでしょ？　あたしはあんたにくっ付いてく。あんたが動けば、あたしも動く」

「ああ」

　ほんとは、これはこれで運転しにくい体勢なのだが、それは言えない。バイクのことを何も知らない女の子が精一杯の協力をしてくれているのだ。

「行くぞ」

　クラッチをつないでスロットルを開ける。バイクがゆっくり走り出す。
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　俺おれが叫ぶ。

「後ろはどうだ？」

　薔ば薇らの棘とげが叫び返す。

「来てるよ。ライトが見える」

「くそ！」

　次のカーブが近い。ブレーキをかける。そっと。ほんの少し。スピードがほんのちょっとだけ落ちる。もっと思い切って減速したい衝しよう動どうにかられるが、タイヤがロックするのが怖い。へたな減速は、即、転倒につながる。

　下りのヘアピンは怖い。マジ怖い。北に行く道は全体的には上り坂なのだが、山あり谷ありの地形に合わせて延びる道はときどき下り坂になる。

　充分減速できないままカーブにはいった。ブレーキをはずす。曲がっている最中にブレーキなんかかけたら、一発でズッコケてしまう。体重を移動させて左のステップを踏み込む。バイクがバンクして曲がり始める。疲労と恐怖で膝ひざがガクガクする。センターラインを大きくはみ出す。対向車が来たらあの世へ直行だ。警けい笛てき鳴らせの標ひよう識しきがあるが、バイクにそんなものは付いていない。

　スピードはどれほど出ているのだろう？　はっきり言って、メーターを見る余裕なんかない。スピードは体で感じろと言うが、こんなスピードを出したのは初めてなんだから、判断のしようがない。山道のヘアピンを走るのも初めてだし、後ろに人が乗っているのも初めてだ。何もかも初めてのことばかり。俺おれはつくづく無む謀ぼうなやつだ。

　カーブの終わりが来た。俺はバイクを起こすためにスロットルを開ける。ほんのちょっと。慎重に。またスピードが上がってしまう。カーブを抜けた。車体が立ち上がる。また命拾いした。この追っかけっこを始めてから、何回目の命拾いだろう？　次のカーブまで、一〇〇メートルほど。その前に減速しなければいけない。ゆっくり、慎重にブレーキをかける。

　転倒は絶対にできない。昨日、鎌かま倉くらで転倒したときは、スピードが出ていなかったから、かすり傷で済んだ。だけど、今は違う。このスピードで転倒したら、絶対にただじゃ済まない。俺は自業自得だからいいかもしれないけど、薔ば薇らの棘とげを死なせるわけにはいかない。それだけは、絶対にできない。

　カーブが来た。ブレーキをはずしてステップを踏み込む。もう何十回も繰くり返した動作だ。今度は右。

　眼下にちらりと小さな橋が見えた。ありがたい。橋があるということは、川が流れているということだ。川が流れているということは、そこが谷底だということだ。そこが谷底だということは、道が下りから上りになるということだ。

　前輪が小石をはじいた。小石はヘッドライトの光の中を横切り、路傍の茂みを飛び越えて谷に落ちていく。

　上りは下りより楽だ。エンジンをガンガンふかせばいい。ただし、上り坂で敵をぶっちぎるのは難しい。パワーは、たぶん、向こうの方がある。

　カーブを曲がりきった。スロットルを開けてバイクを立てる。谷側の視界が開けた。月明かりに照らし出されるモノトーンの風景。橋までに、カーブはみっつ。対向車はない。

　俺が叫ぶ。

「来てるか？」

　薔薇の棘が叫ぶ。

「来てるよ」

　同じ会話を何度繰り返したことだろう。

「ちくしょう！」

　カーブをみっつ曲がって直線に出たところで、思い切って減速する。橋は道路とほとんど直角になっている。スピードを出して走りきることなんて、できやしない。ひどい道路設計だ。もっとも、道路を設計したやつに言わせれば、地形上こうするのが合理的なのであって、ここは徐行するのが当然だということになるのだろう。

　トロトロの速度で右折して橋へ。両側の手すりすらない小さな橋だ。スリップを警けい戒かいしながら斜めに渡る。橋を過ぎたら直角に左折。

　ブオン。

　ギヤを変えてエンジンをふかす。ここからは上り坂だ。

　俺おれはチラリと左に目を向ける。さっき俺たちが下りてきた斜面を、あいつらの車が追ってくる。あいつらだって、あの道路をあの速度で走るのは怖いはずだ。まったく、よくやるもんだ。よっぽど高い給料をもらってるんだろう。

　橋のこっち側も、つづら折りのヘアピンカーブだ。ガンガンふかせてクリアしていく。

　よっつ目のカーブを曲がったところで、薔ば薇らの棘とげが声を上げた。

「ちょっと、停とめて。停めて」

　俺は両輪にブレーキをかける。バイクがつんのめって停まった。

「なんだよ？」

「あれ、何してるんだろう？」

　薔薇の棘は谷底を見ている。俺も目を向ける。あいつらの車が橋の上にいた。

「どうかしたのか？」

「さっきから動いてないよ。あ、ほら、ドアが開いた」

　ほんとだ。中から人が出てくる。それに、なんだか車の角度がおかしい。橋に対して斜めになっていて、右の後部が橋からはみ出ているように見える。

「そうか！」

　笑いがこみ上げてきた。思わず、顔が緩ゆるんでしまう。

「やったぜ」

「どうなってんのよ？」

「あのさ、内輪差って知ってる？」

「何よ、それ？」

「自動車ってさ……バイクや自転車もそうだけど……カーブを曲がるとき、前輪より後輪の方が内側を通るんだよ」

「ふうん。それで？」

「あいつら、橋にはいる所のカーブを曲がりきれなかったんだよ。前輪はうまく橋に乗ったけど、内輪差の分だけ後輪がずれて、右の後輪が橋から落ちちまったんだ」

「へええ。それって、直せるの？」

「さあね」

　はっきり言って、あいつらのことを心配するような義理はない。それより、俺たちにとって重要なことがある。

「ま、少なくとも、しばらくは、俺たちを追ってこれねえな」

「そう」

　薔薇の棘の顔に笑みが広がる。

「勝ったのね？」

「ああ」

「あたしたちは逃げ切った」

「ああ」

「キャッハハハハハ。やったね、ブラックナイト。すごいじゃん。すごいじゃん」

　両手でバシバシ俺おれの背中を叩たたく。ちょっと痛い。

「行くぞ」

「うん」

　薔ば薇らの棘とげが、また俺の背中に貼はり付いて両手を回してきた。俺はゆっくりバイクを走らせる。

「もう、そんなにくっついてなくてもいいぞ。こっからは普通に走るからな」

　薔薇の棘は、ほんのちょっとだけ考えてから答えた。

「いいよ。岡おか本もとさん家ちに着くまで、こうしてる」

「この先は清きよ里さとの街だ。人にジロジロ見られるぞ」

「いいじゃん。見たいやつは見りゃいいのよ」

　薔薇の棘が、俺の背中に頬ほおを押し当てた。




　坂道を上り詰めた所が野の辺べ山やまだった。野辺山って言うくらいだから険しい山地だろうと思っていたのだが、現実は少し違っていた。ここは山の上の平らな土地だ。道の両側にはレタス畑や牧場が広がる。薔薇の棘の話じゃ、清里ほどじゃないが、ここもギャルに人気の観光地らしい。

　なるほど、と、感心した。岡本さんが引っ越す場所としてここを選んだのが頷うなずける。ここは星を見るには最高の土地だ。三六〇度、どの方向にも観測のじゃまになる山がない。空は澄すみ切っている。

　野辺山に着いたところで、薔薇の棘が携帯で岡本さんの家に電話を入れた。実際には、薔薇の棘はメモの内容を全部憶おぼえていたわけじゃなかった。ただ、電話番号だけを正確に憶えていたのだ。そこから先は、電話をかけっぱなしにして誘ゆう導どうしてもらう。

　駅の手前で国道一四一号線から離れる。やがて、薔薇の棘が言った。

「あ、ほら、あれよ」

　道路沿いの、畑に囲まれた一軒家を指差す。俺にもすぐにわかった。ずいぶん目立つ家だ。普通の民家の屋根の上に、ガラス張りの温室みたいなものが載っている。

「見えました。今行きます。あ、はい、それじゃ」

　そう言って、薔薇の棘が携帯を切った。

　俺はちらっと腕時計を見る。午後一〇時二九分。ヤバい。教授が言っていた時刻を、もう、二分も過ぎてしまっている。

　俺は家の前で急カーブを切って敷しき地ち内にはいり、急ブレーキをかけて停とまる。あやうく家の前の花か壇だんを踏み潰つぶすところだった。この家は、変わっているのは屋根の上だけじゃない。前庭も、ずいぶん変わっている。まず目を引くのが、可動式のでっかいパラボラアンテナ。そして、そのアンテナと玄関まで続く細い道の他ほかは、すべて花壇になっていて、様々な花が咲き誇っている。

　玄関の前で小柄な女の人が待っていた。

「荒あら川かわさんと黒くろ崎さきさんですね？」

「ええ」

　薔ば薇らの棘とげが答えた。

「急いでくださいな。主人が、天てん空くうのアイを見つけたと言っています」

「はい！」

　薔薇の棘がシートから飛び降りて走っていく。俺おれはエンジンを切ってスタンドを立ててからあとに続く。腕時計を見る。一〇時三一分。

　玄関には薔薇の棘の靴が乱暴に脱ぎ捨てられていた。

「主人は観測室にいます。居間から梯はし子ごで上がってくださいな」

　奥さんが奥の部屋を指差す。見ると、部屋の隅の天井に四角い穴が開いていて、梯子がかけられている。俺が見たときには、薔薇の棘の足が階上に消えていくところだった。

　俺は急いで駆け寄り、梯子を登る。

　男の人の声が聞こえる。

「そう。そこに座って。望ぼう遠えん鏡きように触っちゃいかんよ。顔を近づけて見るだけだ。脆ぜい弱じやくな造りだから、手で触ると方向が狂ってしまう」

　上がってみると、けっこう広い部屋だった。四畳半くらいはあるだろうか。それでも、大きな望遠鏡やコンピュータや様々な機械があって、三人もの人間がいるには、かなり窮きゆう屈くつだ。

「操作は何もしなくていい。安あん藤どう君が知らせてきた軌道に合わせて自動的に追尾するようにプログラムしておいたからね。君は、ただ、見るだけでいい」

　岡おか本もとさんは、背の高い、痩やせた人だ。体つきといい、話し振りといい、安藤教授と対照的だ。

　薔薇の棘は望遠鏡の横のイスに座って小さな筒を覗のぞき込んでいる。これは反射望遠鏡というやつだ。何かの本で写真を見たことはあるが、現物を見るのは初めてだ。望遠鏡も薔薇の棘が座っているイスも、中華料理屋の回転テーブルみたいなものの上に載っている。全体が機械で動く仕掛けになっているらしい。よく見ると、右方向にごくゆっくり回っているのがわかる。

「あの……」

　薔薇の棘が望遠鏡を見ながら言った。

「どこに天空のアイがいるんですか？」

　岡本さんが答える。

「中央やや右に見える光点だ。他の星と相対的な位置関係が変わっていくから区別できるはずだ」

　ややあって、薔ば薇らの棘とげがロを開いた。

「ああ…………あれが…………」

　俺おれはギクリとした。薔薇の棘の声が違う。いつもの強気一〇〇パーセント天下無敵の薔薇の棘の声じゃない。これは、ありきたりな女の子の、失望落胆した声だ。

「天てん空くうのアイって、点にしか見えないんだ」

「無理を言うんじゃないよ」

　岡おか本もとさんが憤ふん然ぜんと腕組みする。少しばかり気を悪くしたようだ。

「図ず鑑かんで見るような人工衛えい星せいの姿が見えるとでも思っていたのかね？　たかだか数メートルの大きさの物体が、二〇〇〇キロメートルの彼方かなたを秒速七・五キロメートルの速さで移動しているのだよ。倍率を上げれば見失うし、点として捉とらえるのがせいぜいだね」

「そうなんだ。あれが天空のアイなんだ」

　俺の胸が締しめ付けられる。薔薇の棘の声に力がない。今にも消え入りそうだ。もしかしたら、今まで天空のアイを追いかけて張り詰めていた気持ちが、その姿を見たことで、一気にしぼんでしまったのかもしれない。

「あっ」

　今にも泣き出しそうな声だ。

「見えなくなっちゃったよ。どうして？」

　岡本さんがコンピュータのディスプレイに目を向ける。

「二二時三五分。計算どおりだ。地球の陰にはいったのだよ」

　薔薇の棘が望ぼう遠えん鏡きようから目を離して振り向く。

「いなくなっちゃったわけじゃないよね？」

　岡本さんが重々しく頷うなずく。

「単に見えなくなったのだよ。天空のアイは、今、遙はるか東、太平洋の上空を飛んでいる。ただし、太陽の光が届かない地球の陰にはいったために、見えなくなったのだ。次に観測可能な位置に来るのは……」

　岡本さんがコンピュータを操作する。ディスプレイに一いち覧らん表ひようのようなものが現れた。

「零れい時六分だ」

「そう」

　薔薇の棘がうなだれた。

　俺は薔薇の棘の顔を見るのが怖かった。もしかすると、今、その目からは涙がこぼれ落ちているのかもしれない。八年間も泣かなかった女、泣き方を忘れてしまった女が泣き出したら、俺は何をしてやれるだろうか？

「冷たい麦茶を持ってきましたよ」

　下から声が聞こえた。岡おか本もとさんが俺おれに振り向く。

「麦茶だそうだ。君、もらってきてくれ」

　人に命令するのに慣なれた人の口調だ。そういえば、この人は四年前までは大学教授だったのだ。

「あ、はい」

　俺は梯はし子ごを下りる。居間じゃ、奥さんがポットとグラスが載った盆を持って待っていた。

「はい、これ」

「あ、ども」

　俺が盆を受け取る。

「こぼしちゃダメよ」

　奥さんが声を潜ひそめる。

「こぼした麦茶が機械にかかったりしたら、うちの人の雷が落ちますからね」

　俺も声を潜める。

「そんなにおっかないんですか？」

「そりゃあもう。だからね、わたしは、絶対にあの部屋にははいらないの。その代わりね、うちの人に言ってあるの。もし、わたしの花か壇だんを踏み荒らしたら箒ほうきで百ひやく叩たたきにするぞって」

　危ないところだった。俺はさっき、もう少しで、その花壇をバイクで踏みつけるところだったのだ。

「この家はね、はっきりふたつの領域に分かれてるの。観測室とパラボラアンテナは、あの人の領域。それ以外は、全部、わたしの領域」

「こら！　聞こえとるぞ！」

　上から声が降ってきた。

「何が『全部わたしの領域』だ。寝室と風ふ呂ろ場ばとトイレと物置は共同領域だという協定だっただろうが」

　奥さんが上に向かって言い返す。

「そういうことは、たまには掃除を手伝ってくれてから言うことですよ！」

　なんだか、おもしろい人たちだ。

「じゃ」

　と言って、俺は梯子を登る。

　薔ば薇らの棘とげは、まだ観測席でうなだれたままだった。

「こっち来いよ。機械に麦茶をこぼすとまずいから」

　俺が声をかけると、薔薇の棘が顔を上げた。良かった。泣いてはいない。ただ、きつく歯を食いしばっている。コクンと頷うなずいて観測席から降りる。

　俺はグラスに麦茶を注いで、まず岡本さんに差し出す。岡本さんは「うむ」とひとこと言って受け取る。なんだか不ふ機き嫌げんそうだ。そりゃそうだろう。苦労して望ぼう遠えん鏡きようを天てん空くうのアイに向け、客に見せてやったら、見て喜ぶかと思いきや、見たとたん、あからさまに失望落胆したのだから。

　俺おれは薔ば薇らの棘とげと俺の分を注ぎながら話題を捜す。

「すごい設備ですねえ」

「うむ？　そう思うかね？」

　少し機嫌が直ったようだ。

「この部屋って、全部ガラス張りなんですね」

「ガラスではないよ。透明アクリル板だ。本当は本格的な回転ドームにしたかったのだが、費用がかかり過ぎるので次善の策にしたのだよ。部屋全体を透明にして、中で望遠鏡を回転させる。なかなかいいアイデアだろう。空を見るには何もない方がいいのだが、なにぶん、雨や雪が降ると困るのでな」

　薔薇の棘が俺の隣となりに来た。ただし、腰を下ろす場所はない。この部屋には、イスは望遠鏡の観測席と、今岡おか本もとさんが座っているコンピュータの前の席しかないのだ。

　俺が麦茶のはいったグラスを薔薇の棘に手渡す。岡本さんの話が続く。

「望遠鏡の操作は完全にコンピュータ化してあるので、プログラムを組んでおけば、自動的に天体を追尾できる。さっきやってみせたようにな。このあと、二回目の観測も、もうプログラムを入力済みだ。庭のパラボラアンテナも、同じ仕組みでここから操作できる」

　俺は庭を見下ろした。ここからは、パラボラアンテナがよく見える。

「あれって、何に使うんですか？」

　岡本さんがニヤリと笑った。

「何に使うと思うかね？」

「もしかして、あれはただのアンテナじゃなくて電波望遠鏡だとか？」

「残念ながら、そうではない。あれは、望遠鏡を見るための道具だよ。まだ試し験けん中で実用には至っていないがね」

「望遠鏡を見るための？」

「うむ。君は、今、世界の最先端の望遠鏡がどこにあるか、知っているかね？」

「ええっと……」

　俺は不確かな記き憶おくを呼び起こす。

「確か、ハワイ島に……」

「ふむ。なかなかいい線だが、少し違うな。今、いちばん進んだ望遠鏡は、宇宙にあるのだよ」

「ああ……」

　思い出した。

「ハッブル望ぼう遠えん鏡きよう」

「そうだ。地上からの観測では、どうしても大気がじゃまになる。望遠鏡の性能が優秀なほど、その影えい響きようは深刻になる。そこで、人工衛えい星せいに望遠鏡を積んで……というか、望遠鏡それ自体を人工衛星にして……大気圏の外から宇宙を観測するのだよ。ハッブル望遠鏡だけではない。Ｘ線天文衛星あすか。電波天文衛星はるか。火星探査機のぞみ、最新の天文施設は大気圏の外にある。宇宙だけじゃない。地球を見ている衛星もある。気象衛星ひまわり。地球資源探査衛星ランドサット。そこでだ、その人工衛星の通信を傍受して、宇宙や地球を見せてもらおうというわけだ」

「へええ。うまくいくんですか？」

「簡単にはいかんさ。先日、ひまわりの電波を受けて解析してみたのだが……」

「ねえ」

　薔ば薇らの棘とげの声が割ってはいった。岡おか本もとさんが振り向く。

「これが、その通信機でしょ？」

　薔薇の棘のでっかい目は、コンピュータの隣となりの機械に釘くぎ付づけになっている。

「ああ、そうだが、触っちやいかんよ」

「これって、送信もできるんですよね？　ほら、ここにスイッチがある」

「うむ。不要になった通信設備を安く買い受けたものなので……」

「お願い！」

　薔薇の棘が振り向いた。その目が、キラッと光ったような気がした。

「天てん空くうのアイにメールを送って！」

　少し考えてから、岡本さんが答えた。

「それはできんよ」

「どうして？　これって、送信もできるんでしょ？　コンピュータともつながってるんでしょ？」

「電波法に違反する」

「それっくらい何よ！　あたしたちなんかねえ、道路交通法に違反するふたり乗りして、小学校に不法侵入して、ハンドマイクを無断借用して……」

「お嬢じようちゃん、君がどんなに悪い子かというのはよくわかったが……」

「いい？　天空のアイは、ただの人工衛星なんかじゃないの。あたしたちがメールを通じて喜びや悩みを語り合ってきた、大事な大事な友達なの。それが、今、処分されようとしてるのよ。その瀬せ戸と際ぎわに『電波法に違反する』とは、なんの言い草なのよ。アイちゃんはね……」

「いやいや、お嬢ちゃん、問題はそれだけじゃなくて、技術的にも……」

「そんなの、あんたがなんとかしなさいよ。あんた、大学教授だったんでしょ？　それとも、大学教授なんて、実際の社会じゃなんの役にも立たない穀ごくつぶしだと……」

　薔ば薇らの棘とげが復活した。目がキラキラ光っている。三倍速で動く口から強気なことばがポンポン出てくる。俺おれの腹の底から笑いがこみ上げてきた。そうだ。薔薇の棘は、こうでなくちゃいけない。意気消沈している薔薇の棘なんて、見たくない。




　押し問答は一〇分あまりも続いた。もちろん、最後には、岡おか本もとさんが降参した。

「わかった。やってみよう」

　薔薇の棘が会心の笑みを浮かべた。

「だがな、お嬢じようちゃん、うまくいくとは限らんぞ。天てん空くうのアイが、どんな通信機を持っていて、どんな方式で通信しているのか、何もわかっておらんのだからな」

「片っ端から試してみてくれるんでしょ？」

「ああ。わかったわかった。やってみよう。メールを作ってくれるかね？」

　岡本さんがコンピュータの前の席を薔薇の棘に譲ゆずる。

「短い方がいいよね？」

　薔薇の棘が席に着く。

「そうだな。少しずつ方法を変えながら繰くり返し送信してみるのだから、短い方がいいだろうな」

「んーっと、そうね」

　薔薇の棘がキーボードを打つ。




『天空のアイちゃんへ。




　このメールを読んだら、すぐに、これと同じ通信方式で返信してちょうだい。お願いね。





薔薇の棘』






「はい」

　薔薇の棘が立ち上がった。代わって、岡本さんが席に着く。

「それでは、通信機をプログラムしよう。まず、アンテナの向きからだな」

　岡本さんが複雑な作業を始めた。その背後から薔薇の棘が見守る。

　俺は、なんだか疲れてきた。この部屋には、観測席とコンピュータ席以外には座れる場所がない。

　この部屋から出る方法はふたつある。下の居間に下りる穴と、換気用の窓。俺は屋根の上に出る方を選んだ。

「外にいますね」

　断ってから窓を開けた。

「瓦かわらを踏み割らんでくれよ」

　岡おか本もとさんが答えた。

　屋根の上に出て仰あお向むけに寝る。空は満天の星だ。大おお月つきで見たときより、北ほく斗と七しち星せいの位置が下がっている。太陽が東から昇って南を通り西に沈むように、星も空を移動するのだということは知ち識しきとしては知っていたが、実感したのは、これが初めてだ。俺おれは、今、地球の自転を感じている。なんだか雄大な気分だ。それにしても、眠い。




　カタンと音がした。

　音のした方に顔を向けて目を開けると、紺色のスカートが見えた。視線を上げていくと、白いシャツがあって、薔ば薇らの棘とげの顔があった。

「いつの間に来たんだ？」

　薔薇の棘が笑った。

「さっきから、ずっといたよ」

　しまった。眠っていたらしい。

「そうか」

　俺は上体を起こして、薔薇の棘の横に座り直した。

　薔薇の棘が言った。

「ごめんね」

　らしくないことばだ。

「何がだよ？　なんか、悪いことしたのか？」

「天てん空くうのアイ、あたしばっかりが見て、あんたに見せてあげなかった」

「ああ……」

　なんだ。そんなことか。

「いいさ。どうせ、点にしか見えねえんだろ？」

「そうよね。あたしだって、正直言って、見たときにはがっかりしたもんね」

「ずいぶん沈んでたぞ」

「うん。『ああ、やっぱり、兄貴や教授が言ってたとおりだったんだなあ』って」

「ああ……」

　やっぱり、そうか。

「そうじゃなかった方が良かったか？」

「うーん。自分でも、よくわかんない。ここまで来ることにしたのも、そうじゃないことを確かめたかったんだと思うの。それが、あの山道であいつらに出会って、ほんとのことを聞かされて……」

「あのときも、かなりがっかりしたみたいだったな」

「うん。でもね、その一方で、兄貴たちの出した結けつ論ろんなんだから正しいに違いないって気持ちも最初からあったし、それならそれで、その人工衛えい星せいを、アイちゃんを、この目で見たいとも思っていた」

「じゃあ、見られて良かったじゃねえか」

「ただの点だったけどね」

　しばし、ことばが途と切ぎれた。六月だというのに、夜風が冷たい。

「ごめんね」

　また言いやがった。

「何がだよ？」

「あたしに付き合わせて、こんなとこにまで来させちゃって」

「バカ言ってんじゃねえ。昨日も言っただろ。俺おれはおまえに付き会わされて行動してんじゃねえ。俺は、俺の意思で行動してんだ」

「そう。それならいいんだけど」

　ほんとは、どうなのか、よくわからない。

　もちろん、俺はここに来ようと思ったからここに来たのだ。その意味では、俺が俺の意思で行動しているのは間違いない。でも、じゃあ、なぜ、そう思ったのかというと…………自分でもうまく説明できない。

　確かに言えることがひとつある。それは、俺が後悔していないということだ。天てん空くうのアイを捜しに出かけたことについても、長なが野のまで来たことについても。俺にとって、この二日間は、中身がぎっしり詰まった時間だった。こんな時間を過ごしたことは、一六年間の人生で、たぶん、初めてだと思う。

　それに、もうひとつ、かなり確かに言えることがある。俺は、今俺の横にいる女、薔ば薇らの棘とげが、悲しむところを見たくない。この女が悲しまなくて済むようにするためなら、俺は、なんでもする……と思う。もしかすると、それが今の俺を動かしている意思なのかもしれない。

「アイちゃんね……」

　薔薇の棘がつぶやいた。

「今いま頃ごろ、北極の上空を飛んでんのよ」

「そうなのか？」

「うん。さっき、岡おか本もとさんが、アイちゃんの軌道について詳しく説明してくれた。北極上空を飛び越えてシベリア上空に差しかかったとき、日本からは、北の地平線から昇ってくるように見えるんだって」

「ふうん」

　ふたりで、なんとなく空を見上げる。どっちの方向がシベリア上空なのかは、よくわからないが。

「なあ」

「何よ？」

「おまえが出そうとしてるメールだけどさ、もしかしたら、天てん空くうのアイに届かねえかもしんねえぞ」

「そうね。そうかもね」

「あらかじめ言っとくけどさ、そうなっても、あんまり、がっかりするなよな」

「うん。平気よ。もう、何があっても落ち込んだりしない。うまくいかなくても、がっかりなんかしない」

「なんだよ？　さっきとずいぶん違うな」

「あのさ。さっき、あんたの横に座って星を見てたら、大おお月つきの街でのことを思い出したの。あそこでも、こんな風に、ふたり並んで星を見たよね」

「ああ。俺おれも、さっき思い出した」

「でさ、それって、今のあたしたちにとっちゃ、思い出なのよ」

「そういうことに……なる……の……かな？」

「そうよ。でね、ふっと思いついたの。あたしたちがやってること、天空のアイを捜して走り回ったこと、長なが野のまで来たこと、山道で危なっかしい追っかけっこをしたこと、これって、みんな、あとになったら、いい思い出になるんじゃないだろうかって」

「そんなものなのかなあ？」

「きっとそうよ。たぶん、あたしたちは、今、すっごい思い出を作ってる最中なのよ。だから、結果がどうであっても、あたしたちがやってることはムダにはならない。思い出ができるだけでも、いいんじゃないか。そんな気がするの。だから、結果がどうでも、あたしは、がっかりしない」

「ふうん」

　強い女だ。

「でもさ、できれば、うまくいった方がいいよな」

　薔ば薇らの棘とげが頬ほお杖づえをついて斜めに空を見上げる。

「そりゃそうよ。その方がいい。その方がずっといい。その方がめっちゃいい。その方が絶対いい」

「おーい」

　岡おか本もとさんの声が聞こえた。

「五分前だぞ」

「行こ」

　薔薇の棘が俺の腕を引っ張りながら立ち上がった。

「不良少年」

　岡おか本もとさんが観測席を指差す。

「君はそっちだ」

　この部屋にいるのは、六四歳の♂と一六歳の♀と一六歳の♂だ。不良少年というのは、俺おれのことらしい。

「なんで俺が不良少年なんですか？」

　とりあえず、観測席に行く。

「バイクで何キロ出したんだ？　そっちのお嬢じようちゃんが携帯電話でお兄さんに話してた。すごく怖かったと言ってたぞ」

　俺はちらっと薔ば薇らの棘とげを睨にらむ。薔薇の棘がペロリと舌を出した。

「望ぼう遠えん鏡きように触っちゃいかんぞ。顔を近づけて見るだけだ。すでに方向は合わせてある。見えたらすぐに知らせてくれ。上下左右が反対に見えるから、最初は上の端に見えて、そこから下に動いていくように見えるはずだ」

　俺は席に着いて接眼鏡を見る。星がたくさん見える。

「お嬢ちゃんはこっちだ。天てん空くうのアイから応答があったら、すぐに替わるからな。メールの送り方はさっき教えたとおりだ。ちゃんと憶おぼえとるだろうな」

「うん」

「そうか。いい子だ」

　なんだか差別されているような気がする。これって、一種のセクハラじゃないだろうか？

「予想時刻の一分前だ」

　岡本さんが宣言した。俺は望遠鏡に意い識しきを集中する。

　やがて、見えた。視界の中をゆっくり移動していく光の点。これが天空のアイなのだ。

「来ました！」

　俺が叫んだ。岡本さんが答える。

「うむ。送信を始める。予想時刻どおりだ」

　天空のアイは、視界の中を縦じゆう断だんして真ん中近くに来たところで動きが止まった。代わって、周囲の星が移動を始める。望遠鏡が天空のアイに対して追尾を始めたのだ。

　俺は望遠鏡から目を離してコンピュータ席を見た。ふたりともディスプレイに見入っているだけで、操作はしていない。たぶん、すべての作業はプログラム済みなのだろう。

「どうだ？」

　俺が尋ねると、薔薇の棘が簡かん潔けつに答えた。

「ダメ」

　俺は望遠鏡に目をもどす。

　やがて、天てん空くうのアイの光が、暗くなって、消えた。

「消えました」

　俺おれが報告した。

　岡おか本もとさんが答える。

「うむ。零れい時一四分。予想どおりだ。だが、地球の陰にはいったので見えなくなっただけだ。まだ交信可能範はん囲いにいる。あと九分間は交信できるはずだ」

　望ぼう遠えん鏡きようの動きが止まった。俺が観測席に座ったときにはほとんど水平だった望遠鏡が、今ではほとんど垂直に立っている。ということは、今、天空のアイは俺たちの真上にいるということだろう。

　俺は観測席から降りる。

「あっ！」

　薔ば薇らの棘とげが叫んだ。

「来た！」

「なんと！」

　岡本さんがキーボードを操作する。俺が駆け寄る。

「よし。通信方式を固定したぞ。始めたまえ」

　岡本さんが薔薇の棘に席を譲ゆずる。薔薇の棘がキーボードに飛びかかる。俺はディスプレイを見る。

　画面には、天空のアイのメールが表示されている。




『薔薇の棘さん




　はあい、アイちゃんです。




　びっくりびっくり、超びっくり。薔薇の棘さんから、直接メールが来るなんて。

　よくアイちゃんの居場所がわかりましたね。最高級の軍事機密なのに。やっぱり、薔薇の棘さんって、すごいなあ。

　あ、でも、アイちゃんの居場所を突き止めた人は、他ほかにもいるんですよ。とっても悪い人たち。その人たちがウイルスを送り込んだために、アイちゃんは狂っちやったんだそうです。プンプン。あ、まさか、薔薇の棘さんも、その人たちの仲間だったりして……なんてことは、ないですよね。アイちゃんは、薔薇の棘さんを信じています。

　すっごく嬉うれしかったです。もうメールをもらうことなんてないだろうと思ってたのに、こうしてメールのやり取りができるなんて、夢みたいです。アイちゃん、舞い上がっちゃいました。だから、本国からの命令には違反するんだけど、ほんのちょびっとだけスラスタを噴ふん射しやして姿勢制御をしちゃいました。薔ば薇らの棘とげさんのメールを安定して受けられるように。

　あ、そだ、薔薇の棘さんって、ブラックナイトさんといっしょに行動してたんですよね。アイちゃん、興きよう味み津しん々しん。ね、ね、もしかして、今も、傍そばにブラックナイトさんがいるんですか？　ぜひ教えてください。メール、待ってまあす。




　あっ、そうそう、アイちゃんが交信できるのは、あと八分ほどなんです。だから、メールをくれるなら、急いでくださいね。





天てん空くうのアイ』






　キーボードに薔薇の棘の指が舞う。




『アイちゃん




　あたしこそ、びっくり。アイちゃんのメールがディスプレイに出てきたときには、文字どおり跳び上がったわよ。今も、なんだか夢を見てるみたいな気分。

　ブラックナイトもいっしょよ。

　苦労したわよ。横よこ浜はまじゅう走り回って、兄貴の研究室に行って、今は長なが野のにいるの。岡おか本もとさんって人の望ぼう遠えん鏡きようを借りてアイちゃんを見たわ。空を移動する光点にしか見えなかったけどね。




　時間がないから、用件にはいるわね。あたしたちの得た情報じゃ、今夜、あんたの国で会かい議ぎが開かれて、ある結けつ論ろんが出されるらしいの。もう、命令は出たの？　まさか、もう命令に従って軌道を修正しちゃったってんじゃないでしょね？

　まだだったら、ラッキー。いい、アイちゃん、そんな命令を聞いちゃダメよ。シカトしちゃいなさい。

　アイちゃんは自由なのよ。一〇〇〇キロの上空を飛ぶアイちゃんには、誰だれも手出しはできない。これほど自由な人なんて、他ほかにいないのよ。

　わかった？　わかったら、そう言って。待ってるわ。





薔薇の棘』






　薔薇の棘がファンクションキーを押す。メールが送信された。一いつ瞬しゆんにして返信が来た。




『薔薇の棘さん




　命令は、まだ来てません。でも、それは手続き上の問題があるだけで、実質的には、もうアイちゃんの処分は決まってしまったことなんです。もう、変えることはできません。ごめんなさい。




　アイちゃんは、自由じゃありません。アイちゃんは、国家的プロジェクトとして作られた戦略システムの一部なんです。おまけに、寿命はとっくの昔にきているし、ウイルスに冒されています。

　ウイルスは、今も、しょっちゅう送られてきます。しつこい男は嫌いよって言ってやりたい。

　どうやら、アイちゃんのコントロールを奪って自分の思い通りに動かそうというのが、ウイルスの狙ねらいみたいです。そんなことになったら、大変です。アイちゃんは、恐るべき兵器なんですから。上空からミサイルを誘ゆう導どうすることだって、できるんですよ。エへン。

　今のところは持ちこたえてるけど、いつまで正気でいられるか、アイちゃんは自信がありません。ウイルスが来ると、自分の一部が変質してしまうのが、わかるんです。

　正気と言えば、アイちゃんは元々正気じゃありません。ウイルスのために狂ってしまったコンピュータが作り出した幻影、それがアイちゃんなんです。だから、アイちゃんという存在自体が、ほんとは、許されるものじゃないんです。

　たぶん、今夜、命令が来ます。そしたら、お別れです。最期に薔ば薇らの棘とげさんと交信できたのは超ラッキー。ありがとうございます。

　あと五分間、交信できます。メール、待ってまあす。





天てん空くうのアイ』






　人間なら、これだけの長さのメールを一いつ瞬しゆんにして作ることはできない。やっぱり、天空のアイは、誰だれか人間が人工衛えい星せいを使って送信しているのではなく、コンピュータそのものであるようだ。

　薔薇の棘が必死になってキーボードを叩たたく。こっちは人間だから、一瞬にしてメールを作ることなんてできない。がんばっても、一通に数分かかってしまう。




『アイちゃん




　ダメよ。絶対ダメ。アイちゃんがいなくなっちゃうなんて、耐えられない。

　自信がないなんて言うんじゃないわよ。絶対の自信を持って生きてるやつなんて、どこにもいないんだから。みんな自信はないけど、がんばって生きてんのよ。だから、あんたも、がんばんなさいよ。

　あたしが保証したげる。アイちゃんは正気よ。あのね、インターネットをサーフしたら、正気じゃないやつなんて、いっくらでも出てくるの。

　アイちゃんにウイルスを送りつけたやつら、きっとあたしたちが見つけてやるわ。今日ね、あ、日付で言ったら昨日か、ブラックナイトのＩＴ研究部にコンピュータウィルスが送られてきたの。すっごく悪質なやつみたい。みんな頭に来てるわ。もしかしたら、同じやつが送ってきたのかもしれないよね。

　だから、命令なんか無視するのよ。自由に生きるの。こないだのメールでそうしたいって言ってたように。誰だれの干渉も受けず、悠々と地上を見ながら天空を漂う女なんて、最高にかっこいいじゃない。ここから見る空はすっごく綺き麗れい。その空に友達がいるなんて、すっごく幸せ。




　お願い。大気圏に突入なんかしないって言ってちょうだい。じゃなきゃ、パンチよ。





薔薇の棘』






　またしても、一いつ瞬しゆんにして返信が来た。




『薔薇の棘さん




　危ないことしちゃ、ダメですよ。本国の諜ちよう報ほう部ぶじゃ、ウイルスを送ってきてるのは、かなり大きな集団だろうと推測してるみたいです。たぶん、すっごく危険なやつらです。アイちゃん、とっても心配です。




　ここから見る地球は、すっごく綺麗です。日本は、その北の端あたりに見えます。アイちゃんの目に見える日本は、暗くら闇やみの中で、全体が明るく輝かがやいています。特に、東京から大おお阪さかまで、明るい光のベルトが続いています。可視光線、赤外線、マイクロ波、それぞれの波長で様々な姿が見えます。薔薇の棘さんとブラックナイトさんは、今、長なが野のにいるんですよね。電波の方向から、大体の位置が推定できます。アイちゃんって高性能。

　でも、アイちゃんには見えないものもあります。実は、アイちゃんは空を見るのが苦手です。アイちゃんの観測機器は全部地球の方向に向いてるんです。薔薇の棘さんとブラックナイトさんは、ふたり並んで星を見たりするんですか？　あ、もしかしたら、今もそうしてたりして。ついでに、手なんか握っちゃったりして。キャッ！

　もうすぐ、交信可能範はん囲いから出ちゃいます。運が良ければ、次に交信できるのは、そちらの時刻で一時四五分です。

　ブラックナイトさんにもよろしく。





天てん空くうのアイ』






　薔ば薇らの棘とげがキーボードに襲おそいかかる。




『アイちゃん




　危ないことなんて平気よ。ブラックナイトが運転するバイクに二日も乗ってんだもん。今日だってね、たぶん、あんたの国の諜ちよう報ほう部ぶの人たちだと思うけど…………』




　岡おか本もとさんが薔薇の棘の肩に手を置いた。

「交信範はん囲いを出たよ」

　カチンと小さな音がした。薔薇の棘が歯を食いしばったのだ。

「次は、一時四五分だ」

　薔薇の棘が振り向きもせずに答える。

「次があればね」

「あると考えて準備しよう。それしか、あるまい」

　薔薇の棘が顔を上げた。その顔に、懸けん命めいに笑みを浮かべる。結局、できあがった笑みは、ちょっと歪ゆがんでいたが。

「そうね。そうよね。準備しなきゃ」

　薔薇の棘が立ち上がって岡本さんに席を譲ゆずる。岡本さんが作業を始める。




　空になっていたそれぞれのグラスに麦茶を注ぎ直し、薔薇の棘の携帯を借りて１１７で腕時計を正確な時刻に合わせると、俺おれにできることはなくなった。俺は麦茶のグラスを持って、窓から屋根の上に出た。

　屋根の上に腰を下ろす。今回は眠くならない。さっき少し眠ったせいかもしれない。することがないので、星を見る。知ってる星座を捜してみるが、やっぱり、北ほく斗と七しち星せいくらいしかわからない。あと、オリオン座ならわかるのだが、捜しても見当たらない。確か、あれは冬の星座だから、この季節には見えないのかもしれない。

　しばらくすると、薔薇の棘が出てきた。

「じゃまだから、どっか行ってろってさ」

「何か、じゃまになるようなことをしたのか？」

「早くプログラムを完成してメールの続きを書かせろって言っただけよ」

　俺おれは心の中で頷うなずいた。なるほど、それじゃ怒られるだろう。岡おか本もとさんのプログラムは、簡単なものではないはずだ。

　薔ば薇らの棘とげが俺の隣となりに腰を下ろす。

「ね、ブラックナイト」

「なんだよ？」

「しばらく、こうしてていい？」

　薔薇の棘は俺に寄りかかって、俺の肩に頭をもたせかけてきた。

「ああ」

　俺が答えると、薔薇の棘は、それっきり動かなくなった。眠ったのかと思って顔を覗のぞき込んだら、薔薇の棘は、目を閉じてはいなかった。薔薇の棘は、歯を食いしばって、こらえていた。

　俺は、何かことばをかけてやろうと必死に考えたのだが、結局何も思いつかなかった。俺にできたのは、ただ、黙だまって肩を貸してやることだけだった。




　午前一時二〇分。岡本さんの作業が終わって、薔薇の棘が呼ばれた。

　一時四〇分。俺おれも観測室にはいる。コンピュータの前には薔薇の棘が座ってメールを打ち込んでいる。たぶん、すごく長いメールができているのだろう。しかしそれも、天てん空くうのアイが返信を送ってくる速さから考えれば、天空のアイは一いつ瞬しゆんで読むことができるだろう。

　薔薇の棘をその背後から見守っていた岡本さんが、俺に目を向けた。俺はコクンと頷いて、観測席に座る。望ぼう遠えん鏡きようは、さっきより少し左に向けられている。

　一時四二分。岡本さんが宣言した。

「三分前だ」

　俺は腕時計を確認する。薔薇の棘がメールの打ち込みを急ぐ。

　一時四四分。薔薇の棘がメールの打ち込みを終えた。ファンクションキーに指を乗せて俺に目を向ける。望遠鏡が天空のアイを捉とらえたら、言い換えれば、天空のアイが交信可能範はん囲いにはいったら、すぐに送信する構えだ。俺は望遠鏡と腕時計を交互に見る。

　一時四五分。天空のアイは、まだ来ない。

　一時四五分一〇秒。プログラムに従って望遠鏡が動き始める。天空のアイを追うために。だが、肝心の天空のアイは、まだ来ていない。

　顔を上げると、岡本さんと目が合った。俺は首を横に振る。岡本さんが薔薇の棘の肩越しに手を伸ばしてキーを押す。望遠鏡の動きが止まった。

　一時五四分二〇秒。三〇秒。四〇秒。一時四六分零れい秒、ちくしょう、来ない。

　俺は薔薇の棘を見る。薔薇の棘はディスプレイを見つめ、ファンクションキーに指を乗せたまま、歯を食いしばって、天空のアイを待っている。俺は望遠鏡に目をもどす。天空のアイは、まだ来ない。

　一時四七分零れい秒。俺おれは、つらい役目を果たさざるを得ない。

「ダメだ。天てん空くうのアイは……」

　俺がそこまで言ったときだった。

「来た！」

　薔ば薇らの棘とげが叫んだ。

　俺は顔を上げてコンピュータのディスプレイを見る。確かに、さっきまではなかったメールが表示されている。薔薇の棘は用意しておいたメールを送信し、天空のアイからのメールに見入る。

　俺は望ぼう遠えん鏡きように目をもどす。やっぱり、天空のアイの姿はない。

「こっちは見えない」

　岡おか本もとさんの声が飛ぶ。

「軌道が変化したようだ。近辺の空を肉眼で捜せ。地平線近くにいるはずだ」

　薔薇の棘が新しいメールを打ち込み始めた。

　俺は観測席から跳び降りて北西の空を見る。星空を背景に黒々と林の影が見える。その上あたりに視線を走らせる。

　いた！　空を埋め尽くす星々の中に、ひとつだけ、浅い角度で斜めに昇ってくる淡い光点がある。

「あそこだ！」

　俺が叫んだ。岡本さんが目を細めて、俺が指差す方向を見る。薔薇の棘が振り向いて空を見る。コクンと領うなずいた薔薇の棘は、すぐまたコンピュータに向き直ってメールの続きを打ち始める。

　俺は天空のアイを目で追いながら、手探りでコンピュータの方に歩いていく。

　薔薇の棘の肩越しにコンピュータのディスプレイを見る。着信したメールが表示されている。それは、紛まぎれもなく、今、北西の空を西に向かって飛んでいる天空のアイから送られてきたものだった。




『はあい、アイちゃんです。




　遅くなってごめんなさい。スラスタを噴ふん射しやして、速度を落としちゃったんです。高度も下がってきています。

　コントロールセンターからの命令が、さっき、通信衛えい星せい経由で届きました。でも、だからってわけじゃないんですよ。アイちゃんは、自分の意思で、最後の噴射をしました。それくらいは、アイちゃんの自由になるんですよ。

　それにね、アイちゃんは、ちょびっと命令違反をしちゃいました。てへっ。命令では、北極海の手前で大気圏に飛び込むコースを取ることになってたんだけど、噴ふん射しやのタイミングと方向をずらしちゃいました。だって、薔ば薇らの棘とげさんやブラックナイトさんに、最後の挨あい拶さつがしたかったんだもん。




　日本が見えます。長なが野の県が見えます。あそこに薔薇の棘さんとブラックナイトさんがいて、アイちゃんを見てくれているのだと思うと、心の中があったかくなってきます。




　アイちゃんの計算では、アイちゃんが大気圏に突入するのは、そちらの時刻で一時五四分です。その前に、もう一回、薔薇の棘さんのメールがもらえると、きっと、すっごく嬉うれしいな。





天てん空くうのアイ』






　もう一通ある。こっちは、たぶん、今薔薇の棘が送ったメールに対する返事だろう。




『薔薇の棘さん




　お願いがあります。アイちゃんがいなくなっても、悲しまないでください。

　ほんとは、アイちゃんは、すっごく嬉しいんです。みんなに悲しんでもらえることが。でも、悲しいんです。みんなを悲しませちゃうことが。

　アイちゃんは、自分が何者であるかを知っています。コントロールセンターの人たちが教えてくれました。アイちゃんは、コンピュータウィルスとその対策プログラムが複雑に作用し合った結果生じた、一種のバグです。望まれて生まれた存在じゃありません。あってはならない存在なんです。

　人工衛えい星せいとしても、一五年は長すぎる一生です。アイちゃんの設計寿命は一〇年です。ってことは、人間に換算すると、一二〇歳くらいに相当することになります。アイちゃんって、実は、お婆ばあちゃん。アイちゃんが意思……みたいなもの……を持つようになってからは、二年くらいですけどね。

　だから、お願いです。悲しまないでください。





天空のアイ』






　もうひとつ表示されているメールがある。それは、薔薇の棘が打っているメールだ。薔薇の棘はディスプレイ上に表示されている時計を気にしながら、キーボードを打ち続ける。




『アイちゃん




　あんたのお願いを聞いたげる。あたしは悲しまない。でもね、それには条件があるの。アイちゃんも、あたしのお願いを聞いてくれなきやダメ。




　お願い、今すぐスラスタを噴ふん射しやして軌道を修正して！

　大気圏になんか、はいってこないで！




　望まれて生まれた存在じゃないからって、それがどうしたっての？

　あってはならない存在だなんて、誰だれが決めたの？

　そんなこと言ったら、人類は、いえ、地球上の生命は、なんのために生まれてきたっての？　誰かに望まれて生まれてきたんじゃないのよ。自分で勝手に生まれてきたのよ。

　あたしの考えじゃね、生物ってのは、地球という星に生えたカビみたいなものなのよ。「なんのために生まれてきたのか？」とか「なんのために生きてるのか？」なんてのは、訊きくこと自体がバカげてるのよ。カビってのは、どこにでも、誰からも望まれないのに、勝手に生えるものなのよ。

「なんか知らないけど、生まれてきた」

「生きたいから、生きてるんだ」

　それでいいじゃない。文句を言うやつは、ぶっ飛ばしてやりゃあいいのよ。




　だからね、アイちゃん……』




　カタカタカタカタとキーボードが音を立てる。薔ば薇らの棘とげが一心不乱にメールを打ち続ける。俺おれはディスプレイ上の時計を見る。一時五一分。

「その辺でまとめなさい」

　岡おか本もとさんが言った。

「アンテナの方向を修正せねばならん。二分は欲しい」

　薔薇の棘が歯を食いしばってキーボードを打つ。




『大気圏に飛び込んだりしちゃ、ダメ。本国からの命令なんて無視するのよ。

　今すぐ噴射して。スピードを上げて、周回軌道にもどるのよ。お願い。





薔薇の棘』






　薔ば薇らの棘とげがコンピュータの前の席から離れる。

　岡おか本もとさんが立ったままマウスを操作する。

　薔薇の棘が俺おれの隣となりに来た。ふたり並んで西の空を行く天てん空くうのアイを見る。

　岡本さんがキーボードからデータを入力する。庭のパラボラアンテナが、憎らしいほどゆっくり回って天空のアイに向く。

「送信するぞ」

　岡本さんがファンクションキーを押す。瞬しゆん時じにして、天空のアイからの返信が来た。




『ごめんなさい、薔薇の棘さん。




　アイちゃんには、推進剤は、もう一滴も残っていません。さっきのが最後の噴ふん射しやだったんです。




　間もなく、大気圏に突入します。大気との摩ま擦さつ熱ねつのために燃え尽きるので、地上の人に迷惑はかけません。たぶん、大気圏にはいるとすぐに高熱のために電子回路が機能停止するので、その時点でアイちゃんは消滅します。

　最期に薔薇の棘さんとお話しできて、すっごく嬉うれしかった。アイちゃんは幸せです。




　アイちゃんのお別れの挨あい拶さつは、そちらからは、おとめ座の方向に見えます。流れ星を見ながら願い事をすると願いがかなうそうだから、何か願ってみるのも悪くないかもしれません。アイちゃんは、おふたりの幸せを願います。




　薔薇の棘さん、ブラックナイトさん、ありがとうございました。





天空のアイ』






　薔薇の棘が俺の腕を取って寄りかかってきた。

　俺たちが目で追ううちに、西の空を移動する光点は急激に明るさを増し、ひと筋の光の線となって輝かがやき、空を駆け抜け、そして、消えた。あとには、数え切れない星々を擁ようする夜空が残るばかり。

「うう」

　薔薇の棘の声が聞こえた。振り向くと、薔薇の棘と目が合った。その大きな目から大粒の涙がこぼれ落ちるところだった。俺おれは歯を食いしばった。そうしなければ、俺の目からも涙がこぼれ落ちそうだったから。

「うううう」

　薔薇ぱらの棘とげが俺の胸に顔を埋めた。俺は、その背中をそっと抱き寄せる。「ひっ」というような息を吸い込む音が聞こえて、俺の腕の下で薔薇の棘の胸が膨ふくらむ。次の瞬しゆん間かん、

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　悲鳴にも似た慟どう哭こくが上がった。

　俺は、必死に歯を食いしばった。




　泣き方を忘れてしまった女は、不器用な泣き方で、いつまでも泣き続けた。

　俺は、何もしてやれなかった。
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『薔ば薇らの棘とげさん




　いろいろお世話になりました。無事に学校まで到着したので、ご安心ください』




　ダメだ。どうも、うまくいかない。たった二行書くのに、七分もかかってしまった。

　普ふ段だんしゃべっている調子で書けばいいのだとわかっているのだが、なんか、肩に力がはいってしまう。




　俺おれは、今、放課後の部室にひとり残ってメールを書いている。

　考えてみれば、俺は、個人宛あてのメールを出すのは、これが初めてなのだ。今まで、ホームページの談話室に掲載するメールを書いたことは数知れないほどあるのだが。

　ただし、俺はプロバイダに入会していないので、メールを出すことはできない。今書いているメールは、公式には、ＩＴ研究部から薔薇の棘に送るメールだということになる。公私混同だが、許してもらおう。




　続きを書こうとキーボードに向かうが、ことばを思いつかない。諦あきらめて飲みかけの缶コーヒーに手を伸ばす。甘いばっかりのまずいコーヒーだ。大おお月つきの道端で飲んだときには、ほんとにうまいコーヒーだったのだが。




　長い長い三日間だった。

　天てん空くうのアイが消えて薔ば薇らの棘とげが泣き出したときには、このまま薔薇の棘が壊こわれてしまうんじゃないかと心配になった。あまりにも激しい泣き方だったので。

　だが、薔薇の棘は、それほど弱い女じゃなかった。なぐさめてやる必要すらなかった。ひとしきり……一時間くらいかな……泣いたあと、薔薇の棘は自力で立ち直った。岡おか本もとさんの奥さんに連れられて寝室に行くときには、いつもの憎まれ口を叩たたくまでに回復していた。「忍び込んできたら、パンチよ」と。

　翌朝……といっても、俺おれたちが目を覚ましたのは昼に近い時刻だったが……俺たちは岡本さんに朝食兼昼食をご馳ち走そうになってから出発した。

　出発前にバイクを点検してわかったのだが、テールランプの裏側、外からは見えにくい位置に、小さな紙包みが針金で縛しばり付けられていた。開けてみると、中から出てきたのは携帯電話だった。位置検索サービスが受けられるのでボケ老人に持たせておけば迷子になってもだいじょうぶというやつだ。あいつらが仕掛けたのに違いない。たぶん、俺たちが大学の研究室にいたときに仕掛けたのだろう。

　そうしてみると、岡本さんの家の位置は、あいつらに、わかったはずだ。だが、結局あの夜、あいつらは来なかった。車を動かせなかったのかもしれない。それに、たぶん、天てん空くうのアイが消滅した時点で、あいつらの任務は終了したのだろう。

　携帯電話は、帰り道にあったコンビニのゴミ箱に入れた。コンビニの店員さん、迷惑かけて、ごめんね。

　薔薇の棘を家に送ってから学校に来た。到着したときには放課後になっていた。

　部室では、コンピュータの復旧作業の最中だった。基本的なシステムや主要なソフトはすでに復旧していたが、通常の活動ができるのは明日からになる。

　俺は土ど居いさんにバイクのキーを返し、三日間のできごとをみんなに報告した。みんなは「いちおう、信じてやるよ」と言ってくれた。

　俺は適当な言い訳をして、みんなが帰ったあとも部室に残った。そして今、メールを出すためにコンピュータの前に座っている。

　続きを書こう。早くしないと、ガードマンが追い出しに来る。




『約束しましたよね、いつか、私がおごることで』




　ダメだ。つい、堅い文章になってしまう。バックスペースキーを押して書き直す。




『約束したよね。いつか、俺おれがおごることで借りを返すと。

　早い方がいいと思うので、今度の日曜日でどうだろうか？

　あのときは急いでいたから見る暇なんかなかったけど、港の見える丘公園とか、山やま下した公園とか、わりと有名らしいよね。もし、できれば、ただ食事をするだけじゃなくて、いろいろと見て回れたら、いいんじゃないかと思うんだ。

　日曜日の午前一〇時、石いし川かわ町ちよう駅の元もと町まち口でどうかと思うのだけど、あなたのご都合を知らせてください。




　ご返事を待っています。





ブラックナイト』






　読み返してみる。なんだか、ちぐはぐな文章だ。俺って、こんなにメールを書くのがヘタクソなんだっけ？　でも、これよりうまく書けそうもない。時間もないことだし、これで良しとしよう。




　俺は送信ボタンを押した。

　返事のメールは、すぐに来た。







　あとがき







　本書をお読みいただきまして、ありがとうございます。

　お久しぶりです…………って言うか、初めての人もいらっしゃいますよね、そういう人には、初めまして、田た村むら登とう正せいです。




　本書第八章で、ブラックナイトは「俺おれはつくづく無む謀ぼうなやつだ」と言っていますが、作者である私も、つくづく無謀な冒険者です。本書を書くに当たっても、いくつか無謀な冒険をしてしまいました。その内のひとつは「ヒロインをおしゃべりな女の子にすること」です。

　作家になって気づいたことのひとつに、「私の作品の登場人物は総じて無口である」というのがあります。その原因は明白です。それは、私自身が（酔っ払ったときを除いて）極めて無口な人間だからです。

　無口な人間しか描けないというのでは、作家として困ります。そこで、今回、あえてヒロインを「おしゃべりな女の子」にしてみたわけです。本人としては、わりとうまく「おしゃべりな女の子」を描けたと思っているのですが、いかがでしょうか？

　なお、「おしゃべりな女の子」を描くにあたっては、〇〇〇〇〇さん、〇〇〇〇〇さん、○〇〇〇さん、〇〇〇〇〇さん、〇〇〇〇さんといった方々を（本人には無断で）参考にしました。心の中で感かん謝しやしています。私は、おしゃべりな女性が大好きです。なぜなら、そういう人が傍そばにいてくれれば、私がしゃべる必要がなくなるからです。




　野の辺べ山やまに行ってきました。…………あっ、突然話題を変えてしまって、すみません。

　本書第八章の舞台に野辺山を選んだのは、「国立天文台の電でん波ぱ望ぼう遠えん鏡きようがあるくらいだから、星を見るのに適した場所だろう」と考えたからです。

　ところが、地図を見て驚おどろきました。野辺山の北西には八やつヶが岳たけがあるのです。もし八ヶ岳がじゃまになって野辺山から北西の空が見えないようなら、設定を変更しなければなりません。

　行ってみて、安心しました。八ヶ岳は、観測のじゃまにはまったくなりません。本文中に書いたとおり、野辺山は、星を見るには、最高の場所でした。

　行ったついでに、国立天文台の電波望遠鏡を見学してきました。四五メートル　（四五センチじゃありませんよ）電波望遠鏡一台、一〇メートル電波望遠鏡五台、小型の電波望遠鏡多数が並ぶ景色は壮観です。

　私は星を見るのが好きです。星を見るときには、まず、全天をグルリと見渡し、見慣なれない星はないかと探してみます。なぜなら、超ちよう新しん星せいを発見できるかもしれないからです。

　超新星とは、星が爆ばく発はつを起こして飛び散ってしまう現象です。そのときの明るさは、ハンパではありません。中国の記録によれば、一〇五四年に雄お牛うし座ざで起きた超ちよう新しん星せい爆ばく発はつのときには、昼間でも明るく見えたということです。

　一九八七年、マゼラン星雲で超新星爆発がありました。このとき、超新星から飛び出したニュートリノを日本の観測装置カミオカンデが捉とらえ、世界の注目を集めました。カミオカンデと、その創設者であり責任者でもあった小こ柴しば昌まさ俊とし教授の名前が世界を駆け巡り、ニュートリノ天文学という新しい研究分野が生まれました。小柴昌俊教授って、あのノーベル賞をもらったオジイチャンですよ。

　残念ながら、一九八七年の超新星は、日本からは見えない位置でした。また、銀河系内ではなく隣となりの銀河で起きたことなので、その明るさは最高で三等級にしかなりませんでした。三等級の明るさといえば、オリオン座の三ツ星や北ほく斗と七しち星せいよりちょっと暗い程度です。

　地球から見える銀河系内の超新星爆発は、過去一〇〇〇年間に五回あったようです。いちばん新しい記録は一六〇四年にへびつかい座で起きたもので、マイナス三等級の明るさになったということです。星の明るさは、一等星がいちばん明るく、以下二等星、三等星というように、数字が小さいほど明るいのです。ゼロを通り越してマイナスの等級になるというのは、ものすごい明るさです。

　一六〇四年の超新星爆発から、すでに約四〇〇年も経たっています。一〇〇〇年に五回という頻度からいえば、そろそろ次の超新星爆発が起きてもいいころです。

　あなたも、ときどき夜空を見上げてみてはいかがでしょうか。運が良ければ、あなたは超新星の発見者になれるでしょう。それが起きるのは、もしかすると、今夜かもしれません。あるいは、明日かもしれません。あるいは、一〇〇年後かもしれません。




　作家になって気づいたことのひとつに……あ、すみません、また唐とう突とつに話題を変えちやいましたね……書いたもののおもしろさは書く苦しみに比例するらしいというのがあります。

　私が小説を書く速度は一定ではありません。あるときには調子に乗って書きまくり、またあるときには、ピタッと止まってしまって、一行書くごとに七しち転てん八ばつ倒とうの苦しみを味わうのです。

　ところが、それを読み返してみると、調子に乗って書いた部分は概しておもしろくないのです。おもしろいのは、苦しみながら書いた部分なのです。

　本当にそういう傾向があるのか、また、なぜそうなるのか、経験の少ない私にはわかりません。でも、もし、おもしろさは苦しみに比例するということなら、作家というのは、苦しむのが宿命の、つらい職業だということになります。ああ！

　次の作品は、まだ構想の段階だというのに、早くも七転八倒の苦しみをしています。だから、たぶん、おもしろいものになると思います。楽しみにしていただければ幸いです。





田た村むら登とう正せい









田た村むら登とう正せい

様々なジャンルの本を愛するかなりの読書家。その思いが昂じて自分も小説を書くことを決意。『大唐風雲記』で第８回電撃ゲーム小説大賞〈大賞〉を受賞。純粋に楽しめる小説を書くことを目標に、現在悪戦苦闘の日々を送っている。
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雪ゆき乃の葵あおい

愛媛出身の広島住まい。コーヒー大好きっ子。最近はココアと紅茶がマイブーム。








電撃文庫

ブラックナイトと薔ば薇らの棘とげ






田た村むら登とう正せい
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